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本年度の全国学力・学習状況調査は悉皆調査としては６回目、抽出調査を併せる

と８回目となります。また、今回は３年ぶりに理科についての調査も行われました。 
さて、本県の児童生徒の学力の定着状況については、調査が始まった平成１９年

度からの経年変化を見ると改善傾向にあります。そして、本年度、小学校は、国語・

算数ともに全国平均を上回り、特に国語Ａは高知県教育振興基本計画重点プランの

目標を達成するまでの結果を得ることができました。また、理科も前回調査より大

きく改善しています。 

一方、中学校は、国語・数学ともに全国平均を下回り、改善状態もここ数年続い

ている踊り場を脱することができておりません。さらに、理科については前回より

全国との差が大きくなっています。

質問紙調査の結果を見ますと、小学校では学校の授業時間以外に「１時間以上」

勉強している児童の割合が全国平均を上回り、中学校でも勉強時間が「３０分未満」

の生徒の割合が減少してきています。また、「家で、自分で計画を立てて勉強をし

ている」と肯定的に回答した小中学生は、増加傾向にあり、子どもたちに学習習慣

の定着が図られてきていることがうかがわれます。このことは、単元テストや各教

科の学習シートなどが積極的に活用されたり、放課後における学習支援が組織的に

取り組まれてきたり、そういった努力の積み重ねによるものと考えています。

しかしながら、先にも述べましたが、中学校の学力の改善度合いが停滞している

状況があり、このことについては、危機感をもって対応していくことが必要と考え

ます。そして、子どもたちの学力をもう一段引き上げるために、各教科における指

導方法をより一層研究し、工夫・改善を加え、また、組織的に思考力や表現力を伸

ばす授業づくりを行っていくことが重要であります。

本報告書には、調査結果の分析を踏まえ、今後の指導に当って重視していくべき

点や、各学校での授業改善の取り組みをより充実させていくための授業づくりのポ

イント、具体的な実践例等を示しています。

県教育委員会では、子どもたちが自らの夢や志を実現していくための生きる力を

育むために、各学校の学校経営計画に基づく取り組みがより強力に、より組織的に

進められるよう一層の支援を行ってまいります。各市町村（学校組合）教育委員会

や各学校におかれましては、本報告書を参考に課題の改善に積極的に、かつ具体的

に取り組んでくださるようお願いします。

平成２７年１０月 高知県教育委員会

はじめに 



平成２７年度全国学力・学習状況調査 
調査の結果について 

 
                             

１ 調査の概要

 （１） 調査の目的 
  ◇ 義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒の学力

や学習状況を把握・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図る 
  ◇ 学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てる 
  ◇ そのような取組を通じて、教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する 
 
 （２） 実施日 平成２７年４月２１日（火） 
 
（３） 調査内容 

  ◇ 小学校第６学年、中学校第３学年の全児童生徒を対象 
  ◇ 教科に関する調査は、国語、算数・数学、理科を出題 
  ◇ 主として「知識」に関する問題と主として「活用」に関する問題を出題 
  ◇ 生活習慣や学習環境等に関する質問紙調査を実施 

 
（４） 県内（公立学校）の参加状況 

  ◇ 参加学校数 
     公立小学校１９３校 
      
     公立中学校１０９校 
      ※特別支援学校（中学部）３校を含む 
     公立小・中学校合計学校数３０２校 
 
  ◇ 小学校解答（回答）児童数 
        国語Ａ    ５，６６３名   国語Ｂ  ５，６５７名 
        算数Ａ    ５，６６３名   算数Ｂ  ５，６５６名 
        理科     ５，６５７名 
        児童質問紙  ５，６６０名 

 
◇ 中学校解答（回答）生徒数 

        国語Ａ    ４，９３４名   国語Ｂ  ４，９２５名 
        数学Ａ    ４，９３５名   数学Ｂ  ４，９２８名 
        理科     ４，９２６名 
        生徒質問紙  ４，９３９名 

3 1



高知県（公立） 全国（公立） 高知県（公立） 全国（公立）

平成２７年度

平成２６年度

平成２５年度

（81.5～82.7） （81.4～81.7） （73.9～75.6） （73.1～73.5）

平成２３年度

（82.2～83.5） （83.2～83.5） （74.3～76.3） （74.0～74.4）

平成２１年度

平成２０年度

平成１９年度

平成２７年度

平成２６年度

平成２５年度

（52.4～54.3） （55.4～55.8） （57.1～59.1） （58.7～59.1）

平成２３年度

（77.2～79.0） （77.7～78.0） （47.2～49.2） （49.1～49.5）

平成２１年度

平成２０年度

平成１９年度

高知県（公立） 全国（公立）

（58.8～60.4） （60.8～61.1）

２　教科に関する調査の結果

小学校（国語・算数）

高知県と
全国の差

国語平均正答率（％）

Ａ

平成２４年度

平成２２年度

平成２４年度

平成２２年度

平成２４年度

平成２７年度

高知県と
全国の差

算数平均正答率（％）

※平成２２・２４年度は抽出調査のため、平均正答率の推計値で示している。
　（　　　）の数値は平均正答率の９５％信頼区間を示している。
※平成２３年度は全国学力・学習状況調査問題を活用した希望利用調査の結果を示している。
※理科については、平成２４年度と本年度（平成２７年度）に実施した調査結果を示している。

理科平均正答率（％）

小学校（理科）

高知県と
全国の差
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高知県（公立） 全国（公立） 高知県（公立） 全国（公立）

平成２７年度

平成２６年度

平成２５年度

（71.8～73.1） （75.0～75.2） （57.4～59.2） （62.0～62.3）

平成２３年度

（72.0～73.3) （75.0～75.2） （58.3～60.7） （64.4～64.8）

平成２１年度

平成２０年度

平成１９年度

平成２７年度

平成２６年度

平成２５年度

（60.9～62.3） （63.2～63.4） （44.3～46.6） （49.2～49.5）

平成２３年度

（60.0～62.1） （65.1～65.5） （35.4～37.9） （43.1～43.5）

平成２１年度

平成２０年度

平成１９年度

高知県（公立） 全国（公立）

（46.5～48.0） （50.9～51.1）

国語平均正答率（％） 高知県と
全国の差

数学平均正答率（％）

Ａ

中学校（国語・数学）

平成２４年度

平成２２年度

平成２４年度

平成２２年度

平成２７年度

※平成２２・２４年度は抽出調査のため、平均正答率の推計値で示している。
　（　　　）の数値は平均正答率の９５％信頼区間を示している。
※平成２３年度は全国学力・学習状況調査問題を活用した希望利用調査の結果を示している。
※理科については、平成２４年度と本年度（平成２７年度）に実施した調査結果を示している。

中学校（理科）

理科平均正答率（％） 高知県と
全国の差

平成２４年度

高知県と
全国の差

2 3



小学校（平均正答率） 中学校（平均正答率）

60.0  
47.7  49.5  

78.1  

44.3  
53.4  49.8  55.0  

67.0  

62.0  

50.5  50.5  

77.8  

55.6  
49.4  

55.5  

65.4 

30  

40  

50  

60  

70  

80  

90  

Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ 

高知県（公立） 全国（公立） 

81.7  
65.0  68.5  

82.8  81.0  82.1  
65.3  

74.4  73.4 

81.7  

65.4  
69.9  

83.3  81.6  

62.7  

72.9  70.0  

30  
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50  

60  

70  

80  

90  

Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ 

高知県（公立） 全国（公立） 

81.6  
72.6  76.4  75.3  

82.3  
74.7  78.8  79.2  77.0  

82.1  

72.2  
78.7  

74.2  73.3  
77.2  78.1  75.2 

30  

40  

50  

60  

70  

80  

90  

Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ 

高知県（公立） 全国（公立） 

60.7  
49.3  52.1  48.2  46.2  

58.1  57.9  57.9  
44.6 

63.6  

51.6  54.8  
49.3  

58.9  58.4  58.2  

45.0  
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60  
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80  

90  

Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ 

高知県（公立） 全国（公立） 

78.1  
70.0  74.2  72.6  78.5  72.5  74.3  77.2  73.3  

81.6  

73.6  
77.0  75.1  75.1  76.4  79.4  

75.8  

30  

40  

50  

60  

70  

80  

90  

Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ 

高知県（公立） 全国（公立） 

64.0  
54.7  

69.8  
61.0  61.0  61.6  64.8  

47.7  
62.9  

72.0  

60.8  

74.5  

65.3  63.3  
67.4  

51.0  

65.8  

30  

40  

50  

60  

70  

80  

90  

Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ 

高知県（公立） 全国（公立） 

62.8  
54.5  56.5  59.5  54.3  58.3  59.3  62.7  59.9  

71.9  

63.1  62.7  64.6  62.1  63.7  
67.4  64.4  
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60  
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Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ 

高知県（公立） 全国（公立） 

50.6  
41.5  

49.7  
36.6  45.2  45.4  

35.4  

53.6  
36.2  

60.6  

49.2  

56.9  

43.3  

49.3  
41.5  

59.8  

41.6  
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高知県（公立） 全国（公立） 

国語Ａ 国語Ａ 

国語Ｂ 国語Ｂ 

算数Ａ 
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60.6  

49.2  

56.9  

43.3  

49.3  
41.5  

59.8  

41.6  

30  

40  

50  

60  

70  

80  

90  

Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ 

高知県（公立） 全国（公立） 

国語Ａ 国語Ａ 

国語Ｂ 国語Ｂ 

算数Ａ 

算数Ｂ 

数学Ａ 

数学Ｂ 

（％） （％） 

（％） 

（％） 

（％） 

（％） 

59.6  60.3  

60.9  60.8  

30  

40  

50  

60  

70  

80  

90  

Ｈ２４ Ｈ２７ 

高知県（公立） 全国（公立） 小学理科 

47.3  47.3  

51.0  53.0  

30  

40  

50  

60  

70  

80  

90  

Ｈ２４ Ｈ２７ 

高知県（公立） 全国（公立） 

（％） 

（％） （％） 

（％） 

中学理科 

41.5

小学校（平均正答率） 中学校（平均正答率）

60.0  
47.7  49.5  

78.1  

44.3  
53.4  49.8  55.0  

67.0  

62.0  

50.5  50.5  

77.8  

55.6  
49.4  

55.5  

65.4 

30  

40  

50  

60  

70  

80  

90  

Ｈ１９  Ｈ２０  Ｈ２１  Ｈ２２  Ｈ２３  Ｈ２４  Ｈ２５  Ｈ２６  Ｈ２７  

高知県（公立） 全国（公立） 

81.7  
65.0  68.5  

82.8  81.0  82.1  

65.3  
74.4  73.4 

81.7  

65.4  
69.9  

83.3  81.6  

62.7  
72.9  70.0  

30  

40  

50  

60  

70  

80  

90  

Ｈ１９  Ｈ２０  Ｈ２１  Ｈ２２  Ｈ２３  Ｈ２４  Ｈ２５  Ｈ２６  Ｈ２７  

高知県（公立） 全国（公立） 

81.6  
72.6  76.4  75.3  

82.3  
74.7  78.8  79.2  77.0  

82.1  

72.2  
78.7  

 73.3  
77.2  78.1  75.2 

30  

40  

50  

60  

70  

80  

90  

Ｈ１９  Ｈ２０  Ｈ２１  Ｈ２２  Ｈ２３  Ｈ２４  Ｈ２５  Ｈ２６  Ｈ２７  

高知県（公立） 全国（公立） 

60.7  
49.3  52.1  48.2  46.2  

58.1  57.9  57.9  
44.6 

63.6  

51.6   
49.3  

58.9  58.4  58.2  

45.0  

30  

40  

50  

60  

70  

80  

90  

Ｈ１９  Ｈ２０  Ｈ２１  Ｈ２２  Ｈ２３  Ｈ２４  Ｈ２５  Ｈ２６  Ｈ２７  

高知県（公立） 全国（公立） 

78.1  
70.0  74.2  72.6  78.5  72.5  74.3  77.2  73.3  

81.6  

73.6  
77.0  75.1  75.1  76.4  79.4  

75.8  

30  

40  

50  

60  

70  

80  

90  

Ｈ１９  Ｈ２０  Ｈ２１  Ｈ２２  Ｈ２３  Ｈ２４  Ｈ２５  Ｈ２６  Ｈ２７  

高知県（公立） 全国（公立） 

64.0  
54.7  

69.8  
61.0  61.0  61.6  64.8  

47.7  
62.9  

72.0  

60.8  

74.5  

65.3  63.3  
67.4  

51.0  

65.8  

30  

40  

50  

60  

70  

80  

90  

Ｈ１９  Ｈ２０  Ｈ２１  Ｈ２２  Ｈ２３  Ｈ２４  Ｈ２５  Ｈ２６  Ｈ２７  

高知県（公立） 全国（公立） 

62.8  
54.5  56.5  59.5  54.3  58.3  59.3  62.7  59.9  

71.9  

63.1  62.7  64.6  62.1  63.7  
67.4  64.4  

30  

40  

50  

60  

70  

80  

90  

Ｈ１９  Ｈ２０  Ｈ２１  Ｈ２２  Ｈ２３  Ｈ２４  Ｈ２５  Ｈ２６  Ｈ２７  

高知県（公立） 全国（公立） 

50.6  
41.5  

49.7  
36.6  45.2  45.4  

35.4  

53.6  
36.2  

60.6  

49.2  

56.9  

43.3  
49.3  

41.5  

59.8  

41.6  

30  

40  

50  

60  

70  

80  

90  

Ｈ１９  Ｈ２０  Ｈ２１  Ｈ２２  Ｈ２３  Ｈ２４  Ｈ２５  Ｈ２６  Ｈ２７  

高知県（公立） 全国（公立） 

国語Ａ 国語Ａ 

国語Ｂ 国語Ｂ 

算数Ａ 

算数Ｂ 

数学Ａ 

数学Ｂ 

（％） （％） 

（％） 

（％） 

（％） 

（％）

59.6  60.3  

60.9  60.8  

30  

40  

50  

60  

70  

80  

90  

Ｈ２４  Ｈ２７  

高知県（公立） 全国（公立） 小学理科 

47.3  47.3  

51.0  53.0  

30  

40  

50  

60  

70  

80  

90  

Ｈ２４  Ｈ２７  

高知県（公立） 全国（公立） 

（％） 

（％） （％） 

（％）

中学理科 

54.8 

74.2 

4 5



［教科に関する全国平均正答率との差］

　※縦軸は全国の平均正答率との差をポイントで示している。（平成２３年度の全国の値はない。）

小学校調査

中学校調査
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国語Ａ 国語Ｂ 数学Ａ 数学Ｂ 理科 

4 5
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■国語Ａ
【設問別集計結果　小学校国語】

質問番号 設問の概要 高知県正答率‒
全国正答率

正答率
高知県 全国

無解答率
高知県 全国

漢字を読む（友人を家に招く）

漢字を読む（自分の信念をつらぬく）

漢字を読む（全員がすぐに承知した）

漢字を書く（シャワーをあびる）

漢字を書く（鳥のすを観察する）

漢字を書く（びょういんに行く）

文の主語として適切なものを選択する

文の型として適切なものを選択する

聞き方の説明として適切なものを選択する

説明の文章の書き方の工夫として適切なものを選択する

コラムの中で筆者の読書体験が書いてあるまとまりを選択する

コラムの中で筆者が引用している言葉を書き抜く

登場人物の関係についての説明として適切なものを選択する

応募のきまりを守っていないものを選択する

0.7 

0.9 

2.5 

17.2 

5.7 

4.7 

0.6 

0.5 

0.5 

0.3 

1.6 

7.7 

2.6 

4.3 

0.5 

0.6 

0.5 

7.3 

2.4 

2.3 

0.2 

0.2 

0.2 

0.1 

0.9 

3.8 

1.1 

2.1 

97.5 

96.0 

92.5 

58.4 

76.5 

74.9 

53.1 

71.7 

53.0 

86.0 

59.5 

19.8 

67.5 

73.9 

98.0 

96.1 

97.5 

72.0 

83.0 

83.0 

65.8 

76.0 

51.1 

86.3 

56.6 

21.3 

68.1 

72.9 

0.5 

0.1 

5.0 

13.6 

6.5 

8.1 

12.7 

4.3 

-1.9 

0.3 

-2.9 

1.5 

0.6 

-1.0 

短答式

短答式

短答式

短答式

短答式

短答式

選択式

選択式

選択式

選択式

選択式

短答式

選択式

選択式

言

言

言

言

言

言

言

言

話

書

読

読

読

読 / 言

伝

伝

伝

伝

伝

伝

伝

伝

話

書

読

読

読

読 / 伝

１一１

１一２

１一３

１二１

１二２

１二３

２一

２二

３

４

５一

５二

６

７

問題形式評価の
観点

領域等

■国語Ｂ

質問番号 設問の概要 高知県正答率‒
全国正答率

正答率
高知県 全国

無解答率
高知県 全国

新聞の割り付けとして適切なものを選択する

見出しの表現の工夫についての説明として適切なものを選択する

【中田とよさんへのインタビューの様子】の内容をまとめて書く

　　　   に入る言葉の意味として適切な内容を書き抜く

　　　   に入る言葉として適切な内容を書き抜く

【文章】の要旨をまとめて書く

楽器の分担の決め方について、【楽器の分担図】を基にして書く

〈絵３〉の場面が始まるまとまりとして適切なものを選択する

声に出して読むときの工夫とその理由を書く

0.5 

0.6 

4.0 

3.6 

5.6 

7.0 

8.7 

9.7 

15.1 

0.3 

0.3 

3.4 

2.5 

3.7 

5.9 

6.7 

7.0 

10.6 

74.6 

70.8 

34.7 

75.5 

86.0 

78.4 

41.6 

60.4 

66.6 

74.1 

69.1 

37.6 

75.3 

86.7 

81.1 

44.9 

61.3 

72.6 

-0.5 

-1.7 

2.9 

-0.2 

0.7 

2.7 

3.3 

0.9 

6.0 

選択式

選択式

記述式

短答式

短答式

記述式

記述式

選択式

記述式

書

書

関 / 書

読

読

関/書/読

関/書/読

読

関/書/読

書

書

書

読

読

書 / 読

書 / 読

読

書 / 読

１一

１二

１三

２一ア

２一イ

２二

２三

３一

３二

問題形式評価の
観点

領域等

は、全国正答率より１０ポイントをこえて高い正答率

は、全国正答率より５ポイントをこえて高い正答率

「太　字」

「太　字」

は、１０ポイントをこえる高知県無解答率「白抜き」

ア

イ

8 9



■国語Ａ
【設問別集計結果　小学校国語】

質問番号 設問の概要 高知県正答率‒
全国正答率

正答率
高知県 全国

無解答率
高知県 全国

漢字を読む（友人を家に招く）

漢字を読む（自分の信念をつらぬく）

漢字を読む（全員がすぐに承知した）

漢字を書く（シャワーをあびる）

漢字を書く（鳥のすを観察する）

漢字を書く（びょういんに行く）

文の主語として適切なものを選択する

文の型として適切なものを選択する

聞き方の説明として適切なものを選択する

説明の文章の書き方の工夫として適切なものを選択する

コラムの中で筆者の読書体験が書いてあるまとまりを選択する

コラムの中で筆者が引用している言葉を書き抜く

登場人物の関係についての説明として適切なものを選択する

応募のきまりを守っていないものを選択する

0.7 

0.9 

2.5 

17.2 

5.7 

4.7 

0.6 

0.5 

0.5 

0.3 

1.6 

7.7 

2.6 

4.3 

0.5 

0.6 

0.5 

7.3 

2.4 

2.3 

0.2 

0.2 

0.2 

0.1 

0.9 

3.8 

1.1 

2.1 

97.5 

96.0 

92.5 

58.4 

76.5 

74.9 

53.1 

71.7 

53.0 

86.0 

59.5 

19.8 

67.5 

73.9 

98.0 

96.1 

97.5 

72.0 

83.0 

83.0 

65.8 

76.0 

51.1 

86.3 

56.6 

21.3 

68.1 

72.9 

0.5 

0.1 

5.0 

13.6 

6.5 

8.1 

12.7 

4.3 

-1.9 

0.3 

-2.9 

1.5 

0.6 

-1.0 

短答式

短答式

短答式

短答式

短答式

短答式

選択式

選択式

選択式

選択式

選択式

短答式

選択式

選択式

言

言

言

言

言

言

言

言

話

書

読

読

読

読 / 言

伝

伝

伝

伝

伝

伝

伝

伝

話

書

読

読

読

読 / 伝

１一１

１一２

１一３

１二１

１二２

１二３

２一

２二

３

４

５一

５二

６

７

問題形式評価の
観点

領域等

■国語Ｂ

質問番号 設問の概要 高知県正答率‒
全国正答率

正答率
高知県 全国

無解答率
高知県 全国

新聞の割り付けとして適切なものを選択する

見出しの表現の工夫についての説明として適切なものを選択する

【中田とよさんへのインタビューの様子】の内容をまとめて書く

　　　   に入る言葉の意味として適切な内容を書き抜く

　　　   に入る言葉として適切な内容を書き抜く

【文章】の要旨をまとめて書く

楽器の分担の決め方について、【楽器の分担図】を基にして書く

〈絵３〉の場面が始まるまとまりとして適切なものを選択する

声に出して読むときの工夫とその理由を書く

0.5 

0.6 

4.0 

3.6 

5.6 

7.0 

8.7 

9.7 

15.1 

0.3 

0.3 

3.4 

2.5 

3.7 

5.9 

6.7 

7.0 

10.6 

74.6 

70.8 

34.7 

75.5 

86.0 

78.4 

41.6 

60.4 

66.6 

74.1 

69.1 

37.6 

75.3 

86.7 

81.1 

44.9 

61.3 

72.6 

-0.5 

-1.7 

2.9 

-0.2 

0.7 

2.7 

3.3 

0.9 

6.0 

選択式

選択式

記述式

短答式

短答式

記述式

記述式

選択式

記述式

書

書

関 / 書

読

読

関/書/読

関/書/読

読

関/書/読

書

書

書

読

読

書 / 読

書 / 読

読

書 / 読

１一

１二

１三

２一ア

２一イ

２二

２三

３一

３二

問題形式評価の
観点

領域等

は、全国正答率より１０ポイントをこえて高い正答率

は、全国正答率より５ポイントをこえて高い正答率

「太　字」

「太　字」

は、１０ポイントをこえる高知県無解答率「白抜き」

ア

イ

【経年で見た成果と課題】

【学習指導要領の領域別状況】 ＜◇…相当数の児童ができている点 ◆…課題がある点 〔 〕設問番号＞

話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と

◆話の内容に対する聞き方を工夫することに課題がある。 〔Ａ３〕

書
く
こ
と

◇説明する文章の書き方の工夫として、具体的な事例を挙げて書くことについては、相当数の児童

ができている。 〔Ａ４〕

◇目的に応じ、文章の内容を的確に押さえながら要旨を捉えることについては、相当数の児童がで

きている。 〔Ｂ２二〕

◆学校新聞を書く場面において、目的や意図に応じ、取材した内容を整理しながら記事を書くこと

に課題がある。 〔Ｂ１三〕

◆図やグラフなどを読み、自分の考えを伝えるために効果的に用いたり、文章と図やグラフなどと

を関係付けて、自分の考えを書いたりすることに課題がある。 〔Ｂ２三〕

読
む
こ
と

◇目的に応じ、中心となる語や文を捉えることは、相当数の児童ができている。 〔Ｂ２一イ〕

◆物語の登場人物の相互関係を捉えることに課題がある。 〔Ａ６〕

◆登場人物の行動を基にして、場面の移り変わりを捉えることに課題がある。 〔Ｂ３一〕

◆新聞のコラムを読んで、筆者の意図や思考を想定しながら文章全体の構成や表現の工夫を捉える

ことに課題がある。また、引用することに課題がある。 〔Ａ５一、二〕

伝
統
的
な
言
語
文
化
と

国
語
の
特
質
に
関
す
る
事
項

◇今回出題された漢字の読みや書きは、相当数の児童ができているものがある。

◆文の中における主語を捉えることに課題がある。 　　　　　 〔Ａ２一〕

【正答率が高い問題】 【正答率が低い問題】

Ａ１一１ 漢字の読み（招く） ［ ％］

Ａ１一３ 漢字の読み（承知） ［ ％］

Ａ１一２ 漢字の読み（信念） ［ ％］

Ａ５二 コラムの中で筆者が引用している言葉を

書き抜く ［ ％］

Ｂ１三 【中田とよさんへのインタビューの様子】

の内容をまとめて書く ［ ％］

Ｂ２三 楽器の分担の決め方について、【楽器の

分担図】を基にして書く ［ ％］

◇ 「目的に応じ、文章の内容を的確に押さえながら要旨を捉えることに改善が見られる。

〔Ｂ２二〕

→「目的に応じて資料を読み、全体から分かることを書くことに依然として課題があり、指導の充実が求め

られる。」 （『平成2５年度全国学力・学習状況調査の概要』P.８による） 

◆ 新聞のコラムを読んで、筆者の意図や思考を想定しながら文章全体の構成や表現の工夫を捉える

ことに課題がある。また、引用することに、依然として課題がある。 〔Ａ５一、二〕

→「相手の発言を引用して質問や意見を述べたり、必要となる情報を取り出し、それらを関係付けながらまと

めたりする点に、依然として課題がある。」 

（『平成26年度全国学力・学習状況調査の概要』P.８による） 

〔Ａ５一、二〕
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・以下の集計値／グラフは、４月２１日に実施した調査の結果を集計した値である。
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【中学校国語】
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　・表現の技法について理解すること［３一　５３．９％］
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○　国語Ｂ（活用）の平均正答率は６２．９％で、例えば、次のような課題が見られた。
　・複数の資料から適切な情報を得て、自分の考えをもつこと［２三　２１．２％］
　・文章の構成や展開などを踏まえ、根拠を明確にして自分の考えを書くこと［３三　２８．５％］
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【分類・区分別の状況】

学習指導要領の領域

評価の観点

問題形式
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○ 領域別では、国語Ａ（知識）の「書くこと」で平均正答率が全国平均より

  ４．３ポイント低い。 
○ 観点別では、国語Ｂ（活用）の「話す・聞く能力」で平均正答率が全国平均よ

り３．９ポイント低い。 
○ 問題形式別では、国語Ａ（知識）の「短答式」で平均正答率が全国平均より

４．２ポイント低い。 
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○ 領域別では、国語Ａ（知識）の「書くこと」で平均正答率が全国平均より

  ４．３ポイント低い。 
○ 観点別では、国語Ｂ（活用）の「話す・聞く能力」で平均正答率が全国平均よ

り３．９ポイント低い。 
○ 問題形式別では、国語Ａ（知識）の「短答式」で平均正答率が全国平均より

４．２ポイント低い。 
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■国語Ａ
【設問別集計結果　中学校国語】

質問番号 設問の概要 高知県正答率‒
全国正答率

正答率
高知県 全国

無解答率
高知県 全国

「成否」という言葉を、聞いて分かりやすい表現に直す

意見文に対して出された指摘の理由として適切なものを選択する

意見文を直した意図として適切なものを選択する

用いられている表現の工夫として適切なものを選択する

一人も返事をしたものがなかった理由として適切なものを選択する

嘉助の言動から読み取れる様子として適切なものを選択する

棒グラフの　　　部の変化の内容を適切に書く

文章について説明したものとして適切なものを選択する

二つの回答案の構成の違いを説明したものとして適切なものを選択する

要望を適切に捉え、回答案の冒頭に一文を加える

インタビューをする際の質問の意図として適切なものを選択する

意図に合った質問として適切なものを選択する

漢字を書く（ビョウソク五メートルの風が吹く）

漢字を書く（地図のシュクシャクを調べる）

漢字を書く（アマったお金を貯金する）

漢字を読む（詳細に述べる）

漢字を読む（シャツの袖をまくる）

漢字を読む（学校のことが新聞に載る）

適切な語句を選択する（将来は、気象予報士になりたい）

適切な語句を選択する（彼がこの討論の口火を切った）

適切な敬語を選択する（私が先生のお宅に参ります）

適切な語句を選択する（彼女は、学級の縁の下の力持ちと言える存在だ）

適切な語句を選択する（たなびく雲の間から、春の光がもれている）

適切な語句を選択する（新聞を読む習慣を身に付ける）

「青い」と「青さ」の品詞として適切なものを選択する

運筆の際の説明に対応する部分として適切なものを選択する

手紙の後付けの直し方とその理由として適切なものを選択する

漫画の言葉に対応する部分として適切なものを古典の文章の中から選択する

古典の作品名を漢字で書く

スピーチの途中で聞き手の反応を見て、とった対応として適切なものを
選択する

「あす」と「あした」という言葉の意味の変化を整理した表に当てはまる
言葉として適切なものを選択する

「なぜ、排水管はＳ字形になっているのか。」という問いに対する答えとして
適切なものを選択する
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領域等
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は、１０ポイントをこえる高知県無解答率

「白抜き」
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■国語Ａ

質問番号 設問の概要 高知県正答率‒
全国正答率

正答率
高知県 全国

無解答率
高知県 全国

ノートのその他の情報を役立てられる場合として適切なものを選択する

フリップを作成する際に取り入れたポイントとして適切なものを選択する

演奏するタイミングを選択し、その理由をノートの内容と結び付けて書く

「お泣きなさるな」という翻訳の効果として適切なものを選択する

「あたりは……良かった。」の説明として適切なものを選択する

雑誌の記事に書かれていることとして適切なものを選択する

資料を参考にして 2020 年の日本の社会を予想し、その社会にどのように
関わっていきたいか、自分の考えを書く

文章の最後の一文があった方がよいかどうかについて、話の展開を取り
上げて自分の考えを書く

ウェブページの文章の内容について述べた文の空欄に当てはまる言葉と
して適切なものを選択する
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話

話

話 / 書

読

読

書 / 読

読

読

書 / 読

１一

１二

１三

２一

２二

２三

３一

３二

３三

問題形式評価の
観点

領域等
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■国語Ａ
【設問別集計結果　中学校国語】

質問番号 設問の概要 高知県正答率‒
全国正答率

正答率
高知県 全国

無解答率
高知県 全国

「成否」という言葉を、聞いて分かりやすい表現に直す

意見文に対して出された指摘の理由として適切なものを選択する

意見文を直した意図として適切なものを選択する

用いられている表現の工夫として適切なものを選択する

一人も返事をしたものがなかった理由として適切なものを選択する

嘉助の言動から読み取れる様子として適切なものを選択する

棒グラフの　　　部の変化の内容を適切に書く

文章について説明したものとして適切なものを選択する

二つの回答案の構成の違いを説明したものとして適切なものを選択する

要望を適切に捉え、回答案の冒頭に一文を加える

インタビューをする際の質問の意図として適切なものを選択する

意図に合った質問として適切なものを選択する

漢字を書く（ビョウソク五メートルの風が吹く）

漢字を書く（地図のシュクシャクを調べる）

漢字を書く（アマったお金を貯金する）

漢字を読む（詳細に述べる）

漢字を読む（シャツの袖をまくる）

漢字を読む（学校のことが新聞に載る）

適切な語句を選択する（将来は、気象予報士になりたい）

適切な語句を選択する（彼がこの討論の口火を切った）

適切な敬語を選択する（私が先生のお宅に参ります）

適切な語句を選択する（彼女は、学級の縁の下の力持ちと言える存在だ）

適切な語句を選択する（たなびく雲の間から、春の光がもれている）

適切な語句を選択する（新聞を読む習慣を身に付ける）

「青い」と「青さ」の品詞として適切なものを選択する

運筆の際の説明に対応する部分として適切なものを選択する

手紙の後付けの直し方とその理由として適切なものを選択する

漫画の言葉に対応する部分として適切なものを古典の文章の中から選択する

古典の作品名を漢字で書く

スピーチの途中で聞き手の反応を見て、とった対応として適切なものを
選択する

「あす」と「あした」という言葉の意味の変化を整理した表に当てはまる
言葉として適切なものを選択する

「なぜ、排水管はＳ字形になっているのか。」という問いに対する答えとして
適切なものを選択する

0.1 

12.0 

0.2 

0.2 

0.4 

0.2 

0.3 

4.2 

0.2 

0.3 

0.4 

0.7 

8.6 

0.6 

0.7 

2.2 

10.1 

15.9 

5.1 

1.2 

1.3 

0.5 

0.9 

0.7 

0.8 

0.7 

0.9 

0.9 

1.1 

0.8 

1.2 

1.4 

9.9

0.1 

13.9 

0.2 

0.1 

0.5 

0.2 

0.4 

5.3 

0.3 

0.4 

0.6 

1.0 

11.2 

0.8 

1.0 

3.1 

12.1 

17.6 

6.3 

1.4 

1.5 

0.7 

1.2 

0.7 

1.2 

0.9 

1.0 

1.1 

1.2 

1.0 

1.3 

1.8 

12.4 

93.0 

65.0 

79.8 

83.6 

58.3 

88.7 

89.8 

67.6 

93.6 

71.3 

87.1 

70.6 

66.4 

84.6 

76.1 

88.5 

72.1 

70.9 

78.2 

94.1 

97.2 

97.6 

55.5 

84.1 

70.8 

49.0 

86.9 

62.3 

33.7 

85.9 

58.2 

75.3 

66.7

90.9 

59.7 

77.8 

80.0 

53.9 

87.5 

88.4 

59.0 

92.9 

69.1 

84.8 

67.3 

62.3 

82.4 

71.8 

87.1 

67.0 

66.6 

69.9 

93.5 

97.3 

96.8 

52.8 

85.5 

71.8 

49.6 

87.0 

60.7 

30.0 

84.0 

57.2 

71.9 

62.1

-2.1 

-5.3 

-2.0 

-3.6 

-4.4 

-1.2 

-1.4 

-8.6 

-0.7 

-2.2 

-2.3 

-3.3 

-4.1 

-2.2 

-4.3 

-1.4 

-5.1 

-4.3 

-8.3 

-0.6 

0.1 

-0.8 

-2.7 

1.4 

1.0 

0.6 

0.1 

-1.6 

-3.7 

-1.9 

-1.0 

-3.4 

-4.6 

選択式

短答式

選択式

選択式

選択式

選択式

選択式

短答式

選択式

選択式

選択式

選択式

短答式

選択式

選択式

短答式

短答式

短答式

短答式

短答式

短答式

選択式

選択式

選択式

選択式

選択式

選択式

選択式

選択式

選択式

選択式

選択式

短答式

話

話

書

書

言

読

読

書

読

読

読

書

書

話

話

言

言

言

言

言

言

言

言

言

言

言

言

言

言

言

言

言

言

話

話

書

書

伝

読

読

書

読

読

読

書

書

話

話

伝

伝

伝

伝

伝

伝

伝

伝

伝

伝

伝

伝

伝

伝

伝

伝

伝

伝

１一

１二

２一

２二

３一

３二

３三

４一

５一

６一

６二

７一

７二

８一

８二

９一１

９一２

９一３

９二１

９二２

９二３

９三ア

９三イ

９三ウ

９三エ

９三オ

９三カ

９四①

９四②

９五

９六

９七１

９七２

問題形式評価の
観点

領域等

は、全国正答率より５ポイントをこえて低い正答率

は、１０ポイントをこえる高知県無解答率

「白抜き」

「白抜き」

■国語Ａ

質問番号 設問の概要 高知県正答率‒
全国正答率

正答率
高知県 全国

無解答率
高知県 全国

ノートのその他の情報を役立てられる場合として適切なものを選択する

フリップを作成する際に取り入れたポイントとして適切なものを選択する

演奏するタイミングを選択し、その理由をノートの内容と結び付けて書く

「お泣きなさるな」という翻訳の効果として適切なものを選択する

「あたりは……良かった。」の説明として適切なものを選択する

雑誌の記事に書かれていることとして適切なものを選択する

資料を参考にして 2020 年の日本の社会を予想し、その社会にどのように
関わっていきたいか、自分の考えを書く

文章の最後の一文があった方がよいかどうかについて、話の展開を取り
上げて自分の考えを書く

ウェブページの文章の内容について述べた文の空欄に当てはまる言葉と
して適切なものを選択する

0.2 

0.4 

2.8 

0.3 

0.3 

3.7 

0.5 

0.7 

11.2 

0.3 

0.5 

4.9 

0.4 

0.4 

5.9 

0.6 

0.8 

14.7 

73.2 

87.3 

56.2 

82.6 

67.8 

23.0 

88.6 

82.6 

31.1 

68.6 

84.1 

52.0 

79.3 

63.2 

21.2 

87.0 

81.9 

28.5 

-4.6 

-3.2 

-4.2 

-3.3 

-4.6 

-1.8 

-1.6 

-0.7 

-2.6 

選択式

選択式

記述式

選択式

選択式

記述式

選択式

選択式

記述式

話

話

関/話/書

読

読

関/書/読

読

読

関/書/読

話

話

話 / 書

読

読

書 / 読

読

読

書 / 読

１一

１二

１三

２一

２二

２三

３一

３二

３三

問題形式評価の
観点

領域等

【経年で見た成果と課題】

【学習指導要領の領域別状況】 ＜◇…相当数の生徒ができている点 ◆…課題がある点 〔 〕設問番号＞

話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と

◇相手の反応を踏まえて話すことは、相当数の生徒ができている。 〔Ａ１一〕

◇必要に応じて質問しながら聞き取ることは、相当数の生徒ができている。 〔Ａ８一〕

◆聞き手を意識し、分かりやすい語句を選択して話すことに課題がある。 〔Ａ１二〕

書
く
こ
と

◇書いた文章を読み返し、語句の選び方や使い方を工夫して書くことは、相当数の生徒ができている。

〔Ａ２二〕

◆伝えたい事実を明確に書くことに課題がある。 〔Ａ４一〕

◆伝えたい事柄が相手に効果的に伝わるように書くことに課題がある。 〔Ａ７二〕

◆伝えたい事実や事柄について自分の考えを表してはいるが、根拠を明確にして書く点に課題がある。

〔Ｂ１三、Ｂ３三〕

読
む
こ
と

◇文章から適切な情報を得て、考えをまとめることは、相当数の生徒ができている。 〔Ａ５一〕

◇表現の工夫について自分の考えをもつことは、相当数の生徒ができている。 〔Ｂ３一、二〕

◆文章の中心的な部分と付加的な部分などを読み分け、要旨を捉えることに課題がある。〔Ｂ２二〕

◆目的に応じて文章や資料から必要な情報を取り出してはいるが、それらを基にして自分の考えを

具体的にまとめる点に課題がある。 〔Ｂ２三〕

伝
統
的
な
言
語
文
化
と

国
語
の
特
質
に
関
す
る
事
項

◇毛筆を用いて楷書で文字を書くことは、相当数の生徒ができている。 〔Ａ９五〕

◆語句の意味を理解し、文脈の中で適切に使うことについては、一部に課題がある。

〔Ａ９三イ、オ〕

◆単語の類別について理解することに課題がある。 〔Ａ９四〕

【正答率が高い問題】 【正答率が低い問題】

Ａ９二３ 漢字の読み（載る） ［ ％］

Ａ９三ア 適切な語句の選択（気象） ［ ％］

Ａ９二２ 漢字の読み（袖） ［ ％］

Ｂ２三　　資料を参考にして２０２０年の日本の社会

　　　　　を予想し、その社会にどのように関わって

　　　　　いきたいか、自分の考えを書く［21.2％］

Ｂ３三　　文章の最後の一文があった方がよいか

　　　　　どうかについて、話の展開を取り上げて

　　　　　自分の考えを書く           ［28.5％］

Ａ９四② 「青い」と「青さ」の品詞として適切な

　　　　　ものを選択する        　　［30.0％］

◇ 表現の工夫について自分の考えをもつことに改善が見られる。 〔Ｂ３一、二〕

→「文章の構成や表現の仕方などについて自分の考えをもつことに課題がある。」

（『平成２６年度全国学力・学習状況調査結果の概要』 ６による）

◆ 伝えたい事実や事柄について自分の考えを表してはいるが、根拠を明確にして書く点に、依然と

して課題がある。 〔Ｂ１三、Ｂ３三〕

→「根拠を明確にして自分の考えを具体的に書くことに、依然として課題がある。」

◆ 目的に応じて文章や資料から必要な情報を取り出してはいるが、それらを基にして自分

の考えを具体的にまとめる点に、依然として課題がある。 〔Ｂ２三〕

→「資料から適切な情報を得て、伝えたい事実や事柄が明確に伝わるように書くことに、依然として課題があ

る。」 （『平成２６年度全国学力・学習状況調査結果の概要』 ６による）
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・以下の集計値／グラフは、４月２１日に実施した調査の結果を集計した値である。

児童数 平均正答数
平均正答率

（％）
中央値 標準偏差

０問

１問

正答数分布グラフ（横軸：正答数、縦軸：割合） ２問

３問

４問

５問

６問

７問

８問

９問

10問

11問

12問

13問

14問

15問

16問

・以下の集計値／グラフは、４月２１日に実施した調査の結果を集計した値である。

児童数 平均正答数
平均正答率

（％）
中央値 標準偏差

０問

１問

正答数分布グラフ（横軸：正答数、縦軸：割合） ２問

３問

４問

５問

６問

７問

８問

９問

10問

11問

12問

13問

全国（公立）
高知県（公立）

高知県（公立）
全国（公立）

【小学校算数】

正答数
（割合（％））

正答数
（割合（％））

 ○　算数Ｂ（活用）の平均正答率は４４．６％で、例えば、次のような課題が見られた。
　・示された情報から基準量を求める場面と捉え、比較量と割合から基準量を求めること［２（２）１５．０％］
　・長方形の面積を２等分する考えを基に、分割された二つの図形の面積が等しくなる理由を記述すること
                                                                                                                        ［５（１）１１．５％］

 ○　算数Ａ（知識）の平均正答率は７７．０％で、例えば、次のような課題が見られた。
　・分度器を用いて、１８０度よりも大きい角の大きさを求めること［４（２）５８．２％］
　・示された三角形が二等辺三角形になる根拠を円の性質と関連付けて判断すること［５（１）５１．５％］

平成２７年度全国学力・学習状況調査 小学校調査

調査結果概況 ［算数Ｂ 主として活用］
高知県－児童（公立）

0% 

5% 

10% 

15% 

20% 

25% 

30% 

０問 １問 ２問 ３問 ４問 ５問 ６問 ７問 ８問 ９問 10問 11問 12問 13問 14問 15問 16問 

高知県（公立） 

全国（公立） 

0% 

5% 

10% 

15% 

20% 

25% 

30% 

０問 １問 ２問 ３問 ４問 ５問 ６問 ７問 ８問 ９問 10問 11問 12問 13問 

高知県（公立） 

全国（公立） 

平成２７年度全国学力・学習状況調査 小学校調査

調査結果概況 ［算数Ａ 主として知識］
高知県－児童（公立）

・以下の集計値／グラフは、４月２１日に実施した調査の結果を集計した値である。

児童数 平均正答数
平均正答率

（％）
中央値 標準偏差

０問

１問

正答数分布グラフ（横軸：正答数、縦軸：割合） ２問

３問

４問

５問

６問

７問

８問

９問

10問

11問

12問

13問

14問

15問

16問

・以下の集計値／グラフは、４月２１日に実施した調査の結果を集計した値である。

児童数 平均正答数
平均正答率

（％）
中央値 標準偏差

０問

１問

正答数分布グラフ（横軸：正答数、縦軸：割合） ２問

３問

４問

５問

６問

７問

８問

９問

10問

11問

12問

13問

全国（公立）
高知県（公立）

高知県（公立）
全国（公立）

【小学校算数】

正答数
（割合（％））

正答数
（割合（％））

 ○　算数Ｂ（活用）の平均正答率は４４．６％で、例えば、次のような課題が見られた。
　・示された情報から基準量を求める場面と捉え、比較量と割合から基準量を求めること［２（２）１５．０％］
　・長方形の面積を２等分する考えを基に、分割された二つの図形の面積が等しくなる理由を記述すること
                                                                                                                        ［５（１）１１．５％］

 ○　算数Ａ（知識）の平均正答率は７７．０％で、例えば、次のような課題が見られた。
　・分度器を用いて、１８０度よりも大きい角の大きさを求めること［４（２）５８．２％］
　・示された三角形が二等辺三角形になる根拠を円の性質と関連付けて判断すること［５（１）５１．５％］

平成２７年度全国学力・学習状況調査 小学校調査

調査結果概況 ［算数Ｂ 主として活用］
高知県－児童（公立）
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高知県（公立） 

全国（公立） 
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高知県（公立） 

全国（公立） 

平成２７年度全国学力・学習状況調査 小学校調査

調査結果概況 ［算数Ａ 主として知識］
高知県－児童（公立）

・以下の集計値／グラフは、４月２１日に実施した調査の結果を集計した値である。

児童数 平均正答数
平均正答率

（％）
中央値 標準偏差

０問

１問

正答数分布グラフ（横軸：正答数、縦軸：割合） ２問

３問

４問

５問

６問

７問

８問

９問

10問

11問

12問

13問

14問

15問

16問

・以下の集計値／グラフは、４月２１日に実施した調査の結果を集計した値である。

児童数 平均正答数
平均正答率

（％）
中央値 標準偏差

０問

１問

正答数分布グラフ（横軸：正答数、縦軸：割合） ２問

３問

４問

５問

６問

７問

８問

９問

10問

11問

12問

13問

全国（公立）
高知県（公立）

高知県（公立）
全国（公立）

【小学校算数】

正答数
（割合（％））

正答数
（割合（％））

 ○　算数Ｂ（活用）の平均正答率は４４．６％で、例えば、次のような課題が見られた。
　・示された情報から基準量を求める場面と捉え、比較量と割合から基準量を求めること［２（２）１５．０％］
　・長方形の面積を２等分する考えを基に、分割された二つの図形の面積が等しくなる理由を記述すること
                                                                                                                        ［５（１）１１．５％］

 ○　算数Ａ（知識）の平均正答率は７７．０％で、例えば、次のような課題が見られた。
　・分度器を用いて、１８０度よりも大きい角の大きさを求めること［４（２）５８．２％］
　・示された三角形が二等辺三角形になる根拠を円の性質と関連付けて判断すること［５（１）５１．５％］

平成２７年度全国学力・学習状況調査 小学校調査

調査結果概況 ［算数Ｂ 主として活用］
高知県－児童（公立）

0% 

5% 

10% 

15% 

20% 

25% 

30% 

０問 １問 ２問 ３問 ４問 ５問 ６問 ７問 ８問 ９問 10問 11問 12問 13問 14問 15問 16問 

高知県（公立） 

全国（公立） 

0% 

5% 

10% 

15% 

20% 

25% 

30% 

０問 １問 ２問 ３問 ４問 ５問 ６問 ７問 ８問 ９問 10問 11問 12問 13問 

高知県（公立） 

全国（公立） 

平成２７年度全国学力・学習状況調査 小学校調査

調査結果概況 ［算数Ａ 主として知識］
高知県－児童（公立）
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【分類・区分別の状況】

学習指導要領の領域

評価の観点

問題形式

算数Ａ 算数Ｂ

算数Ａ 算数Ｂ

算数Ａ 算数Ｂ

79.7 74.9 

77.2 73.6 

0 

20 

40 

60 

80 

100 

関心・意欲・態度 数学的な考え方 技能 知識・理解 

(%) ２７高知 ２７全国 

72.3 79.1 

70.5 77.3 

0 

20 

40 

60 

80 

100 

選択式 短答式 記述式 

(%) ２７高知 ２７全国 

35.2 
57.1 

74.4 
35.3 

58.7 

74.9 

0 

20 

40 

60 

80 

100 

関心・意欲・態度 数学的な考え方 技能 知識・理解 

(%) ２７高知 ２７全国 

69.7 

41.5 32.6 

70.6 

42.2 
32.5 

0 

20 

40 

60 

80 

100 

選択式 短答式 記述式 

(%) ２７高知 ２７全国 

84.8 
70.7 64.5 

84.2 

80.1 
71.3 

64.5 

84.9 

0 

20 

40 

60 

80 

100 

数と計算 量と測定 図形 数量関係 

(%) ２７高知 ２７全国 

41.7 40.5 45.1 43.0 

42.4 41.7 45.6 43.0 

0 

20 

40 

60 

80 

100 

数と計算 量と測定 図形 数量関係 

(%) ２７高知 ２７全国 

○ 領域別では、算数Ａ（知識）の「数と計算」で平均正答率が全国平均より

４．７ポイント高い。 

○ 観点別では、算数Ａ（知識）の「数量や図形についての技能」で平均正答率が

全国平均より２．5ポイント高い。 

○ 問題形式別では、算数Ａ、算数Bのすべての問題形式で、平均正答率が全国平均

とほぼ同じである。 

14 15



■算数Ａ
【設問別集計結果　小学校算数】

質問番号 設問の概要 高知県正答率‒
全国正答率

正答率
高知県 全国

無解答率
高知県 全国

８.９－０.７８の差の概算の結果として、ふさわしい数値を選ぶ

２８＋７２を計算する

６.７９－０.８を計算する

　 －　   を計算する

　 ÷７ を計算する

○を並べた図を基に式を読み、数に対応する○を黒く塗る

円の中心と円周上の二点を頂点とする三角形の、角の大きさを求める

分度器の目盛りを読み、１８０°より大きい角の大きさを求める

５.２１＋０.７は０.０１が何個集まった数かを表すための式として、ふさわしい
数値の組み合わせを書く
小数の加法の結果を、減法を用いて確かめるとき、当てはまる数値の
組み合わせを書く

午後３時１０分までに図書館に着くために、所要時間の５分と２０分を
基に、家を出発する時刻を求める
９０°、１８０°、２７０°、３６０°を基準として角の大きさを見当付けた
ものから、正しいものを選ぶ

円の中心と円周上の二点を頂点とする三角形が二等辺三角形になる理由と
して、最もふさわしい円の特徴を選ぶ

作成途中の直方体の展開図について、残りの一つの面の長方形の縦と横
の辺の長さを書く
作成途中の直方体の展開図について、残りの一つの面を付けてかく辺を
選ぶ
ハンカチを５日間持ってきた人数が、学年全体の人数の半分より少ない
学年は、４年生だけであることを示しているグラフを選ぶ

0.6 

1.1 

2.0 

0.2 

0.7 

1.8 

4.1 

1.0 

0.3 

0.5 

1.6 

2.4 

2.1 

3.4 

2.3 

4.6 

0.1 

0.6 

1.2 

0.1 

0.2 

0.9 

2.5 

0.6 

0.2 

0.3 

0.9 

1.2 

1.3 

1.9 

1.6 

3.2 

71.0 

74.3 

82.0 

98.2 

69.5 

81.4 

84.2 

74.8 

81.3 

58.0 

50.6 

64.5 

75.4 

67.6 

81.8 

88.1 

81.4 

76.3 

84.8 

98.5 

79.4 

85.4 

87.6 

72.6 

81.2 

58.2 

51.5 

63.8 

74.8 

67.8 

79.5 

88.9 

10.4 

2.0 

2.8 

0.3 

9.9 

4.0 

3.4 

-2.2 

-0.1 

0.2 

0.9 

-0.7 

-0.6 

0.2 

-2.3 

0.8 

選択式

短答式

短答式

短答式

短答式

短答式

短答式

短答式

選択式

短答式

選択式

短答式

短答式

選択式

選択式

短答式

知

技

知

技

技

技

技

技

知

技

知

知

知

知

知

知

数と計算

数と計算

数と計算

数と計算

数と計算

数と計算

数と計算

量と測定

量と測定

量と測定

図形

図形

図形

図形

数量関係

数量関係

１（１）

１（２）

１（３）

２（１）

２（２）

２（３）

２（４）

３

４（１）

４（２）

５（１）

５（２）

６（１）

６（２）

７

８

問題形式評価の
観点

領域等

■算数Ｂ

質問番号 設問の概要 高知県正答率‒
全国正答率

正答率
高知県 全国

無解答率
高知県 全国

平行四辺形を構成することができる、四つの辺の組み合わせを選ぶ

作図に用いられている平行四辺形の特徴を選ぶ

二組の道のりが、それぞれ等しくなることを書く

トマトを７個買うとき、最も安くなる買い方を選び、そのときの代金を書く

２０％増量した商品の内容量が４８０ｍＬであるとき、増量前の内容量を
求める式と答えを書く
示された割り引き後の値段の求め方の中から誤りを見いだし、正しい求め方
と答えを書く
周の長さが２４ｍの正三角形を巻き尺でつくるために、それぞれどこの目盛り
のところを持てばよいかを書く
合同な二つの三角形を巻き尺でつくったときに、㋐の角が３０°になるわけ
を書く
四つの数を四捨五入して、千の位までのおよその数に表し、それらの数の
和を求める式と答えを書く

0.1 

1.0 

14.3 

0.3 

4.5 

12.8 

6.7 

18.9 

2.4 

3.9 

15.3 

21.0 

17.3 

0.1 

0.7 

11.1 

0.2 

2.7 

10.0 

5.4 

15.3 

2.1 

2.7 

12.9 

18.9 

13.5 

95.2 

54.6 

27.7 

64.8 

13.1 

51.0 

32.5 

49.1 

52.6 

62.0 

22.3 

12.5 

47.8 

94.9 

53.9 

28.8 

63.4 

15.0 

50.5 

31.6 

48.3 

50.8 

60.3 

23.9 

11.5 

46.7 

-0.3 

-0.7 

1.1 

-1.4 

1.9 

-0.5 

-0.9 

-0.8 

-1.8 

-1.7 

1.6 

-1.0 

-1.1 

選択式

選択式

記述式

短答式

短答式

記述式

短答式

記述式

短答式

選択式

記述式

記述式

短答式

知

知

考

技

考

考

考

考

技

考

考

考

考

図形

図形

図形

数量関係

数量関係

図形

数と計算

数と計算

数と計算

１（１）

１（２）

１（３）

２（１）

２（２）

２（３）

３（１）

３（２）

４（１）

４（２）

４（３）

５（１）

５（２）

問題形式評価の
観点

領域等

切り上げて計算した結果が１００００であることから分かることを選ぶ

目標に達するには、１２月に３０００個のキャップを集めればよいわけを書く

示された図において、分割された二つの図形の面積が等しくなるわけを書く

示された図形の色がついた部分の面積を求める

は、全国正答率より１０ポイントをこえて高い正答率

は、全国正答率より５ポイントをこえて高い正答率

「太　字」

「太　字」

は、１０ポイントをこえる高知県無解答率「白抜き」

量と測定
数量関係

数と計算
図形

量と測定
図形

量と測定
図形

５
９
５
６

１
４
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■算数Ａ
【設問別集計結果　小学校算数】

質問番号 設問の概要 高知県正答率‒
全国正答率

正答率
高知県 全国

無解答率
高知県 全国

８.９－０.７８の差の概算の結果として、ふさわしい数値を選ぶ

２８＋７２を計算する

６.７９－０.８を計算する

　 －　   を計算する

　 ÷７ を計算する

○を並べた図を基に式を読み、数に対応する○を黒く塗る

円の中心と円周上の二点を頂点とする三角形の、角の大きさを求める

分度器の目盛りを読み、１８０°より大きい角の大きさを求める

５.２１＋０.７は０.０１が何個集まった数かを表すための式として、ふさわしい
数値の組み合わせを書く
小数の加法の結果を、減法を用いて確かめるとき、当てはまる数値の
組み合わせを書く

午後３時１０分までに図書館に着くために、所要時間の５分と２０分を
基に、家を出発する時刻を求める
９０°、１８０°、２７０°、３６０°を基準として角の大きさを見当付けた
ものから、正しいものを選ぶ

円の中心と円周上の二点を頂点とする三角形が二等辺三角形になる理由と
して、最もふさわしい円の特徴を選ぶ

作成途中の直方体の展開図について、残りの一つの面の長方形の縦と横
の辺の長さを書く
作成途中の直方体の展開図について、残りの一つの面を付けてかく辺を
選ぶ
ハンカチを５日間持ってきた人数が、学年全体の人数の半分より少ない
学年は、４年生だけであることを示しているグラフを選ぶ

0.6 

1.1 

2.0 

0.2 

0.7 

1.8 

4.1 

1.0 

0.3 

0.5 

1.6 

2.4 

2.1 

3.4 

2.3 

4.6 

0.1 

0.6 

1.2 

0.1 

0.2 

0.9 

2.5 

0.6 

0.2 

0.3 

0.9 

1.2 

1.3 

1.9 

1.6 

3.2 

71.0 

74.3 

82.0 

98.2 

69.5 

81.4 

84.2 

74.8 

81.3 

58.0 

50.6 

64.5 

75.4 

67.6 

81.8 

88.1 

81.4 

76.3 

84.8 

98.5 

79.4 

85.4 

87.6 

72.6 

81.2 

58.2 

51.5 

63.8 

74.8 

67.8 

79.5 

88.9 

10.4 

2.0 

2.8 

0.3 

9.9 

4.0 

3.4 

-2.2 

-0.1 

0.2 

0.9 

-0.7 

-0.6 

0.2 

-2.3 

0.8 

選択式

短答式

短答式

短答式

短答式

短答式

短答式

短答式

選択式

短答式

選択式

短答式

短答式

選択式

選択式

短答式

知

技

知

技

技

技

技

技

知

技

知

知

知

知

知

知

数と計算

数と計算

数と計算

数と計算

数と計算

数と計算

数と計算

量と測定

量と測定

量と測定

図形

図形

図形

図形

数量関係

数量関係

１（１）

１（２）

１（３）

２（１）

２（２）

２（３）

２（４）

３

４（１）

４（２）

５（１）

５（２）

６（１）

６（２）

７

８

問題形式評価の
観点

領域等

■算数Ｂ

質問番号 設問の概要 高知県正答率‒
全国正答率

正答率
高知県 全国

無解答率
高知県 全国

平行四辺形を構成することができる、四つの辺の組み合わせを選ぶ

作図に用いられている平行四辺形の特徴を選ぶ

二組の道のりが、それぞれ等しくなることを書く

トマトを７個買うとき、最も安くなる買い方を選び、そのときの代金を書く

２０％増量した商品の内容量が４８０ｍＬであるとき、増量前の内容量を
求める式と答えを書く
示された割り引き後の値段の求め方の中から誤りを見いだし、正しい求め方
と答えを書く
周の長さが２４ｍの正三角形を巻き尺でつくるために、それぞれどこの目盛り
のところを持てばよいかを書く
合同な二つの三角形を巻き尺でつくったときに、㋐の角が３０°になるわけ
を書く
四つの数を四捨五入して、千の位までのおよその数に表し、それらの数の
和を求める式と答えを書く

0.1 

1.0 

14.3 

0.3 

4.5 

12.8 

6.7 

18.9 

2.4 

3.9 

15.3 

21.0 

17.3 

0.1 
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11.1 

0.2 
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10.0 

5.4 

15.3 

2.1 

2.7 

12.9 

18.9 

13.5 

95.2 

54.6 

27.7 

64.8 

13.1 

51.0 

32.5 

49.1 

52.6 

62.0 

22.3 

12.5 

47.8 

94.9 

53.9 

28.8 

63.4 

15.0 

50.5 

31.6 

48.3 

50.8 

60.3 

23.9 

11.5 

46.7 

-0.3 

-0.7 

1.1 

-1.4 

1.9 

-0.5 

-0.9 

-0.8 

-1.8 

-1.7 

1.6 

-1.0 

-1.1 

選択式

選択式

記述式

短答式

短答式

記述式

短答式

記述式

短答式

選択式

記述式

記述式

短答式

知

知

考

技

考

考

考

考

技

考

考

考

考

図形

図形

図形

数量関係

数量関係

図形

数と計算

数と計算

数と計算

１（１）

１（２）

１（３）

２（１）

２（２）

２（３）

３（１）

３（２）

４（１）

４（２）

４（３）

５（１）

５（２）

問題形式評価の
観点

領域等

切り上げて計算した結果が１００００であることから分かることを選ぶ

目標に達するには、１２月に３０００個のキャップを集めればよいわけを書く

示された図において、分割された二つの図形の面積が等しくなるわけを書く

示された図形の色がついた部分の面積を求める

は、全国正答率より１０ポイントをこえて高い正答率

は、全国正答率より５ポイントをこえて高い正答率

「太　字」

「太　字」

は、１０ポイントをこえる高知県無解答率「白抜き」

量と測定
数量関係

数と計算
図形

量と測定
図形

量と測定
図形

５
９
５
６

１
４

【経年で見た成果と課題】

【学習指導要領の領域別状況】 ＜◇…相当数の児童ができている点 ◆…課題のある点 〔 〕設問番号＞

数
と
計
算

◇整数、小数、分数の計算をすることは、相当数の児童ができている。 〔Ａ２ ～ 〕

◆位に正しく着目し、四捨五入して千の位までのおよその数にして計算することに課題がある。

〔Ｂ４ 〕

◆目的に応じた見積り方で求めた結果を基に、３０００個集めればよい理由を記述することに課題

がある。 〔Ｂ４ 〕

量
と
測
定

◇１８０°よりも大きい角のおよその大きさを、２直角、３直角を基に捉えることは、相当数の児

童ができている。 〔Ａ４ 〕

◆分度器を用いて、１８０°よりも大きい角の大きさを求めることに課題がある。 〔Ａ４ 〕

◆条件を変更した場面に面積を２等分する考えを適用して、示された部分の面積を求めることに課

題がある。 〔Ｂ５ 〕

図
形

◇平行四辺形を構成することができる辺の組み合わせを正しく判断することは、相当数の児童がで

きている。 〔Ｂ１ 〕

◆示された三角形が二等辺三角形になる根拠を円の性質と関連付けて判断することに課題がある。

〔Ａ５ 〕

◆示された二組の道のりが等しくなる根拠として、図形を見いだし、その図形の性質を言葉と記号

を用いて記述することに課題がある。 〔Ｂ１ 〕

◆正三角形の性質を基に、示された周の長さから辺の長さが等しくなる位置を求めることに課題が

ある。 〔Ｂ３ 〕

数
量
関
係

◇グラフに表されている事柄を読み取ることは、相当数の児童ができている。 〔Ａ７〕

◆示された情報から基準量を求める場面と捉え、比較量と割合から基準量を求めることに課題がある。

〔Ｂ２ 〕

◆示された割り引き後の値段の求め方の中から誤りを指摘し、正しい求め方と答えを言葉や数を用

いて記述することに課題がある。 〔Ｂ２ 〕

【正答率が高い問題】 【正答率が低い問題】

Ａ２ ２８＋７２を計算する

％

Ｂ１ 平行四辺形を構成すること

ができる、四つの辺の組み

合わせを選ぶ　   ％

Ａ８ ○を並べた図を基に式を読み、

数に対応する○を黒く塗る

　　　　　　　　 ％

Ｂ５ 示された図において、分割された二つの図形の面積
　　　　が等しくなるわけを書く　　　　 [11.5％]

Ｂ２(2) ２０％増量した商品の内容量が４８０ｍＬである

　　　　とき、増量前の内容量を求める式と答えを書く

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 [15.0％]

Ｂ４(3) 目標に達するには、１２月に３０００個の

キャップを集めればよいわけを書く

％

◇ 「計算の結果を見積もる」、「計算の仕方を考える」、「計算の結果を振り返って確かめる」の

各活動を関連付けて、計算の能力を身に付けることに改善が見られる。 〔Ａ１（ ）～（ ）〕

→「目的に応じて計算の結果の見積りをすることに課題がある。」

（『平成 年度高知県学力定着状況調査結果の概要』Ｐ．１７による）

◆ 基準量、比較量、割合の関係を正しく捉えることに依然として課題がある。〔Ｂ２（ ）、（ ）〕

→「割合が一定の場面で、比較量が最も大きくなるときの基準量を判断し、その理由を記述することに課

題がある。」

（『平成２２年度全国学力・学習状況調査結果の概要』Ｐ．１５による）
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・以下の集計値／グラフは、４月２１日に実施した調査の結果を集計した値である。

生徒数 平均正答数
平均正答率

（％）
中央値 標準偏差

０問

１問

正答数分布グラフ（横軸：正答数、縦軸：割合） ２問
３問
４問

５問
６問
７問
８問
９問
10問
11問
12問
13問
14問
15問
16問
17問
18問
19問
20問
21問
22問

23問
24問
25問
26問
27問
28問
29問
30問
31問
32問
33問
34問
35問
36問

・以下の集計値／グラフは、４月２１日に実施した調査の結果を集計した値である。

生徒数 平均正答数
平均正答率

（％）
中央値 標準偏差

０問

正答数分布グラフ（横軸：正答数、縦軸：割合） １問

２問

３問

４問

５問

６問

７問

８問

９問

10問

11問

12問

13問

14問

15問

【中学校数学】

正答数
（割合（％））

高知県（公立）
全国（公立）

高知県（公立） 正答数
（割合（％））全国（公立）

○　数学Ａ（知識）の平均正答率は５９．９％で、例えば、次のような課題が見られた。
　・数量の関係を文字式に表すこと[２（２）　１７．１％]
　・証明の必要性と意味を理解すること[８　２９．９％]

○　数学Ｂ（活用）の平均正答率は３６．２％で、例えば、次のような課題が見られた。
　・数学的な表現を用いて解釈した理由を説明すること[１（３）　１０．７％]
　・図形の性質を用いて問題解決の方法を数学的に説明すること[３（２）　１５．６％]

平成２７年度全国学力・学習状況調査 中学校調査

調査結果概況 ［数学Ａ 主として知識］
高知県－生徒（公立）

平成２７年度全国学力・学習状況調査 中学校調査

調査結果概況 ［数学Ｂ 主として活用］
高知県－生徒（公立）
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・以下の集計値／グラフは、４月２１日に実施した調査の結果を集計した値である。

生徒数 平均正答数
平均正答率

（％）
中央値 標準偏差

０問

１問

正答数分布グラフ（横軸：正答数、縦軸：割合） ２問
３問
４問

５問
６問
７問
８問
９問
10問
11問
12問
13問
14問
15問
16問
17問
18問
19問
20問
21問
22問

23問
24問
25問
26問
27問
28問
29問
30問
31問
32問
33問
34問
35問
36問

・以下の集計値／グラフは、４月２１日に実施した調査の結果を集計した値である。

生徒数 平均正答数
平均正答率

（％）
中央値 標準偏差

０問

正答数分布グラフ（横軸：正答数、縦軸：割合） １問

２問

３問

４問

５問

６問

７問

８問

９問

10問

11問

12問

13問

14問

15問

【中学校数学】

正答数
（割合（％））

高知県（公立）
全国（公立）

高知県（公立） 正答数
（割合（％））全国（公立）

○　数学Ａ（知識）の平均正答率は５９．９％で、例えば、次のような課題が見られた。
　・数量の関係を文字式に表すこと[２（２）　１７．１％]
　・証明の必要性と意味を理解すること[８　２９．９％]

○　数学Ｂ（活用）の平均正答率は３６．２％で、例えば、次のような課題が見られた。
　・数学的な表現を用いて解釈した理由を説明すること[１（３）　１０．７％]
　・図形の性質を用いて問題解決の方法を数学的に説明すること[３（２）　１５．６％]

平成２７年度全国学力・学習状況調査 中学校調査

調査結果概況 ［数学Ａ 主として知識］
高知県－生徒（公立）

平成２７年度全国学力・学習状況調査 中学校調査

調査結果概況 ［数学Ｂ 主として活用］
高知県－生徒（公立）

0% 

5% 

10% 

15% 

20% 

25% 

30% 

０問 １問 ２問 ３問 ４問 ５問 ６問 ７問 ８問 ９問 10問 11問 12問 13問 14問 15問 16問 17問 18問 19問 20問 21問 22問 23問 24問 25問 26問 27問 28問 29問 30問 31問 32問 33問 34問 35問 36問 

高知県（公立） 

全国（公立） 

0% 

5% 

10% 

15% 

20% 

25% 

30% 

０問 １問 ２問 ３問 ４問 ５問 ６問 ７問 ８問 ９問 10問 11問 12問 13問 14問 15問 

高知県（公立） 

全国（公立） 
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【分類・区分別の状況】

学習指導要領の領域

評価の観点

問題形式

数学Ａ 数学Ｂ

数学Ａ 数学Ｂ

数学Ａ 数学Ｂ

59.3 60.5 

65.0 63.9 
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関心・意欲・態度 見方や考え方 技能 知識・理解 

(%) ２７高知 ２７全国 

60.9 58.7 

64.6 64.2 
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選択式 短答式 記述式 

(%) ２７高知 ２７全国 
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42.8 
34.2 
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(%) ２７高知 ２７全国 
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34.8 
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(%) ２７高知 ２７全国 

61.5 59.2 57.6 61.8 

67.7 63.4 61.7 63.0 
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数と式 図形 関数 資料の活用 

(%) ２７高知 ２７全国 

57.1 
31.7 26.3 28.5 

63.2 

39.0 30.7 31.2 
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数と式 図形 関数 資料の活用 

(%) ２７高知 ２７全国 

○ 領域別では、数学Ａ（知識）の「数と式」、数学Ｂ（活用）の「数と式」「図形」で

平均正答率が全国平均より5ポイント以上低い。 

○ 観点別では、数学Ａ（知識）の「数学的な技能」、数学Ｂ（活用）の「数学的な見方

や考え方」で平均正答率が全国平均より5ポイント以上低い。 

○ 問題形式別では、数学Ａ（知識）の「短答式」、数学Ｂ（活用）の「記述式」で平均

正答率が全国平均より５ポイント以上低い。 
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■数学Ａ
【設問別集計結果　中学校数学】

質問番号 設問の概要 高知県正答率‒
全国正答率

正答率
高知県 全国

無解答率
高知県 全国

１２：９ と等しい比を選ぶ

１２－２×（－６）を計算する

    が正の数のとき、    ×（－２）の計算の結果について、正しい記述を選ぶ

一元一次方程式 ７  ＝５  ＋４ を解く際に用いられている等式の性質を選ぶ

一元一次方程式 １.２  －６＝ ０.５  ＋１ を解く

連立二元一次方程式をつくるために着目する数量を表した式を選ぶ

垂線の作図で利用されている図形の性質を選ぶ

△ＡＢＣを、矢印の方向に４ｃｍ平行移動した図形をかく

直方体において、与えられた辺に垂直な面を書く

直角三角形の斜辺を軸として回転させてできる立体を選ぶ

与えられた投影図から立体を読み取り、その立体を選ぶ

与えられた式で体積が求められる立体を全て選ぶ

同位角の位置にある角について正しい記述を選ぶ

四角形を五角形に変えたときの、内角の和の変化について正しい記述を選ぶ

ひし形ＡＢＣＤにおいて、ＡＣ⊥ＢＤが表す性質を選ぶ

証明で用いられている三角形の合同条件を書く

対頂角は等しいことの証明について正しい記述を選ぶ

    が   の関数でない事象を選ぶ

反比例のグラフを選ぶ

比例   ＝２   のグラフ上の点Ａの    座標が３のときの    座標を求める

比例のグラフから、     の変域に対応する    の変域を求める

一次関数の表から、    と    の関係を表した式を選ぶ

時間と道のりの関係を表すグラフから、速さが最も速い区間を選ぶ

二元一次方程式    ＋   ＝３ の解を座標とする点の集合として正しいものを選ぶ

反復横とびの記録の中央値を求める

度数分布表について、ある階級の度数を求める

セットメニューの選び方の総数を求める

さいころを投げるときの確率について正しい記述を選ぶ

等式 ２  －  ＝５ を   について解く

５  －  を計算する

ある日の最低気温を基準にして、その前日の最低気温との差から、前日の最低気温
を求める

赤いテープの長さが    ｃｍで、白いテープの長さの　  倍のとき、白いテープの長さを   
　を用いた式で表す

連立二元一次方程式　　　           　　　を解く

連続する３つの整数のうち最も小さい整数を    とするとき、それらの和が中央の整
数の３倍になることを、    を用いた式で表す

与えられた方法で作図された四角形が、いつでも平行四辺形になることの根拠となる
事柄を選ぶ

時間と道のりの関係を表すグラフを基に、出発してから１５分後にいる地点までの家
からの道のりを求める
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資料の活用

１（１）
１（２）
１（３）

１（４）

２（１）

２（２）

２（３）

２（４）

３（１）
３（２）
３（３）

３（４）

４（１）
４（２）
５（１）
５（２）
５（３）
５（４）
６（１）
６（２）
７（１）
７（２）

７（３）

８
９

１０（１）
１０（２）
１０（３）

１１
１２（１）

１２（２）

１３
１４（１）
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問題形式評価の
観点

領域等

は、全国正答率より 10 ポイントをこえて低い正答率

は、全国正答率より５ポイントをこえて低い正答率

「白抜き」

「白抜き」

は、１０ポイントをこえる高知県無解答率「白抜き」

■数学Ｂ

質問番号 設問の概要 高知県正答率‒
全国正答率

正答率
高知県 全国

無解答率
高知県 全国

投映距離と投映画面の高さの関係を式で表す

映像の明るさを２倍にするための投映画面の面積の変え方を選び、その理由を説明
する
連続する３つの整数が１９、２０、２１のとき、それらの和が中央の整数の３倍に
なるかどうかを確かめる式を書く

ポップアップカードを９０°に開いたとき、四角形ＥＦＧＨが正方形になる場合のＥＦ
の長さを求める
四角形ＥＦＧＨがいつでも平行四辺形になるように点Ｆの位置を決める方法を、平行
四辺形になるための条件を用いて説明する
証明で用いた三角形の合同を根拠として、証明したこと以外に新たにわかることを
選ぶ
正方形ＡＢＣＤを平行四辺形ＡＢＣＤに変えても、ＡＥ＝ＣＦとなることの証明を完成
する
１回目の調査で、落とし物の合計のうち、文房具の占める割合を求める式を答える
２回目の調査の方が落とし物の状況がよくなったとは言い切れないと主張することも
できる理由を、グラフを基に説明する
記名のある落とし物を１個１点、ない落とし物を１個２点として集計するとき、表彰
する学級の決め方として正しい記述を選ぶ
中心角の大きさ    と半径の長さ    の間にある関係について、正しい記述を選ぶ
底面になる円の半径の長さが８ｃｍのとき、表や式から，側面になるおうぎ形の
中心角の大きさを求める方法を説明する

投映画面がスクリーンに収まり、できるだけ大きく映し出すことができる投映距離を
選ぶ
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資料の活用

数と式

関数

関数

１（１）

１（２）

１（３）

２（１）

２（２）
２（３）

３（１）

３（２）

４（１）

４（２）

５（１）

５（２）

５（３）

６（１）

６（２）

問題形式評価の
観点

領域等

連続する３つの整数の和が中央の整数の３倍になることの説明を完成する

連続する５つの整数の和について成り立つ事柄を表現する

４   ＋ ２   ＝ ５
    ＋    ＝ ２｛

３
５
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【経年で見た成果と課題】

【学習指導要領の領域別状況】 ＜◇…相当数の生徒ができている点 ◆…課題がある点 〔 〕設問番号＞

数
と
式

◇一次式の減法の計算は、相当数の生徒ができている。 〔Ａ２ 〕

◆数量の関係を文字式に表すことに課題がある。 〔Ａ２ 〕

◆等式を目的に応じて変形することに課題がある。 〔Ａ２ 〕

◆具体的な事象における数量の関係を捉え、連立二元一次方程式をつくることに課題がある。

〔Ａ３ 〕

図
形

◇面の回転によって回転体が構成されることは、相当数の生徒が理解している。 〔Ａ５ 〕

◇投影図から空間図形を読み取ることは、相当数の生徒ができている。 〔Ａ５ 〕

〔Ａ８〕◆証明の必要性と意味を理解することに課題がある。  

◆図形の性質を用いて問題解決の方法を数学的に説明することに課題がある。 〔Ｂ３ 〕

関
数

◇グラフを具体的な事象と関連付けて解釈することは、相当数の生徒ができている。

〔Ａ 〕

◆比例の式について、そのグラフ上の点の x 座標を基に y 座標を求めることに課題がある
　　　　　　　　　　　　　　　　　　   〔Ａ 〕 
◆比例のグラフから、x の変域に対応する y の変域を求めることに課題がある。〔Ａ10(3)〕

◆数学的な表現を用いて解釈した理由を説明することに課題がある。 　　 〔Ｂ１ 〕

【正答率が高い問題】 【正答率が低い問題】

Ａ１ １２：９と等しい比を選ぶ

［ ％］

Ａ５ 与えられた投影図から立体を読

み取り、その立体を選ぶ

［ ％］

Ａ 時間と道のりの関係を表すグラ

フを基に、出発してから１５分

後にいる地点までの家からの道

のりを求める ［ ％］

Ｂ１ 映像の明るさを２倍にするための投映画面の面積

　　　 の変え方を選び、その理由を説明する ［ ％］

Ｂ３ 四角形ＥＦＧＨがいつでも平行四辺形になるよう

　　　 に点Ｆの位置を決める方法を、平行四辺形になる

ための条件を用いて説明する ［ ％］

Ｂ５ ２回目の調査の方が落とし物の状況がよくなった

とは言い切れないと主張することもできる理由

を、グラフを基に説明する ［ ％］

◇ 正答率は、全国との差が依然としてあるものの、昨年度と比較してＢ問題で０．８ポイント

改善している。

◆ Ｂ問題を問題形式別に見ると、記述式の正答率が２８．７％と最も低く、全国との差は大き

い。理由や方法を説明する際に、問題の条件に合わせて根拠や用いるものを明らかにすること

に課題があり、指導の充実が求められる。〔Ｂ１ 、Ｂ３ 〕

→中学校数学指導改善のポイント「事柄が成り立つ理由を、数学的な表現を用いて的確に説明する活動

の重視」、「図形の性質などを用いて、問題解決の方法を数学的に説明する活動の重視」

（『平成２４年度全国学力・学習状況調査結果の概要』Ｐ．３８による） 

資
料
の
活
用

◆多数回の試行の結果から得られる確率の意味を理解することに課題がある。 〔Ａ 〕

◆資料の傾向を的確に捉え、数学的な表現を用いて判断の理由を説明することに課題がある。

〔Ｂ５ 〕
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全国学力・学習状況調査の

調査結果を踏まえて、授業の

改善・充実を図る際の参考と

して、「解説資料」「報告書」

「授業アイデア例」を活用く

ださい。 
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・以下の集計値／グラフは、４月２１日に実施した調査の結果を集計した値である。

児童数 平均正答数
平均正答率

（％）
中央値 標準偏差

０問

１問

正答数分布グラフ（横軸：正答数、縦軸：割合） ２問

３問

４問

５問

６問

７問

８問

９問

10問

11問

12問

13問

14問

15問

16問

17問

18問

19問

20問

21問

22問

23問

24問

高知県（公立）
全国（公立）

【小学校理科】

正答数
（割合（％））

○　理科の平均正答率は６０．３％で、例えば、次のような課題が見られた。
　・析出する砂糖の量について分析するために、グラフを基に考察し、その内容を記述すること[３（６）３１．４％]

　・方位を判断するために、観察した事実と関係付けながら情報を考察して分析すること[４（１）４１．６％]
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平成２７年度全国学力・学習状況調査 小学校調査

調査結果概況 ［理科］
高知県－児童（公立）

・以下の集計値／グラフは、４月２１日に実施した調査の結果を集計した値である。

児童数 平均正答数
平均正答率

（％）
中央値 標準偏差

０問

１問

正答数分布グラフ（横軸：正答数、縦軸：割合） ２問
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【小学校理科】

正答数
（割合（％））

○　理科の平均正答率は６０．３％で、例えば、次のような課題が見られた。
　・析出する砂糖の量について分析するために、グラフを基に考察し、その内容を記述すること[３（６）３１．４％]

　・方位を判断するために、観察した事実と関係付けながら情報を考察して分析すること[４（１）４１．６％]
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平成２７年度全国学力・学習状況調査 小学校調査

調査結果概況 ［理科］
高知県－児童（公立）

・以下の集計値／グラフは、４月２１日に実施した調査の結果を集計した値である。

児童数 平均正答数
平均正答率

（％）
中央値 標準偏差
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【小学校理科】

正答数
（割合（％））

○　理科の平均正答率は６０．３％で、例えば、次のような課題が見られた。
　・析出する砂糖の量について分析するために、グラフを基に考察し、その内容を記述すること[３（６）３１．４％]

　・方位を判断するために、観察した事実と関係付けながら情報を考察して分析すること[４（１）４１．６％]
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・以下の集計値／グラフは、４月２１日に実施した調査の結果を集計した値である。

生徒数 平均正答数
平均正答率

（％）
中央値 標準偏差

０問

１問

正答数分布グラフ（横軸：正答数、縦軸：割合） ２問

３問

４問

５問

６問

７問

８問
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13問
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全国（公立）

【中学校理科】

正答数
（割合（％））

高知県（公立）

○　理科の平均正答率は４７．３％で、例えば、次のような課題が見られた。
　・他者の考察を検討して改善し、水の状態変化と関連付けて雲の成因を正しく説明すること[２（３）８．０％]
　・音の高さは、「空気の部分の長さ」に関係していることを確かめる実験を計画すること[６（２）２４．８％]

平成２７年度全国学力・学習状況調査 中学校調査

調査結果概況 ［理科］
高知県－生徒（公立）
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・以下の集計値／グラフは、４月２１日に実施した調査の結果を集計した値である。

生徒数 平均正答数
平均正答率
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【中学校理科】

正答数
（割合（％））

高知県（公立）

○　理科の平均正答率は４７．３％で、例えば、次のような課題が見られた。
　・他者の考察を検討して改善し、水の状態変化と関連付けて雲の成因を正しく説明すること[２（３）８．０％]
　・音の高さは、「空気の部分の長さ」に関係していることを確かめる実験を計画すること[６（２）２４．８％]
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・以下の集計値／グラフは、４月２１日に実施した調査の結果を集計した値である。
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【中学校理科】

正答数
（割合（％））

高知県（公立）

○　理科の平均正答率は４７．３％で、例えば、次のような課題が見られた。
　・他者の考察を検討して改善し、水の状態変化と関連付けて雲の成因を正しく説明すること[２（３）８．０％]
　・音の高さは、「空気の部分の長さ」に関係していることを確かめる実験を計画すること[６（２）２４．８％]
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【分類・区分別の状況】

学習指導要領の領域

評価の観点

問題形式

小学校理科 中学校理科

小学校理科 中学校理科

小学校理科 中学校理科

57.1 64.6 61.7 56.1 

57.4 
65.6 61.2 57.8 

0 

20 

40 

60 

80 

100 

物質 エネルギー 生命 地球 

(%) ２７高知 ２７全国 

59.4 56.1 
69.1 

60.5 55.5 
68.6 

0 

20 

40 

60 

80 

100 

関心・意欲・態度 思考・表現 技能 知識・理解 

(%) ２７高知 ２７全国 

62.0 65.8 
44.8 

62.9 63.6 

45.3 

0 
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40 
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80 

100 

選択式 短答式 記述式 

(%) ２７高知 

43.7 49.7 56.1 
42.1 

48.9 
56.2 62.2 

46.4 

0 
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80 

100 

物理的領域    化学的領域    生物的領域    地学的領域 

(%) ２７高知 ２７全国 

43.0 43.6 
64.5 

48.8 46.8 

70.6 
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20 

40 

60 

80 

100 

関心・意欲・態度 思考・表現 技能 知識・理解 

(%) ２７高知 ２７全国 

48.3 55.4 
37.9 

53.1 
61.6 

45.8 
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20 

40 

60 

80 

100 

選択式 短答式 記述式 

(%) ２７高知 ２７全国 

○領域別では、中学校の「地学的領域」を除く領域で平均正答率が全国平均より５ポイント

以上低い。

○観点別では、中学校の「科学的な思考・表現」「自然事象についての知識・理解」で平均

正答率が全国平均より５ポイント以上低い。

○問題形式別では、小学校の「短答式」で平均正答率が全国平均より２．２ポイント高い。

中学校の「短答式」「記述式」で平均正答率が全国平均より５ポイント以上低い。

２７全国
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■理科
【設問別集計結果　小学校理科】

質問番号 設問の概要 高知県正答率‒
全国正答率

正答率
高知県 全国

無解答率
高知県 全国

振り子時計の進み方を調整する内容を選ぶ

振り子時計の軸に用いる適切な金属を選び、選んだわけを書く

電磁石と磁石が退け合うようにするための極の組み合わせを選ぶ

方位についての情報から、観察している方位を選ぶ

夕方にみられる月の形と場所を選ぶ

星座の動きを捉えるために必要な記載事項を選ぶ

観察した星座や雲の動きを選ぶ

水が水蒸気になる現象について、その名称を書く

水蒸気の状態の説明として当てはまるものを選ぶ

水の温まり方の予想を基に、温度計が示す温度が高くなる順番を選ぶ

水の温まり方について、実験結果から考え直した内容を選ぶ

示された器具（メスシリンダー）の名称を書く

メスシリンダーで一定量の水をはかり取る適切な扱い方を選ぶ

振り子が１往復する時間を変える要因を調べるため適切に条件を変えた
振り子を選ぶ

電磁石の働きを利用した振り子が左右に等しく振れる導線の巻き方や
乾電池のつなぎ方について、当てはまるものを選ぶ

メダカのめすとおすを見分けるための観察する部分を選ぶ

示された器具（顕微鏡）の名称を書く

顕微鏡の適切な操作方法を選ぶ

生物の成長に必要な養分のとり方について、仲間分けした観点を選ぶ

インゲンマメとヒマワリの成長の様子や日光の当たり方から、適した栽培
場所を選び、選んだわけを書く

水の温度と砂糖が水に溶ける量との関係のグラフから、水の温度が下がった
ときに出てくる砂糖の量を選び、選んだわけを書く

地面に水をまいたときの地面の様子と温度変化について、実験結果から
言えることを選ぶ
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領域等

は、１０ポイントをこえる高知県無解答率「白抜き」
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よし子
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ひろし
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■理科
【設問別集計結果　小学校理科】

質問番号 設問の概要 高知県正答率‒
全国正答率

正答率
高知県 全国

無解答率
高知県 全国

振り子時計の進み方を調整する内容を選ぶ

振り子時計の軸に用いる適切な金属を選び、選んだわけを書く

電磁石と磁石が退け合うようにするための極の組み合わせを選ぶ

方位についての情報から、観察している方位を選ぶ

夕方にみられる月の形と場所を選ぶ

星座の動きを捉えるために必要な記載事項を選ぶ

観察した星座や雲の動きを選ぶ

水が水蒸気になる現象について、その名称を書く

水蒸気の状態の説明として当てはまるものを選ぶ

水の温まり方の予想を基に、温度計が示す温度が高くなる順番を選ぶ

水の温まり方について、実験結果から考え直した内容を選ぶ

示された器具（メスシリンダー）の名称を書く

メスシリンダーで一定量の水をはかり取る適切な扱い方を選ぶ

振り子が１往復する時間を変える要因を調べるため適切に条件を変えた
振り子を選ぶ

電磁石の働きを利用した振り子が左右に等しく振れる導線の巻き方や
乾電池のつなぎ方について、当てはまるものを選ぶ

メダカのめすとおすを見分けるための観察する部分を選ぶ

示された器具（顕微鏡）の名称を書く

顕微鏡の適切な操作方法を選ぶ

生物の成長に必要な養分のとり方について、仲間分けした観点を選ぶ

インゲンマメとヒマワリの成長の様子や日光の当たり方から、適した栽培
場所を選び、選んだわけを書く

水の温度と砂糖が水に溶ける量との関係のグラフから、水の温度が下がった
ときに出てくる砂糖の量を選び、選んだわけを書く

地面に水をまいたときの地面の様子と温度変化について、実験結果から
言えることを選ぶ
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【経年で見た成果と課題】

【学習指導要領の領域別状況】 ＜◇…相当数の児童ができている点 ◆…課題のある点 〔 〕設問番号＞ 

物
質

◇水蒸気は水が気体になったものであることの理解については、相当数の児童ができている。

〔３ 〕

◆予想が一致した場合に得られる結果を見通して実験を構想したり、実験結果を基に自分の考えを

改善したりすることに課題がある。 〔３ 、 〕

◆メスシリンダーで一定量の水をはかり取る操作技能に関する知識の定着に課題がある。〔３ 〕

◆温度の変化に伴って変わる析出する量について、グラフを基に考察して分析することに課題がある。

〔３ 〕

エ
ネ
ル
ギ
ー

◆振り子の運動の規則性を的確に捉え、振り子時計の調整の仕方に適用することに課題がある。

〔１ 〕

◆熱膨張が小さい金属について、グラフを基に考察して分析し、他と比較して解釈した内容を記述

することに課題がある。 〔１ 〕

◆電磁石と磁石の同極が退け合う性質を振り子が左右に等しく振れる仕組みに適用することに課題

がある。 〔１ 〕

生
命

◆顕微鏡の適切な操作技能に関する知識の定着に課題がある。 〔２ 〕

◆植物の適した栽培場所を判断する場合において、植物の成長の様子と日光の当たり方を適用して

考察することに課題がある。 〔２ 〕

地
球

◇打ち水の効果について、グラフを基に地面の様子と気温の変化を関係付けながら考察して分析す

ることについては、相当数の児童ができている。 〔４ 〕

◆方位を判断するために、観察した事実と関係付けながら情報を考察して分析することに課題がある。

〔４ 〕

◆星座の動きを捉えるための適切な記録の技能に関する知識の定着に課題がある。 〔４ 〕

【正答率が高い問題】 【正答率が低い問題】

４ 地面に水をまいたときの地面の様子と

温度変化について、実験結果から言え

ることを選ぶ ％

３ 水蒸気の状態の説明として当てはまる

ものを選ぶ ％

２ メダカのめすとおすを見分けるための

観察する部分を選ぶ ％

３ 水の温度と砂糖が水に溶ける量との関係のグラ

フから、水の温度が下がったときに出てくる砂糖

の量を選び、選んだわけを書く ％

４ 方位についての情報から、観察している方位を選ぶ

％

２ インゲンマメとヒマワリの成長の様子や日光の

当たり方から、適した栽培場所を選び、選んだ

わけを書く ％

◇ 水蒸気は水が気体になったものであることの理解については、改善が見られる。 〔３ 〕

→「水は、温度によって状態が変化する性質を、物を動かす『エネルギーの見方』として適用することに課

題がある。」         （『平成２４年度全国学力・学習状況調査結果の概要』Ｐ．27による） 

◆ 観察、実験の器具について、適切な操作技能に関する知識を身に付けることに、依然として課

題がある。 〔２ 、 ３ 〕

→「方位磁針の適切な操作の技能に関する知識の定着に課題がある。」 

（『平成２４年度全国学力・学習状況調査結果の概要』Ｐ．27による） 
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■理科
【設問別集計結果　中学校理科】

質問番号 設問の概要 高知県正答率‒
全国正答率

正答率
高知県 全国

無解答率
高知県 全国

塩化ナトリウムの化学式を選ぶ

１３時から１６時の四つの気象観測の記録から、最も高い湿度を選ぶ

抵抗に加わる電圧と流れる電流から、抵抗の大きさを計算して求める

背骨のある動物の名称を答える

えらぶたの開閉回数の平均値を求める理由として適切なものを選ぶ

課題に対して適切な（課題に正対した）考察になるよう修正する

濃度５％の塩化ナトリウム水溶液１００ｇをつくるために必要な塩化ナトリウム
と水の質量を求める

同じ量の水に同じ量の炭酸水素ナトリウムと硫酸ナトリウムをそれぞれ加え
たとき、どちらが炭酸水素ナトリウムであるかを選ぶ

炭酸水素ナトリウムを加熱したときの質量の変化のグラフから、温度と
化学変化の記述として適切なものを選ぶ

ベーキングパウダーの原材料で、気体の発生に関係しているのが、炭酸
水素ナトリウムであることを特定するための対照実験を選ぶ

他者の考えを検討して改善し、炭酸水素ナトリウムとクエン酸の混合物を
加熱したときの化学変化の説明として最も適切なものを選ぶ

水上置換法では二酸化炭素の体積を正確に量れない理由を説明する

天気図から風力を読み取る

天気図から風向を読み取り、その風向を示している風向計を選ぶ

湿った空気が斜面に沿って上昇してできる雲について、その成因を説明
した他者の考えを検討して、誤っているところを改善する

上空を飛行中の飛行機内での菓子袋の膨らみを検証する実験について、
空気を抜く操作に対応する飛行機の状況を推論する

上空と地上の気温差による降水量の違いを調べる装置として適切なもの
を選ぶ

実験の結果から、凸レンズによる実像ができるときの、像の位置や大きさ
について適切な説明を選ぶ

電磁石を動かさず、スイッチを入れたり切ったりすると、検流計の針が
振れる理由を、「磁界」という言葉を使って説明する

音の波形を比較し、音の高さが高くなった根拠として、正しいものを選ぶ

音の高さは、空気の部分の長さに関係しているという仮説が正しい場合に
得られる結果を予想して選ぶ

音消化酵素によって、デンプンが最終的に分解された物質の名称を選ぶ

キウイフルーツがゼラチンや寒天を分解する働きを説明した記述として
適切なものを選ぶ

キウイフルーツの上に置いたゼリーの崩れ方に違いが見られたという新たな
疑問から、適切な課題を記述する

ヒトの「目のレンズと網膜の距離はほぼ変わらない」という条件に合う方法
を選ぶ
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思

思

知

思

思

知

思

思

化学

化学

化学

化学

化学

化学

化学

地学

地学

地学

地学

地学

物理

物理

物理

物理

物理

物理

生物

生物

生物

生物

生物

生物

１（２）

１（３）

１（４）

１（５）

１（６）

２（１）

２（２）

２（３）

２（４）

３（１）

３（２）

４（１）

４（２）

５（１）

５（２）

６（１）

６（２）

７（１）

７（２）

７（３）

８（１）

８（２）

８（３）

問題形式評価の
観点

領域等

１（１）
化学式

１（１）
濃度

地学
物理

は、全国正答率より 10 ポイントをこえて低い正答率

は、全国正答率より５ポイントをこえて低い正答率

「白抜き」

「白抜き」

は、１０ポイントをこえる高知県無解答率「白抜き」
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■理科
【設問別集計結果　中学校理科】

質問番号 設問の概要 高知県正答率‒
全国正答率

正答率
高知県 全国

無解答率
高知県 全国

塩化ナトリウムの化学式を選ぶ

１３時から１６時の四つの気象観測の記録から、最も高い湿度を選ぶ

抵抗に加わる電圧と流れる電流から、抵抗の大きさを計算して求める

背骨のある動物の名称を答える

えらぶたの開閉回数の平均値を求める理由として適切なものを選ぶ

課題に対して適切な（課題に正対した）考察になるよう修正する

濃度５％の塩化ナトリウム水溶液１００ｇをつくるために必要な塩化ナトリウム
と水の質量を求める

同じ量の水に同じ量の炭酸水素ナトリウムと硫酸ナトリウムをそれぞれ加え
たとき、どちらが炭酸水素ナトリウムであるかを選ぶ

炭酸水素ナトリウムを加熱したときの質量の変化のグラフから、温度と
化学変化の記述として適切なものを選ぶ

ベーキングパウダーの原材料で、気体の発生に関係しているのが、炭酸
水素ナトリウムであることを特定するための対照実験を選ぶ

他者の考えを検討して改善し、炭酸水素ナトリウムとクエン酸の混合物を
加熱したときの化学変化の説明として最も適切なものを選ぶ

水上置換法では二酸化炭素の体積を正確に量れない理由を説明する

天気図から風力を読み取る

天気図から風向を読み取り、その風向を示している風向計を選ぶ

湿った空気が斜面に沿って上昇してできる雲について、その成因を説明
した他者の考えを検討して、誤っているところを改善する

上空を飛行中の飛行機内での菓子袋の膨らみを検証する実験について、
空気を抜く操作に対応する飛行機の状況を推論する

上空と地上の気温差による降水量の違いを調べる装置として適切なもの
を選ぶ

実験の結果から、凸レンズによる実像ができるときの、像の位置や大きさ
について適切な説明を選ぶ

電磁石を動かさず、スイッチを入れたり切ったりすると、検流計の針が
振れる理由を、「磁界」という言葉を使って説明する

音の波形を比較し、音の高さが高くなった根拠として、正しいものを選ぶ

音の高さは、空気の部分の長さに関係しているという仮説が正しい場合に
得られる結果を予想して選ぶ

音消化酵素によって、デンプンが最終的に分解された物質の名称を選ぶ

キウイフルーツがゼラチンや寒天を分解する働きを説明した記述として
適切なものを選ぶ

キウイフルーツの上に置いたゼリーの崩れ方に違いが見られたという新たな
疑問から、適切な課題を記述する

ヒトの「目のレンズと網膜の距離はほぼ変わらない」という条件に合う方法
を選ぶ
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17.6 

0.3 
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1.2 

9.0 

0.5 

6.7 
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15.6 

30.7 
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1.0 
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1.1 

27.8 

10.4 

1.4 
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18.7 
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26.3 
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1.2 

12.6 
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6.6 
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1.1 

20.7 

35.1 

0.9 

1.1 

1.0 

1.2 

32.2 

14.3 

1.5 

29.8 

79.6 

45.0 

32.6 

53.0 

73.6 

51.7 

57.7 

77.9 

48.6 

14.5 

62.2 

36.5 

39.0 

43.7 

50.3 

59.6 

56.8 

40.1 

29.9 

72.2 

76.4 

57.3 

63.9 

55.7 

47.4 

75.4 

39.3 

27.1 

39.6 

67.4 

46.5 

52.7 

71.2 

48.0 

8.0 

59.3 

30.2 

35.9 

36.9 

46.3 

49.4 

51.8 

37.1 

24.8 

64.7 

69.7 

50.0 

61.9 

50.4 

40.0 

-4.2 

-5.7 

-5.5 

-13.4 

-6.2 

-5.2 

-5.0 

-6.7 

-0.6 

-6.5 

-2.9 

-6.3 

-3.1 

-6.8 

-4.0 

-10.2 

-5.0 

-3.0 

-5.1 

-7.5 

-6.7 

-7.3 

-2.0 

-5.3 

-7.4 

選択式

短答式

選択式

記述式

選択式

選択式

選択式

短答式

選択式

記述式

選択式

選択式

選択式

選択式

選択式

短答式

記述式

選択式

選択式

選択式

選択式

記述式

短答式

選択式

記述式

知

技

思

思

思

思

思

知

技

思

思

思

思

思

思

知

思

思

思

知

思

思

知

思

思

化学

化学

化学

化学

化学

化学

化学

地学

地学

地学

地学

地学

物理

物理

物理

物理

物理

物理

生物

生物

生物

生物

生物

生物

１（２）

１（３）

１（４）

１（５）

１（６）

２（１）

２（２）

２（３）

２（４）

３（１）

３（２）

４（１）

４（２）

５（１）

５（２）

６（１）

６（２）

７（１）

７（２）

７（３）

８（１）

８（２）

８（３）

問題形式評価の
観点

領域等

１（１）
化学式

１（１）
濃度

地学
物理

は、全国正答率より 10 ポイントをこえて低い正答率

は、全国正答率より５ポイントをこえて低い正答率

「白抜き」

「白抜き」

は、１０ポイントをこえる高知県無解答率「白抜き」

【経年で見た成果と課題】

【学習指導要領の領域別状況】 ＜◆…課題のある点 〔 〕設問番号＞ 

第

１

分

野

物
理
的
領
域

◆凸レンズによってできる像を調べる実験の結果を分析して解釈し、規則性を指摘することに

　課題がある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔４(1)〕

◆日常生活の場面において、音の高さが高くなったといえる音の波形の特徴を指摘することに

　課題がある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  〔６(1)〕

◆音の高さは、「空気の部分の長さ」に関係していることを確かめる実験を計画することに

　課題がある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔６(2)〕

科
学
的
領
域

◆特定の質量パーセント濃度の水溶液の溶質と水のそれぞれの質量を求めることに課題がある。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 〔１(1)濃度〕

◆溶解度の知識と溶け残りの様子を関係付けて分析して解釈することに課題がある。〔１(2)〕

◆水上置換法では二酸化炭素の体積を正確に量れない理由を説明することに課題がある。〔１(3)〕

第

２

分

野

生
物
的
領
域

◆自然の事物・現象から問題を見いだし、それを基に適切な課題を設定することに課題がある。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 〔７(3)〕 

◆同じ種類の生物であっても個体差を考え、複数の個体のデータから平均値を求める理由を

　説明することに課題がある。   　　　　　　　                        〔８(2)〕

◆他者の考察を検討して改善し、課題に対して適切な考察（課題に正対した考察）を記述する

　ことに課題がある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 〔８(3)〕

地
学
的
領
域

◆他者の考察を検討して改善し、水の状態変化と関連付けて雲の成因を正しく説明することに

　課題がある。                         　　　　　　　　　　　　    　 〔２(3)〕

◆露点を測定する場面において、最も高い湿度の時刻を指摘することに課題がある。 〔３(1)〕

◆一定の時間に多くの雨が降る原因を探る実験を計画することに課題がある。〔３(2)〕

【正答率が高い問題】 【正答率が低い問題】

１ 塩化ナトリウムの化学式を選ぶ

  化学式      　　　　      [75.4％]

２(1)　天気図から風力を読み取る

　　　　　　　　　　　　 [71.2％] 

７(2)　キウイフルーツがゼラチンや

　　　 寒天を分解する働きを説明した

　　　 記述として適切なものを選ぶ

　　　　　　　　　　　　 [69.7％] 

２ 湿った空気が斜面に沿って上昇してできる雲について、

　　　その成因を説明した他者の考えを検討して、誤っている

　　　ところを改善するところを改善する      [8.0％]

６(2)　音の高さは、空気の部分の長さに関係しているとい

　　　う仮説が正しい場合に得られる結果を予想して選ぶ 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[24.8％] 

１(2)　同じ量の水に同じ量の炭酸水素ナトリウムと硫酸ナ

　　　トリウムをそれぞれ加えたとき、どちらが炭酸水素

　　　ナトリウムであるかを選ぶ　　　　　　 [27.1％]

◇ 一つの条件に着目して、観察・実験を行った結果を分析して解釈することについては、改善状

況が見られる。 〔７ 〕 

→「『チューリップの花が開くには、温度が関係している』という考察を導くために、実験結果を分析し解

釈して、比較することに課題がある。」 

（『平成２４年度全国学力・学習状況調査結果の概要』Ｐ．２９による） 

◆ 溶解度の知識と溶け残りの様子を関係付けて分析して解釈することに、依然として課題がある。

〔１ 〕

→「『いくらでも食塩水を濃くできるわけではない』という他者からの指摘を分析し解釈して、他者の考え

の根拠を説明することに課題がある。」 

（『平成２４年度全国学力・学習状況調査結果の概要』Ｐ．２９による） 

化
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小学校国語

 

 
 
 
 
 
 
 
 

《出題の趣旨》

目的や意図に応じ、取材した内容を整理しながら記事を書くことができるかどうかをみる。

《学習指導要領における領域・内容》

〔第５学年及び第６学年〕Ｂ 書くこと
ウ 事実と感想、意見などとを区別するとともに、目的や意図に応じて簡単に書いたり詳しく書いた
りすること。《記述》

解答類型
類型

番号

高知県

反応率

（％）

全国

反応率

（％）

○ 正答率は ％、目
的や意図に応じ、取材
した内容を整理しな
がら記事を書くこと
に、依然として課題が
ある。 

 
○ 誤答について見る
と、解答類型４の反応
率が ％である。こ
れは、   部の理由と
して、条件①ａの「（一
年生のみんなに）様々
な形を教えてあげた
ら喜んでくれた」、ま
たは、条件① の「目
を細めながら明るい
声」のいずれか一方の
みの解答であり、複数
の情報を的確に関係
付けてまとめること
ができていないと考
えられる。 

（正答の条件） 
次の条件を満たして解答している。 
① 以下の内容を合わせて書いている。 
「（一年生のみんなに）様々な形を教えてあげたら喜んでくれた」

目を細めながら明るい声

＊「目を細めている」、「明るい声」のいずれか一方のみを取り上げてい

るものも含む。

② 一文で書いている。 
③ 書き出しの言葉に続けて、 字以上、 字以内で書いている。 
（正答例） 
・（「また、参加された中田とよさんは、」）「一年生のみんなに様々な形を教
えてあげたら喜んでくれた」と、目を細めながら明るい声で話してくだ

さいました。（ 字） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

・条件①ａ、ｂの両方と、条件②、③を満たしているもの １◎ 
・条件①ａ、ｂの両方と、条件②は満たしているが、条件③を満たさない

していないもの 
２ 

・条件①ａ、ｂの両方を満たしているが、条件②は満たしていないもの 
＊条件③を満たしているかどうかは不問とする。 

３ 

・条件①ａまたはｂのいずれか一方を満たしているもの 
＊条件②、③を満たしているかどうかは不問とする。 

４ 

・上記以外の解答 ９ 
・無解答 ０ 
学習指導に当たって

目的や意図に応じ、取材した複数の内容を整理して記事を書く

取材した内容を新聞記事として書く際、事実と感想、意見などとを区別するとともに、目的や意図に応じ、伝えたい

内容が十分に伝わるように、取材した複数の内容を整理して書くことが必要である。 
具体的には、読み手に伝えたいことの中心を明確にした上で、自分で調べた内容や、関係者に取材した事柄の中から

取捨選択し、伝えたいことが読み手に伝わるように、整理して記事を書く指導が考えられる。 
 
 
 
 

○一つ一つの事実に対する自分の考えをもち、編集の目的や意図に応じた自分の考えの中心を明確にしながら一定の

条件に合わせて書くことが大切です。

（『平成2５年度全国学力・学習状況調査結果の概要』による。） 

これまでに示した指導改善のポイント

【課題が見られる設問の例】Ｂ問題１三 目的や意図に応じて新聞を書く〈学校新聞〉

１

東
小
学
校
の
新
聞
委
員
会
の
木
村
さ
ん
た

ち
は
、
月
ご
と
の
学
校
の
様
子
を
新
聞
に
ま

と
め
て
地
域
の
方
々
に
伝
え
て
い
ま
す
。
木

村
さ
ん
た
ち
は
、
次
の
【
ふ
れ
あ
い
新
聞
（
六

月
号
）】
を
書
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
よ
く
読

ん
で
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
ま
し
ょ
う
。 

    三

【
ふ
れ
あ
い
新
聞
（
六
月
号
）
】
の
Ｃ
ア
Ｃ

の
中
に
は
、
あ
や
と
り
の
コ
ー
ナ
ー
に
参
加

し
た
中
田
と
よ
さ
ん
の
感
想
を
の
せ
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。
次
の
【
中
田
と
よ
さ
ん
へ
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
様
子
】
の
内
容
を
ま
と
め

て
書
き
ま
す
。
あ
と
の
条
件
に
合
わ
せ
て
書

き
ま
し
ょ
う
。 

 

〈
条
件
〉 

○

＊

部
に
つ
い
て
の
理
由
が
分
か
る

言
葉
を
、
〈
話
し
た
内
容
〉
の
中
か
ら
「

」

を
使
っ
て
取
り
だ
し
、
そ
の
言
葉
と
〈
表
情

や
声
の
調
子
〉
の
中
の
内
容
を
合
わ
せ
て
、

一
文
で
書
く
こ
と
。

○

書
き
出
し
の
文
に
続
け
て
、
四
十
字
以
上
、

七
十
字
で
書
く
こ
と
。
な
お
、
書
き
出
し
の

文
は
、
字
数
に
ふ
く
む
。

    

小学校国語

 

 
 
 
 
 
 
 
 

《出題の趣旨》

目的や意図に応じ、取材した内容を整理しながら記事を書くことができるかどうかをみる。

《学習指導要領における領域・内容》

〔第５学年及び第６学年〕Ｂ 書くこと
ウ 事実と感想、意見などとを区別するとともに、目的や意図に応じて簡単に書いたり詳しく書いた
りすること。《記述》

解答類型
類型

番号

高知県

反応率

（％）

全国

反応率

（％）

○ 正答率は ％、目
的や意図に応じ、取材
した内容を整理しな
がら記事を書くこと
に、依然として課題が
ある。 

 
○ 誤答について見る
と、解答類型４の反応
率が ％である。こ
れは、   部の理由と
して、条件①ａの「（一
年生のみんなに）様々
な形を教えてあげた
ら喜んでくれた」、ま
たは、条件① の「目
を細めながら明るい
声」のいずれか一方の
みの解答であり、複数
の情報を的確に関係
付けてまとめること
ができていないと考
えられる。 

（正答の条件） 
次の条件を満たして解答している。 
① 以下の内容を合わせて書いている。 
「（一年生のみんなに）様々な形を教えてあげたら喜んでくれた」

目を細めながら明るい声

＊「目を細めている」、「明るい声」のいずれか一方のみを取り上げてい

るものも含む。

② 一文で書いている。 
③ 書き出しの言葉に続けて、 字以上、 字以内で書いている。 
（正答例） 
・（「また、参加された中田とよさんは、」）「一年生のみんなに様々な形を教
えてあげたら喜んでくれた」と、目を細めながら明るい声で話してくだ

さいました。（ 字） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

・条件①ａ、ｂの両方と、条件②、③を満たしているもの １◎ 
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内容が十分に伝わるように、取材した複数の内容を整理して書くことが必要である。 
具体的には、読み手に伝えたいことの中心を明確にした上で、自分で調べた内容や、関係者に取材した事柄の中から

取捨選択し、伝えたいことが読み手に伝わるように、整理して記事を書く指導が考えられる。 
 
 
 
 

○一つ一つの事実に対する自分の考えをもち、編集の目的や意図に応じた自分の考えの中心を明確にしながら一定の

条件に合わせて書くことが大切です。

（『平成2５年度全国学力・学習状況調査結果の概要』による。） 

これまでに示した指導改善のポイント
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《出題の趣旨》

目的や意図に応じ、取材した内容を整理しながら記事を書くことができるかどうかをみる。

《学習指導要領における領域・内容》

〔第５学年及び第６学年〕Ｂ 書くこと
ウ 事実と感想、意見などとを区別するとともに、目的や意図に応じて簡単に書いたり詳しく書いた
りすること。《記述》
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的や意図に応じ、取材
した内容を整理しな
がら記事を書くこと
に、依然として課題が
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○ 誤答について見る
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率が ％である。こ
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して、条件①ａの「（一
年生のみんなに）様々
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ら喜んでくれた」、ま
たは、条件① の「目
を細めながら明るい
声」のいずれか一方の
みの解答であり、複数
の情報を的確に関係
付けてまとめること
ができていないと考
えられる。 

（正答の条件） 
次の条件を満たして解答している。 
① 以下の内容を合わせて書いている。 
「（一年生のみんなに）様々な形を教えてあげたら喜んでくれた」

目を細めながら明るい声

＊「目を細めている」、「明るい声」のいずれか一方のみを取り上げてい

るものも含む。

② 一文で書いている。 
③ 書き出しの言葉に続けて、 字以上、 字以内で書いている。 
（正答例） 
・（「また、参加された中田とよさんは、」）「一年生のみんなに様々な形を教
えてあげたら喜んでくれた」と、目を細めながら明るい声で話してくだ

さいました。（ 字） 
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内容が十分に伝わるように、取材した複数の内容を整理して書くことが必要である。 
具体的には、読み手に伝えたいことの中心を明確にした上で、自分で調べた内容や、関係者に取材した事柄の中から

取捨選択し、伝えたいことが読み手に伝わるように、整理して記事を書く指導が考えられる。 
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的や意図に応じ、取材
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（正答の条件） 
次の条件を満たして解答している。 
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《出題の趣旨》

目的や意図に応じ、取材した内容を整理しながら記事を書くことができるかどうかをみる。

《学習指導要領における領域・内容》

〔第５学年及び第６学年〕Ｂ 書くこと
ウ 事実と感想、意見などとを区別するとともに、目的や意図に応じて簡単に書いたり詳しく書いた
りすること。《記述》

解答類型
類型

番号

高知県

反応率

（％）

全国

反応率

（％）

○ 正答率は ％、目
的や意図に応じ、取材
した内容を整理しな
がら記事を書くこと
に、依然として課題が
ある。 

 
○ 誤答について見る
と、解答類型４の反応
率が ％である。こ
れは、   部の理由と
して、条件①ａの「（一
年生のみんなに）様々
な形を教えてあげた
ら喜んでくれた」、ま
たは、条件① の「目
を細めながら明るい
声」のいずれか一方の
みの解答であり、複数
の情報を的確に関係
付けてまとめること
ができていないと考
えられる。 

（正答の条件） 
次の条件を満たして解答している。 
① 以下の内容を合わせて書いている。 
「（一年生のみんなに）様々な形を教えてあげたら喜んでくれた」

目を細めながら明るい声

＊「目を細めている」、「明るい声」のいずれか一方のみを取り上げてい

るものも含む。

② 一文で書いている。 
③ 書き出しの言葉に続けて、 字以上、 字以内で書いている。 
（正答例） 
・（「また、参加された中田とよさんは、」）「一年生のみんなに様々な形を教
えてあげたら喜んでくれた」と、目を細めながら明るい声で話してくだ

さいました。（ 字） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

・条件①ａ、ｂの両方と、条件②、③を満たしているもの １◎ 
・条件①ａ、ｂの両方と、条件②は満たしているが、条件③を満たさない

していないもの 
２ 

・条件①ａ、ｂの両方を満たしているが、条件②は満たしていないもの 
＊条件③を満たしているかどうかは不問とする。 

３ 

・条件①ａまたはｂのいずれか一方を満たしているもの 
＊条件②、③を満たしているかどうかは不問とする。 

４ 

・上記以外の解答 ９ 
・無解答 ０ 
学習指導に当たって

目的や意図に応じ、取材した複数の内容を整理して記事を書く

取材した内容を新聞記事として書く際、事実と感想、意見などとを区別するとともに、目的や意図に応じ、伝えたい

内容が十分に伝わるように、取材した複数の内容を整理して書くことが必要である。 
具体的には、読み手に伝えたいことの中心を明確にした上で、自分で調べた内容や、関係者に取材した事柄の中から

取捨選択し、伝えたいことが読み手に伝わるように、整理して記事を書く指導が考えられる。 
 
 
 
 

○一つ一つの事実に対する自分の考えをもち、編集の目的や意図に応じた自分の考えの中心を明確にしながら一定の

条件に合わせて書くことが大切です。

（『平成2５年度全国学力・学習状況調査結果の概要』による。） 

これまでに示した指導改善のポイント

【課題が見られる設問の例】Ｂ問題１三 目的や意図に応じて新聞を書く〈学校新聞〉
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（正答例） 
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取捨選択し、伝えたいことが読み手に伝わるように、整理して記事を書く指導が考えられる。 
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《学習指導要領における領域・内容》
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ウ 事実と感想、意見などとを区別するとともに、目的や意図に応じて簡単に書いたり詳しく書いた
りすること。《記述》
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がら記事を書くこと
に、依然として課題が
ある。 

 
○ 誤答について見る
と、解答類型４の反応
率が ％である。こ
れは、   部の理由と
して、条件①ａの「（一
年生のみんなに）様々
な形を教えてあげた
ら喜んでくれた」、ま
たは、条件① の「目
を細めながら明るい
声」のいずれか一方の
みの解答であり、複数
の情報を的確に関係
付けてまとめること
ができていないと考
えられる。 

（正答の条件） 
次の条件を満たして解答している。 
① 以下の内容を合わせて書いている。 
「（一年生のみんなに）様々な形を教えてあげたら喜んでくれた」

目を細めながら明るい声

＊「目を細めている」、「明るい声」のいずれか一方のみを取り上げてい

るものも含む。

② 一文で書いている。 
③ 書き出しの言葉に続けて、 字以上、 字以内で書いている。 
（正答例） 
・（「また、参加された中田とよさんは、」）「一年生のみんなに様々な形を教
えてあげたら喜んでくれた」と、目を細めながら明るい声で話してくだ

さいました。（ 字） 
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・条件①ａ、ｂの両方と、条件②は満たしているが、条件③を満たさない

していないもの 
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取材した内容を新聞記事として書く際、事実と感想、意見などとを区別するとともに、目的や意図に応じ、伝えたい
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具体的には、読み手に伝えたいことの中心を明確にした上で、自分で調べた内容や、関係者に取材した事柄の中から

取捨選択し、伝えたいことが読み手に伝わるように、整理して記事を書く指導が考えられる。 
 
 
 
 

○一つ一つの事実に対する自分の考えをもち、編集の目的や意図に応じた自分の考えの中心を明確にしながら一定の

条件に合わせて書くことが大切です。
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ウ 事実と感想、意見などとを区別するとともに、目的や意図に応じて簡単に書いたり詳しく書いた
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声」のいずれか一方の
みの解答であり、複数
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具体的には、読み手に伝えたいことの中心を明確にした上で、自分で調べた内容や、関係者に取材した事柄の中から

取捨選択し、伝えたいことが読み手に伝わるように、整理して記事を書く指導が考えられる。 
 
 
 
 

○一つ一つの事実に対する自分の考えをもち、編集の目的や意図に応じた自分の考えの中心を明確にしながら一定の

条件に合わせて書くことが大切です。

（『平成2５年度全国学力・学習状況調査結果の概要』による。） 

これまでに示した指導改善のポイント
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《出題の趣旨》

目的や意図に応じ、取材した内容を整理しながら記事を書くことができるかどうかをみる。

《学習指導要領における領域・内容》

〔第５学年及び第６学年〕Ｂ書くこと
ウ事実と感想、意見などとを区別するとともに、目的や意図に応じて簡単に書いたり詳しく書いた

りすること。《記述》

解答類型
類型

番号

高知県

反応率

（％）

全国

反応率

（％）

○正答率は％、目
的や意図に応じ、取材
した内容を整理しな
がら記事を書くこと
に、依然として課題が
ある。 

 
○誤答について見る

と、解答類型４の反応
率が％である。こ
れは、   部の理由と
して、条件①ａの「（一
年生のみんなに）様々
な形を教えてあげた
ら喜んでくれた」、ま
たは、条件①の「目
を細めながら明るい
声」のいずれか一方の
みの解答であり、複数
の情報を的確に関係
付けてまとめること
ができていないと考
えられる。 

（正答の条件） 
次の条件を満たして解答している。 
①以下の内容を合わせて書いている。 

「（一年生のみんなに）様々な形を教えてあげたら喜んでくれた」

目を細めながら明るい声

＊「目を細めている」、「明るい声」のいずれか一方のみを取り上げてい

るものも含む。

②一文で書いている。 
③書き出しの言葉に続けて、字以上、字以内で書いている。 
（正答例） 
・（「また、参加された中田とよさんは、」）「一年生のみんなに様々な形を教

えてあげたら喜んでくれた」と、目を細めながら明るい声で話してくだ

さいました。（字） 
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具体的には、読み手に伝えたいことの中心を明確にした上で、自分で調べた内容や、関係者に取材した事柄の中から

取捨選択し、伝えたいことが読み手に伝わるように、整理して記事を書く指導が考えられる。 
 
 
 
 

○一つ一つの事実に対する自分の考えをもち、編集の目的や意図に応じた自分の考えの中心を明確にしながら一定の

条件に合わせて書くことが大切です。

（『平成2５年度全国学力・学習状況調査結果の概要』による。） 
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内容が十分に伝わるように、取材した複数の内容を整理して書くことが必要である。 
具体的には、読み手に伝えたいことの中心を明確にした上で、自分で調べた内容や、関係者に取材した事柄の中から

取捨選択し、伝えたいことが読み手に伝わるように、整理して記事を書く指導が考えられる。 
 
 
 
 

○一つ一つの事実に対する自分の考えをもち、編集の目的や意図に応じた自分の考えの中心を明確にしながら一定の

条件に合わせて書くことが大切です。

（『平成2５年度全国学力・学習状況調査結果の概要』による。） 
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《出題の趣旨》

目的や意図に応じ、取材した内容を整理しながら記事を書くことができるかどうかをみる。

《学習指導要領における領域・内容》

〔第５学年及び第６学年〕Ｂ 書くこと
ウ 事実と感想、意見などとを区別するとともに、目的や意図に応じて簡単に書いたり詳しく書いた
りすること。《記述》

解答類型
類型

番号

高知県

反応率

（％）

全国

反応率

（％）

○ 正答率は ％、目
的や意図に応じ、取材
した内容を整理しな
がら記事を書くこと
に、依然として課題が
ある。 

 
○ 誤答について見る
と、解答類型４の反応
率が ％である。こ
れは、   部の理由と
して、条件①ａの「（一
年生のみんなに）様々
な形を教えてあげた
ら喜んでくれた」、ま
たは、条件① の「目
を細めながら明るい
声」のいずれか一方の
みの解答であり、複数
の情報を的確に関係
付けてまとめること
ができていないと考
えられる。 

（正答の条件） 
次の条件を満たして解答している。 
① 以下の内容を合わせて書いている。 
「（一年生のみんなに）様々な形を教えてあげたら喜んでくれた」

目を細めながら明るい声

＊「目を細めている」、「明るい声」のいずれか一方のみを取り上げてい

るものも含む。

② 一文で書いている。 
③ 書き出しの言葉に続けて、 字以上、 字以内で書いている。 
（正答例） 
・（「また、参加された中田とよさんは、」）「一年生のみんなに様々な形を教
えてあげたら喜んでくれた」と、目を細めながら明るい声で話してくだ

さいました。（ 字） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

・条件①ａ、ｂの両方と、条件②、③を満たしているもの １◎ 
・条件①ａ、ｂの両方と、条件②は満たしているが、条件③を満たさない

していないもの 
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・条件①ａ、ｂの両方を満たしているが、条件②は満たしていないもの 
＊条件③を満たしているかどうかは不問とする。 
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取材した内容を新聞記事として書く際、事実と感想、意見などとを区別するとともに、目的や意図に応じ、伝えたい

内容が十分に伝わるように、取材した複数の内容を整理して書くことが必要である。 
具体的には、読み手に伝えたいことの中心を明確にした上で、自分で調べた内容や、関係者に取材した事柄の中から

取捨選択し、伝えたいことが読み手に伝わるように、整理して記事を書く指導が考えられる。 
 
 
 
 

○一つ一つの事実に対する自分の考えをもち、編集の目的や意図に応じた自分の考えの中心を明確にしながら一定の

条件に合わせて書くことが大切です。

（『平成2５年度全国学力・学習状況調査結果の概要』による。） 

これまでに示した指導改善のポイント

【課題が見られる設問の例】Ｂ問題１三 目的や意図に応じて新聞を書く〈学校新聞〉

１

東
小
学
校
の
新
聞
委
員
会
の
木
村
さ
ん
た

ち
は
、
月
ご
と
の
学
校
の
様
子
を
新
聞
に
ま

と
め
て
地
域
の
方
々
に
伝
え
て
い
ま
す
。
木

村
さ
ん
た
ち
は
、
次
の
【
ふ
れ
あ
い
新
聞
（
六

月
号
）】
を
書
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
よ
く
読

ん
で
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
ま
し
ょ
う
。 

    三

【
ふ
れ
あ
い
新
聞
（
六
月
号
）
】
の
Ｃ
ア
Ｃ

の
中
に
は
、
あ
や
と
り
の
コ
ー
ナ
ー
に
参
加

し
た
中
田
と
よ
さ
ん
の
感
想
を
の
せ
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。
次
の
【
中
田
と
よ
さ
ん
へ
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
様
子
】
の
内
容
を
ま
と
め

て
書
き
ま
す
。
あ
と
の
条
件
に
合
わ
せ
て
書

き
ま
し
ょ
う
。 

 

〈
条
件
〉 

○

＊

部
に
つ
い
て
の
理
由
が
分
か
る

言
葉
を
、
〈
話
し
た
内
容
〉
の
中
か
ら
「

」

を
使
っ
て
取
り
だ
し
、
そ
の
言
葉
と
〈
表
情

や
声
の
調
子
〉
の
中
の
内
容
を
合
わ
せ
て
、

一
文
で
書
く
こ
と
。

○

書
き
出
し
の
文
に
続
け
て
、
四
十
字
以
上
、

七
十
字
で
書
く
こ
と
。
な
お
、
書
き
出
し
の

文
は
、
字
数
に
ふ
く
む
。

    

【
中
田
と
よ
さ
ん
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
様
子
】

〈
話
し
た
内
容
〉

〈
表
情
や
声
の
調
子
〉

中田とよさん

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

�
あ
や
と
り
の
コ
ー
ナ
ー
に
参
加
し
て
よ
か
っ
た
わ
。

�
�
�
��

�
�
�


�
�


	
�
�


�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�



�

�


�
�
 
­
�
�
�
�
��

�
�
�
�
��

�
��

�
�
��

�
�
�
	
�
�
�
�
 
�
�
�
�
�
�
�
�
��

�
�


�
�
 
�
�
�
	
�
�
��

�
�
�
�
��

　
交
流
会
で
は
、

六
年
生
の
進
行

の
も
と
、「
お
手

玉
」「
け
ん
玉
」

「
あ
や
と
り
」
な

ど
の
コ
ー
ナ
ー

に
分
か
れ
て
、

い
っ
し
ょ
に
遊

び
ま
し
た
。

　
お
じ
い
さ
ん

や
お
ば
あ
さ
ん

か
ら
、
遊
び
方

や
上
手
に
で
き

る
コ
ツ
を
教
え

て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
そ
の
ほ

か
に
も
お
話
を
し
た
り
、
か
た

を
も
ん
だ
り
し
て
、
交
流
を

深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
あ
や
と
り
の
コ
ー
ナ
ー
に
参

加
し
た
一
年
生
の
西
島
あ
や

の
さ
ん
は
、「
ほ
う
き
の
形
の

作
り
方
を
や
さ
し
く
教
え
て

も
ら
っ
て
う
れ
し
か
っ
た
。」
と
、

に
こ
に
こ
し
て
い
ま
し
た
。

　
心
の
輪
が
広
が
っ
た
一
日

で
し
た
。
　
（
木
村
・
三
上
）

　
交
流
会
に
参
加
し
て
く

だ
さ
っ
た
方
々
五
十
三
名

に
、
子
ど
も
の
こ
ろ
好
き

だ
っ
た
遊
び
を
た
ず
ね
た

と
こ
ろ
、
左
の
よ
う
な
結

果
に
な
り
ま
し
た
。

　
お
じ
い
さ
ん
や
お
ば
あ
さ

ん
の
子
ど
も
の
こ
ろ
は
、
体

を
使
っ
た
遊
び
や
、
た
く
さ

ん
の
友
達
と
関
わ
り
合
う
遊

び
な
ど
が
人
気
だ
っ
た
よ
う

で
す
。
　
（
岩
本
・
金
田
）

　
多
く
の
お

じ
い
さ
ん
や

お
ば
あ
さ
ん

が
交
流
会
に

参
加
し
て
く

だ
さ
り
、
と
て
も
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。

　
昔
の
遊
び
を
し
な
が
ら
、

い
ろ
い
ろ
な
お
話
を
う
か

が
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
交
流
で
き
る
こ
と
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

（
木
村
）

　
五
月
十
二
日
（
火
）、
東
小
学
校
に
お
い
て
、

地
い
き
の
お
じ
い
さ
ん
や
お
ば
あ
さ
ん
と
ふ
れ

あ
う
交
流
会
を
開
き
ま
し
た
。

交流で広がる　心の輪

ま
た
、
参
加
さ
れ
た
中
田

と
よ
さ
ん
は
、ア

子
ど
も
の
遊
び
　
昔
は
？

子どものころ
好きだった遊び

・おにごっこ

・かくれんぼ

・あやとり

・ゴムとび

・お手玉

・こま

・じんとり

・けん玉
など

【
編
集
後
記
】

あやとりでほうきをつくったよ

【
ふ
れ
あ
い
新
聞
（
六
月
号
）
】

６ 月 号

２０１５年（平成２７年）

５月２９日

東小学校
新聞委員会
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７月１１日（土）
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１０月１６日（金）
�������

１１月２１日（土）
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中学校国語

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
《出題の趣旨》

複数の資料から適切な情報を得て、自分の考えを具体的に書くことができるかどうかをみる。

《学習指導要領における領域・内容》
〔第２学年〕Ｂ 書くこと

ウ 事実や事柄、意見や心情が相手に効果的に伝わるように、説明や具体例を加えたり、描写を
工夫したりして書くこと。《記述》

〔第２学年〕Ｃ 読むこと
オ 多様な方法で選んだ本や文章などから適切な情報を得て、自分の考えをまとめること。《読書
と情報活用》

解答類型
類型

番号

高知県

反応率

（％）

全国

反応率

（％）

○ 正答率は ％で

あり、多様な情報に

触れながら問題意識

をもったり新たな発

想を得たりすること

に課題があると考え

られる。

○ 誤答について見る 
と、解答類型３の反

応率が ％であ

る。これは、 年

の社会にどのように

関わっていきたいか

について、自分の考

えを書くことに課題

があると考えられ

る。 

（正答の条件） 
次の条件を満たして解答している。 
① 【Ａ ウェブページの文章】、【Ｂ 日本の人口推移を表したグラフ】
【Ｃ 雑誌の記事の一部】の中からいずれか二つを選んで、その記号を
塗り潰している。

② 選んだ二つの資料の内容を適切に取り上げて書いている。 
③ ２０２０年の日本がどのような社会になっているかを予想して具体
的に書いている。 

④ 社会にどのように関わっていきたいかを具体的に書いている。 
⑤ 「二〇二〇年の日本は、」に続けて、八十字以上、百二十字以内で書
いている。 

（正答例） と  
（二〇二〇年の日本は、）オリンピック・パラリンピックの影響で様々
なスポーツに注目が集まるだろう。今後増えていく高齢者もスポーツに

関心をもつと思われる。そのような社会に、私は、スポーツ関連のボラ
ンティアをすることで積極的に関わっていきたい。（ 字） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

・条件①、②、③、④、⑤を満たして解答しているもの １◎ 
・条件①、②、③、④を満たし、条件⑤を満たさないで解答しているもの ２ 
・条件①、②、③、⑤を満たし、条件④を満たさないで解答しているもの ３ 
・条件①、②、④、⑤を満たし、条件③を満たさないで解答しているもの ４ 
・条件①、③、④、⑤を満たし、条件②を満たさないで解答しているもの ５ 
・上記以外の解答 ９ 
・無解答 ０ 
学習指導に当たって

多様な情報に触れながら、自分の考えをもつ

多様な情報に触れながら問題意識をもったり新たな発想を得たりするためには、複数の本や資料から得た情報を

自分と結び付けて考えることが重要である。その際、それぞれの資料に書かれていることを正確に理解した上で、

感じたことや考えたことを他の人に話したり、文章に書いたりして、新たな気付きや問題意識を明らかにすること

が大切である。 
 
 
 
○授業では、単に印象や感想を述べるにとどまらせず、文章に表れている書き手の考え方について、これまで身に付

けてきた知識や様々な体験と結び付けて説明したり、賛否を明らかにしたりする課題を与え、自分の考えを具体的

にもたせる工夫が大切です。 （『平成2６年度高知県学力定着状況調査結果の概要』による。）

 

これまでに示した指導改善のポイント

【課題が見られる設問の例】Ｂ問題２三 情報を関連させて読む（２０２０年）

三

あ
な
た
は
、
二
〇
二
〇
年
の
日
本
は
、
ど
の
よ
う
な

社
会
に
な
っ
て
い
る
と
予
想
し
ま
す
か
。
ま
た
、
そ
の

社
会
に
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
か
。
あ
な
た
の
考
え
を
、
次
の
条
件
１
と
条
件
２
に

し
た
が
っ
て
書
き
な
さ
い
。 

条
件
１

資
料
【
Ａ

ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
の
文
章
】
、【
Ｂ

日
本
の
人
口
推
移
を
表
し
た
グ
ラ
フ
】
、
【
Ｃ

雑
誌
の
記
事
の
一
部
】
の
中
か
ら
い
ず
れ
か
二

つ
を
選
び
（
ど
の
資
料
を
選
ん
で
も
か
ま
い
ま

せ
ん
。
）
、
そ
れ
ら
の
内
容
を
取
り
上
げ
て
具
体

的
に
書
く
こ
と
。 

条
件
２

「
二
〇
二
〇
年
の
日
本
は
、
」
に
続
け
て
、

八
十
字
以
上
、

百
二
十
字
以
内
で
書
く
こ
と

（
解
答
用
紙
に
書
か
れ
て
い
る
書
き
出
し
の
字

数
を
含
み
ま
す
。
）
。

 

 

２ 

次
の
資
料
は
、【
Ａ

ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
の
文
章
】
、【
Ｂ

日
本
の
人
口
推
移
を
表
し
た
グ
ラ
フ
】
（
予
想
を
含
み
ま

す
。
）
、
【
Ｃ

雑
誌
の
記
事
の
一
部
】
で
す
。
こ
れ
ら
を

読
ん
で
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。
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・条件①、②、③、④、⑤を満たして解答しているもの １◎ 
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○授業では、単に印象や感想を述べるにとどまらせず、文章に表れている書き手の考え方について、これまで身に付

けてきた知識や様々な体験と結び付けて説明したり、賛否を明らかにしたりする課題を与え、自分の考えを具体的
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三

あ
な
た
は
、
二
〇
二
〇
年
の
日
本
は
、
ど
の
よ
う
な

社
会
に
な
っ
て
い
る
と
予
想
し
ま
す
か
。
ま
た
、
そ
の

社
会
に
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
か
。
あ
な
た
の
考
え
を
、
次
の
条
件
１
と
条
件
２
に

し
た
が
っ
て
書
き
な
さ
い
。 

条
件
１

資
料
【
Ａ

ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
の
文
章
】
、【
Ｂ

日
本
の
人
口
推
移
を
表
し
た
グ
ラ
フ
】
、
【
Ｃ

雑
誌
の
記
事
の
一
部
】
の
中
か
ら
い
ず
れ
か
二

つ
を
選
び
（
ど
の
資
料
を
選
ん
で
も
か
ま
い
ま

せ
ん
。
）
、
そ
れ
ら
の
内
容
を
取
り
上
げ
て
具
体

的
に
書
く
こ
と
。 

条
件
２

「
二
〇
二
〇
年
の
日
本
は
、
」
に
続
け
て
、

八
十
字
以
上
、

百
二
十
字
以
内
で
書
く
こ
と

（
解
答
用
紙
に
書
か
れ
て
い
る
書
き
出
し
の
字

数
を
含
み
ま
す
。
）
。

 

 

２ 

次
の
資
料
は
、【
Ａ

ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
の
文
章
】
、【
Ｂ

日
本
の
人
口
推
移
を
表
し
た
グ
ラ
フ
】
（
予
想
を
含
み
ま

す
。
）
、
【
Ｃ

雑
誌
の
記
事
の
一
部
】
で
す
。
こ
れ
ら
を

読
ん
で
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。
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多様な情報に触れながら、自分の考えをもつ
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三

あ
な
た
は
、
二
〇
二
〇
年
の
日
本
は
、
ど
の
よ
う
な

社
会
に
な
っ
て
い
る
と
予
想
し
ま
す
か
。
ま
た
、
そ
の

社
会
に
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
か
。
あ
な
た
の
考
え
を
、
次
の
条
件
１
と
条
件
２
に

し
た
が
っ
て
書
き
な
さ
い
。 

条
件
１

資
料
【
Ａ

ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
の
文
章
】
、【
Ｂ

日
本
の
人
口
推
移
を
表
し
た
グ
ラ
フ
】
、
【
Ｃ

雑
誌
の
記
事
の
一
部
】
の
中
か
ら
い
ず
れ
か
二

つ
を
選
び
（
ど
の
資
料
を
選
ん
で
も
か
ま
い
ま

せ
ん
。
）
、
そ
れ
ら
の
内
容
を
取
り
上
げ
て
具
体

的
に
書
く
こ
と
。 

条
件
２

「
二
〇
二
〇
年
の
日
本
は
、
」
に
続
け
て
、

八
十
字
以
上
、

百
二
十
字
以
内
で
書
く
こ
と

（
解
答
用
紙
に
書
か
れ
て
い
る
書
き
出
し
の
字

数
を
含
み
ま
す
。
）
。

 

 

２ 

次
の
資
料
は
、【
Ａ

ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
の
文
章
】
、【
Ｂ

日
本
の
人
口
推
移
を
表
し
た
グ
ラ
フ
】
（
予
想
を
含
み
ま

す
。
）
、
【
Ｃ

雑
誌
の
記
事
の
一
部
】
で
す
。
こ
れ
ら
を

読
ん
で
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

 

中学校国語

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
《出題の趣旨》

複数の資料から適切な情報を得て、自分の考えを具体的に書くことができるかどうかをみる。

《学習指導要領における領域・内容》
〔第２学年〕Ｂ 書くこと

ウ 事実や事柄、意見や心情が相手に効果的に伝わるように、説明や具体例を加えたり、描写を
工夫したりして書くこと。《記述》

〔第２学年〕Ｃ 読むこと
オ 多様な方法で選んだ本や文章などから適切な情報を得て、自分の考えをまとめること。《読書
と情報活用》

解答類型
類型

番号

高知県

反応率

（％）

全国

反応率

（％）

○ 正答率は ％で

あり、多様な情報に

触れながら問題意識

をもったり新たな発

想を得たりすること

に課題があると考え

られる。

○ 誤答について見る 
と、解答類型３の反

応率が ％であ

る。これは、 年

の社会にどのように

関わっていきたいか

について、自分の考

えを書くことに課題

があると考えられ

る。 

（正答の条件） 
次の条件を満たして解答している。 
① 【Ａ ウェブページの文章】、【Ｂ 日本の人口推移を表したグラフ】
【Ｃ 雑誌の記事の一部】の中からいずれか二つを選んで、その記号を
塗り潰している。

② 選んだ二つの資料の内容を適切に取り上げて書いている。 
③ ２０２０年の日本がどのような社会になっているかを予想して具体
的に書いている。 
④ 社会にどのように関わっていきたいかを具体的に書いている。 
⑤ 「二〇二〇年の日本は、」に続けて、八十字以上、百二十字以内で書
いている。 
（正答例） と  
（二〇二〇年の日本は、）オリンピック・パラリンピックの影響で様々
なスポーツに注目が集まるだろう。今後増えていく高齢者もスポーツに

関心をもつと思われる。そのような社会に、私は、スポーツ関連のボラ
ンティアをすることで積極的に関わっていきたい。（ 字） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

・条件①、②、③、④、⑤を満たして解答しているもの １◎ 
・条件①、②、③、④を満たし、条件⑤を満たさないで解答しているもの ２ 
・条件①、②、③、⑤を満たし、条件④を満たさないで解答しているもの ３ 
・条件①、②、④、⑤を満たし、条件③を満たさないで解答しているもの ４ 
・条件①、③、④、⑤を満たし、条件②を満たさないで解答しているもの ５ 
・上記以外の解答 ９ 
・無解答 ０ 
学習指導に当たって

多様な情報に触れながら、自分の考えをもつ

多様な情報に触れながら問題意識をもったり新たな発想を得たりするためには、複数の本や資料から得た情報を

自分と結び付けて考えることが重要である。その際、それぞれの資料に書かれていることを正確に理解した上で、

感じたことや考えたことを他の人に話したり、文章に書いたりして、新たな気付きや問題意識を明らかにすること

が大切である。 
 
 
 
○授業では、単に印象や感想を述べるにとどまらせず、文章に表れている書き手の考え方について、これまで身に付

けてきた知識や様々な体験と結び付けて説明したり、賛否を明らかにしたりする課題を与え、自分の考えを具体的

にもたせる工夫が大切です。 （『平成2６年度高知県学力定着状況調査結果の概要』による。）

 

これまでに示した指導改善のポイント

【課題が見られる設問の例】Ｂ問題２三 情報を関連させて読む（２０２０年）

三

あ
な
た
は
、
二
〇
二
〇
年
の
日
本
は
、
ど
の
よ
う
な

社
会
に
な
っ
て
い
る
と
予
想
し
ま
す
か
。
ま
た
、
そ
の

社
会
に
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
か
。
あ
な
た
の
考
え
を
、
次
の
条
件
１
と
条
件
２
に

し
た
が
っ
て
書
き
な
さ
い
。 

条
件
１

資
料
【
Ａ

ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
の
文
章
】
、【
Ｂ

日
本
の
人
口
推
移
を
表
し
た
グ
ラ
フ
】
、
【
Ｃ

雑
誌
の
記
事
の
一
部
】
の
中
か
ら
い
ず
れ
か
二

つ
を
選
び
（
ど
の
資
料
を
選
ん
で
も
か
ま
い
ま

せ
ん
。
）
、
そ
れ
ら
の
内
容
を
取
り
上
げ
て
具
体

的
に
書
く
こ
と
。 

条
件
２

「
二
〇
二
〇
年
の
日
本
は
、
」
に
続
け
て
、

八
十
字
以
上
、

百
二
十
字
以
内
で
書
く
こ
と

（
解
答
用
紙
に
書
か
れ
て
い
る
書
き
出
し
の
字

数
を
含
み
ま
す
。
）
。

 

 

２ 

次
の
資
料
は
、【
Ａ

ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
の
文
章
】
、【
Ｂ

日
本
の
人
口
推
移
を
表
し
た
グ
ラ
フ
】
（
予
想
を
含
み
ま

す
。
）
、
【
Ｃ

雑
誌
の
記
事
の
一
部
】
で
す
。
こ
れ
ら
を

読
ん
で
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

 
中学校国語

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
《出題の趣旨》

複数の資料から適切な情報を得て、自分の考えを具体的に書くことができるかどうかをみる。

《学習指導要領における領域・内容》
〔第２学年〕Ｂ 書くこと

ウ 事実や事柄、意見や心情が相手に効果的に伝わるように、説明や具体例を加えたり、描写を
工夫したりして書くこと。《記述》

〔第２学年〕Ｃ 読むこと
オ 多様な方法で選んだ本や文章などから適切な情報を得て、自分の考えをまとめること。《読書
と情報活用》

解答類型
類型

番号

高知県

反応率

（％）

全国

反応率

（％）

○ 正答率は ％で

あり、多様な情報に

触れながら問題意識

をもったり新たな発

想を得たりすること

に課題があると考え

られる。

○ 誤答について見る 
と、解答類型３の反

応率が ％であ

る。これは、 年

の社会にどのように

関わっていきたいか

について、自分の考

えを書くことに課題

があると考えられ

る。 

（正答の条件） 
次の条件を満たして解答している。 
① 【Ａ ウェブページの文章】、【Ｂ 日本の人口推移を表したグラフ】
【Ｃ 雑誌の記事の一部】の中からいずれか二つを選んで、その記号を
塗り潰している。

② 選んだ二つの資料の内容を適切に取り上げて書いている。 
③ ２０２０年の日本がどのような社会になっているかを予想して具体
的に書いている。 

④ 社会にどのように関わっていきたいかを具体的に書いている。 
⑤ 「二〇二〇年の日本は、」に続けて、八十字以上、百二十字以内で書
いている。 

（正答例） と  
（二〇二〇年の日本は、）オリンピック・パラリンピックの影響で様々
なスポーツに注目が集まるだろう。今後増えていく高齢者もスポーツに

関心をもつと思われる。そのような社会に、私は、スポーツ関連のボラ
ンティアをすることで積極的に関わっていきたい。（ 字） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

・条件①、②、③、④、⑤を満たして解答しているもの １◎ 
・条件①、②、③、④を満たし、条件⑤を満たさないで解答しているもの ２ 
・条件①、②、③、⑤を満たし、条件④を満たさないで解答しているもの ３ 
・条件①、②、④、⑤を満たし、条件③を満たさないで解答しているもの ４ 
・条件①、③、④、⑤を満たし、条件②を満たさないで解答しているもの ５ 
・上記以外の解答 ９ 
・無解答 ０ 
学習指導に当たって

多様な情報に触れながら、自分の考えをもつ

多様な情報に触れながら問題意識をもったり新たな発想を得たりするためには、複数の本や資料から得た情報を

自分と結び付けて考えることが重要である。その際、それぞれの資料に書かれていることを正確に理解した上で、

感じたことや考えたことを他の人に話したり、文章に書いたりして、新たな気付きや問題意識を明らかにすること

が大切である。 
 
 
 
○授業では、単に印象や感想を述べるにとどまらせず、文章に表れている書き手の考え方について、これまで身に付

けてきた知識や様々な体験と結び付けて説明したり、賛否を明らかにしたりする課題を与え、自分の考えを具体的

にもたせる工夫が大切です。 （『平成2６年度高知県学力定着状況調査結果の概要』による。）

 

これまでに示した指導改善のポイント

【課題が見られる設問の例】Ｂ問題２三 情報を関連させて読む（２０２０年）

三

あ
な
た
は
、
二
〇
二
〇
年
の
日
本
は
、
ど
の
よ
う
な

社
会
に
な
っ
て
い
る
と
予
想
し
ま
す
か
。
ま
た
、
そ
の

社
会
に
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
か
。
あ
な
た
の
考
え
を
、
次
の
条
件
１
と
条
件
２
に

し
た
が
っ
て
書
き
な
さ
い
。 

条
件
１

資
料
【
Ａ

ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
の
文
章
】
、【
Ｂ

日
本
の
人
口
推
移
を
表
し
た
グ
ラ
フ
】
、
【
Ｃ

雑
誌
の
記
事
の
一
部
】
の
中
か
ら
い
ず
れ
か
二

つ
を
選
び
（
ど
の
資
料
を
選
ん
で
も
か
ま
い
ま

せ
ん
。
）
、
そ
れ
ら
の
内
容
を
取
り
上
げ
て
具
体

的
に
書
く
こ
と
。 

条
件
２

「
二
〇
二
〇
年
の
日
本
は
、
」
に
続
け
て
、

八
十
字
以
上
、

百
二
十
字
以
内
で
書
く
こ
と

（
解
答
用
紙
に
書
か
れ
て
い
る
書
き
出
し
の
字

数
を
含
み
ま
す
。
）
。

 

 

２ 

次
の
資
料
は
、【
Ａ

ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
の
文
章
】
、【
Ｂ

日
本
の
人
口
推
移
を
表
し
た
グ
ラ
フ
】
（
予
想
を
含
み
ま

す
。
）
、
【
Ｃ

雑
誌
の
記
事
の
一
部
】
で
す
。
こ
れ
ら
を

読
ん
で
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

 

中学校国語

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
《出題の趣旨》

複数の資料から適切な情報を得て、自分の考えを具体的に書くことができるかどうかをみる。

《学習指導要領における領域・内容》
〔第２学年〕Ｂ 書くこと

ウ 事実や事柄、意見や心情が相手に効果的に伝わるように、説明や具体例を加えたり、描写を
工夫したりして書くこと。《記述》

〔第２学年〕Ｃ 読むこと
オ 多様な方法で選んだ本や文章などから適切な情報を得て、自分の考えをまとめること。《読書
と情報活用》

解答類型
類型

番号

高知県

反応率

（％）

全国

反応率

（％）

○ 正答率は ％で

あり、多様な情報に

触れながら問題意識

をもったり新たな発

想を得たりすること

に課題があると考え

られる。

○ 誤答について見る 
と、解答類型３の反

応率が ％であ

る。これは、 年

の社会にどのように

関わっていきたいか

について、自分の考

えを書くことに課題

があると考えられ

る。 

（正答の条件） 
次の条件を満たして解答している。 
① 【Ａ ウェブページの文章】、【Ｂ 日本の人口推移を表したグラフ】
【Ｃ 雑誌の記事の一部】の中からいずれか二つを選んで、その記号を
塗り潰している。

② 選んだ二つの資料の内容を適切に取り上げて書いている。 
③ ２０２０年の日本がどのような社会になっているかを予想して具体
的に書いている。 
④ 社会にどのように関わっていきたいかを具体的に書いている。 
⑤ 「二〇二〇年の日本は、」に続けて、八十字以上、百二十字以内で書
いている。 
（正答例） と  
（二〇二〇年の日本は、）オリンピック・パラリンピックの影響で様々
なスポーツに注目が集まるだろう。今後増えていく高齢者もスポーツに

関心をもつと思われる。そのような社会に、私は、スポーツ関連のボラ
ンティアをすることで積極的に関わっていきたい。（ 字） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

・条件①、②、③、④、⑤を満たして解答しているもの １◎ 
・条件①、②、③、④を満たし、条件⑤を満たさないで解答しているもの ２ 
・条件①、②、③、⑤を満たし、条件④を満たさないで解答しているもの ３ 
・条件①、②、④、⑤を満たし、条件③を満たさないで解答しているもの ４ 
・条件①、③、④、⑤を満たし、条件②を満たさないで解答しているもの ５ 
・上記以外の解答 ９ 
・無解答 ０ 
学習指導に当たって

多様な情報に触れながら、自分の考えをもつ

多様な情報に触れながら問題意識をもったり新たな発想を得たりするためには、複数の本や資料から得た情報を

自分と結び付けて考えることが重要である。その際、それぞれの資料に書かれていることを正確に理解した上で、

感じたことや考えたことを他の人に話したり、文章に書いたりして、新たな気付きや問題意識を明らかにすること

が大切である。 
 
 
 
○授業では、単に印象や感想を述べるにとどまらせず、文章に表れている書き手の考え方について、これまで身に付

けてきた知識や様々な体験と結び付けて説明したり、賛否を明らかにしたりする課題を与え、自分の考えを具体的

にもたせる工夫が大切です。 （『平成2６年度高知県学力定着状況調査結果の概要』による。）

 

これまでに示した指導改善のポイント

【課題が見られる設問の例】Ｂ問題２三 情報を関連させて読む（２０２０年）

三

あ
な
た
は
、
二
〇
二
〇
年
の
日
本
は
、
ど
の
よ
う
な

社
会
に
な
っ
て
い
る
と
予
想
し
ま
す
か
。
ま
た
、
そ
の

社
会
に
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
か
。
あ
な
た
の
考
え
を
、
次
の
条
件
１
と
条
件
２
に

し
た
が
っ
て
書
き
な
さ
い
。 

条
件
１

資
料
【
Ａ

ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
の
文
章
】
、【
Ｂ

日
本
の
人
口
推
移
を
表
し
た
グ
ラ
フ
】
、
【
Ｃ

雑
誌
の
記
事
の
一
部
】
の
中
か
ら
い
ず
れ
か
二

つ
を
選
び
（
ど
の
資
料
を
選
ん
で
も
か
ま
い
ま

せ
ん
。
）
、
そ
れ
ら
の
内
容
を
取
り
上
げ
て
具
体

的
に
書
く
こ
と
。 

条
件
２

「
二
〇
二
〇
年
の
日
本
は
、
」
に
続
け
て
、

八
十
字
以
上
、

百
二
十
字
以
内
で
書
く
こ
と

（
解
答
用
紙
に
書
か
れ
て
い
る
書
き
出
し
の
字

数
を
含
み
ま
す
。
）
。

 

 

２ 

次
の
資
料
は
、【
Ａ

ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
の
文
章
】
、【
Ｂ

日
本
の
人
口
推
移
を
表
し
た
グ
ラ
フ
】
（
予
想
を
含
み
ま

す
。
）
、
【
Ｃ

雑
誌
の
記
事
の
一
部
】
で
す
。
こ
れ
ら
を

読
ん
で
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

 

小学校算数

 

 

《出題の趣旨》

概数を用いた見積りの結果とそれに基づく判断を理解し、３０００個集めればよい理由を、言葉と数を用いて記述できるかどうか

をみる。

《学習指導要領における領域・内容》

〔第４学年〕Ａ 数と計算

２ 概数について理解し、目的に応じて用いることができるようにする。

ア 概数が用いられる場合について知ること。

イ 四捨五入について知ること。

ウ 目的に応じて四則計算の結果の見積りをすること。

解答類型
類型

番号

高知県

反応率

（ ）

全国

反応率

（ ）

○ 正答率は ％、

であり、目的に応じ

た見積り方で求め

た結果を基に

個集めればよい理

由を記述すること

に課題がある。 
○ 誤答について見

ると、解答類型７の

反応率が ％で

ある。問題に示され

ている内容は記述

できているが、見積

り方や見積りの結

果の大小関係につ

いて、正しく記述で

きていないと考え

られる。また、Ｂ４

（２）の解答状況か

らも、見積りの結果

を正しく解釈でき

ていないことが考

えられる。

（正答の条件） 
次の①、②、③、④の全てまたは①、②、③または①、③、④または①、③を

書いている。 
① （はるかさんは）実際の数より小さい数にして見積もっていること 
② はるかさんの見積りの結果は （個）であること 
③ 集めた個数の合計は見積りの結果 （個）以上であること 
④ 実際には足りない個数は 月に集める個数（ 個）以下であること、

または、 月に集める個数（ 個）集めれば目標（ 個）に達する

こと 
（正答例）

実際の数より小さい数にして和が だから、集めた個数の合計が

個以上であることはわかります。だから、実際に足りない個数は

個以下です。つまり、 月に 個集めれば目標の 個に達する

からです。

 
   

・①、②、③、④または、①、②、③または、①、③、④または、①、③を書

いているもの 
１◎ 

・①、②、④、または、①、②を書いているもの ２○ 
・①、④を書いているもの ３ 
・①を書いているもの ４ 
・①の誤りを書いているもの ５ 
・②、③、④または、②、③または、③、④または、③を書いているもの ６ 
・②、④または④を書いているもの ７ 
・②を書いているもの ８ 
・上記以外の解答 ９ 
・無解答 ０ 
学習指導に当たって
見積り方や見積りの結果を基に、根拠となる事柄を過不足なく説明できるようにする

目的に応じた見積りの学習において、判断したことの根拠を過不足なく挙げて説明する場を学習指導の中に取り

入れることが大切である。例えば、「どのような概数で計算したのか」、「計算の結果はどうなったのか」、「概数と実

際の数の計算における結果とを比較して言えることは何か」を説明する際、目的と見積り方を関連付けたり、見積

りの結果を目的と関連付けたりすることにより、筋道の立った説明へと練り上げていくことが考えられる。 
 
 

 
○目的に応じて計算の結果の見積りをし、計算の仕方や結果について適切に判断できる活動などを位置付け、見積り

を生活や学習の場面の中で活用することができる力を育てていくことが大切です。

（『平成2５年度高知県学力定着状況調査結果の概要』による。） 

これまでに示した指導改善のポイント

 【課題が見られる設問の例】Ｂ問題４ 見積りの仕方と結果の判断（キャップ集め） 

中学校理科

 

 

《出題の趣旨》
雲の成因に関する知識を活用して、資料を基に他者の考察を検討して改善し、水の状態変化と関連付けて雲の成因を正しく説明

することができるかどうかをみる。

《学習指導要領における領域・内容》

第２分野 （４）気象とその変化

イ 天気の変化

ｱ 霧や雲の発生

霧や雲の発生についての観察、実験を行い、そのでき方を気圧、気温及び湿度の変化と関連付けてとらえること。

解答類型
類型

番号

高知県

反応率

（ ）

全国

反応率

（ ）

○ 正答率は ％で

あり、雲の成因に関

して、水の状態変化

に関する知識と資

料を基に、他者の考

察を検討して改善

し、正しく説明する

ことに課題がある。 
○ 誤答について見

ると、解答類型４の

反応率は ％で

ある。「水滴が冷や

されて雲ができる」

という解答が見ら

れ、水の状態変化に

関する知識を身に

付けることができ

ていないと考えら

れる。

（正答の条件） 
エを選択し、次の（ａ）、（ｂ）を満たしているもの。 
（ａ）水蒸気が水滴（氷の粒）に状態変化することについて記述している。 
（ｂ）水蒸気が冷やされることについて記述している。 

例 水蒸気が冷やされて水滴（氷の粒）になり、雲ができる。

 
   

エ
を
選
択 

（ａ）、（ｂ）を満たしているもの。 １◎ 

（ａ）を満たしているが、（ｂ）を満たしていないもの。 ２○ 

（ｂ）を満たしているが、（ａ）を満たしていないもの。 ３○ 

上記以外の解答又は無解答 ４ 

ア
を
選
択 

水蒸気量について、「比較的多くふくんだ」という記述を書き直しているもの。 ５ 

上昇気流について、「Ｓ島の斜面に沿って」という記述を書き直しているもの。  ６ 

上記以外の解答又は無解答 ７ 

イ、ウを選択しているもの。 ８ 

上記以外の解答 ９ 

無解答 ０ 

学習指導に当たって

考察などを検討して改善する際は、多面的・総合的に思考できるようにする

天気図や地形の断面図、気温や湿度などの複数の資料を使って、島の上空だけに雲ができる理由を多面的・総合

的に考察する学習場面が考えられる。その際、状態変化の概念が形成できていない生徒がいると考えられるので、

水の状態変化や大気圧など関連する知識を整理しておくことが大切である。

 
  
○生活の中の結露に関係する現象について調べ、温度による水の状態変化と関連付けることが大切です。

（『平成24年度全国学力・学習状況調査【小学校】報告書』による。） 

 

これまでに示した指導改善のポイント

２

若菜さんは、Ｓ島の上空だけに雲ができることに疑問をもったので、資料
の図２、図３と表をもとに、その理由を下のアからエのように考えました。そ
の理由を見直したところ、誤りに気づきました。誤りのあるものを、下のアか
らエまでの中から１つ選びなさい。また、選んだものを正しく書き直しなさい。 
ア 水蒸気を比較的多くふくんだ空気のかたまりは、
Ｓ島の山の斜面に沿って上昇する。

イ 上昇した空気のかたまりが膨張し、温度が下がる。
ウ 空気のかたまりの温度が、露点に達する。
エ 水滴が冷やされて水蒸気になり、雲ができる。 

【課題が見られる設問の例】 ２

（公益財団法人東京オリンピック ･パラリンピック競技大会組織委員会ウェブページによる。）

（注１）�� インフラ＝インフラストラクチャーの略。道路，鉄道，学校，病院など，社会生活の基盤
となる構造物の総称。

（注２）� イノベーション＝技術革新。これまでとは異なった新しい発展。
（注３）� インスピレーション＝ここでは，オリンピックやパラリンピックがもたらす刺激のこと。
（注４）� IOC 総会＝国際オリンピック委員会の会議。
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部
】

生活を支援するロボットの開発

世界では，様々なロボットの開発が進められている。
例えば，人の移動を支援する搭乗型ロボット。このロ
ボットの中には，10 年以上前から実用化されている�
ものもあり，空港でのパトロールなどに使われている。
現在，日本では，「生活支援ロボット」の開発が行われ

ている。誰でも簡単に乗り降りでき，日常生活での移動
を助ける搭乗型ロボットの開発に加え，装着型ロボット
の開発も進んでいる。これは，装着した人の意思を読み
取って身体の動きをサポートするロボットである。身体
機能の回復のためのリハビリテーションなどで既に一部
導入されているが，今後は，足腰の弱った人の歩行支援，
重たい荷物の持ち上げ，レスキュー活動など，幅広い場
面での活用が期待されている。
このように，人間の生活を支援するロボットの開発

が，日夜進められているのだ。

搭乗型ロボットの例

装着型ロボットの例

【
Ｂ
　
日
本
の
人
口
推
移
を
表
し
た
グ
ラ
フ
】

※　棒グラフの上の数値は総人口を表す。
※　高齢化率＝65 歳以上の高齢者人口が総人口に占める割合。

（総務省ウェブページによる。）
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《出題の趣旨》

複数の資料から適切な情報を得て、自分の考えを具体的に書くことができるかどうかをみる。

《学習指導要領における領域・内容》
〔第２学年〕Ｂ 書くこと

ウ 事実や事柄、意見や心情が相手に効果的に伝わるように、説明や具体例を加えたり、描写を
工夫したりして書くこと。《記述》

〔第２学年〕Ｃ 読むこと
オ 多様な方法で選んだ本や文章などから適切な情報を得て、自分の考えをまとめること。

《読書と情報活用》

30 31



小学校算数

 

《出題の趣旨》

概数を用いた見積りの結果とそれに基づく判断を理解し、３０００個集めればよい理由を、言葉と数を用いて記述できるかどうか

をみる。

《学習指導要領における領域・内容》

〔第４学年〕Ａ 数と計算

２ 概数について理解し、目的に応じて用いることができるようにする。

ア 概数が用いられる場合について知ること。

イ 四捨五入について知ること。

ウ 目的に応じて四則計算の結果の見積りをすること。

解答類型
類型

番号

高知県

反応率

（ ）

全国

反応率

（ ）

○ 正答率は ％、

であり、目的に応じ

た見積り方で求め

た結果を基に

個集めればよい理

由を記述すること

に課題がある。 
○ 誤答について見

ると、解答類型７の

反応率が ％で

ある。問題に示され

ている内容は記述

できているが、見積

り方や見積りの結

果の大小関係につ

いて、正しく記述で

きていないと考え

られる。また、Ｂ４

（２）の解答状況か

らも、見積りの結果

を正しく解釈でき

ていないことが考

えられる。

（正答の条件） 
次の①、②、③、④の全てまたは①、②、③または①、③、④または①、③を

書いている。 
① （はるかさんは）実際の数より小さい数にして見積もっていること

② はるかさんの見積りの結果は （個）であること

③ 集めた個数の合計は見積りの結果 （個）以上であること

④ 実際には足りない個数は 月に集める個数（ 個）以下であること、

または、 月に集める個数（ 個）集めれば目標（ 個）に達する

こと 
（正答例）

実際の数より小さい数にして和が だから、集めた個数の合計が

個以上であることはわかります。だから、実際に足りない個数は

個以下です。つまり、 月に 個集めれば目標の 個に達する

からです。

・①、②、③、④または、①、②、③または、①、③、④または、①、③を書

いているもの 
１◎ 

・①、②、④、または、①、②を書いているもの ２○ 
・①、④を書いているもの ３ 
・①を書いているもの ４ 
・①の誤りを書いているもの ５ 
・②、③、④または、②、③または、③、④または、③を書いているもの ６ 
・②、④または④を書いているもの ７ 
・②を書いているもの ８ 
・上記以外の解答 ９ 
・無解答 ０ 
学習指導に当たって
見積り方や見積りの結果を基に、根拠となる事柄を過不足なく説明できるようにする

目的に応じた見積りの学習において、判断したことの根拠を過不足なく挙げて説明する場を学習指導の中に取り

入れることが大切である。例えば、「どのような概数で計算したのか」、「計算の結果はどうなったのか」、「概数と実

際の数の計算における結果とを比較して言えることは何か」を説明する際、目的と見積り方を関連付けたり、見積

りの結果を目的と関連付けたりすることにより、筋道の立った説明へと練り上げていくことが考えられる。 

○目的に応じて計算の結果の見積りをし、計算の仕方や結果について適切に判断できる活動などを位置付け、見積り

を生活や学習の場面の中で活用することができる力を育てていくことが大切です。

（『平成2５年度高知県学力定着状況調査結果の概要』による。） 

これまでに示した指導改善のポイント

 【課題が見られる設問の例】Ｂ問題４ 見積りの仕方と結果の判断（キャップ集め） 

小学校算数

 

 

《出題の趣旨》

概数を用いた見積りの結果とそれに基づく判断を理解し、３０００個集めればよい理由を、言葉と数を用いて記述できるかどうか

をみる。

《学習指導要領における領域・内容》

〔第４学年〕Ａ 数と計算

２ 概数について理解し、目的に応じて用いることができるようにする。

ア 概数が用いられる場合について知ること。

イ 四捨五入について知ること。

ウ 目的に応じて四則計算の結果の見積りをすること。

解答類型
類型

番号

高知県

反応率

（ ）

全国

反応率

（ ）

○ 正答率は ％、

であり、目的に応じ

た見積り方で求め

た結果を基に

個集めればよい理

由を記述すること

に課題がある。 
○ 誤答について見

ると、解答類型７の

反応率が ％で

ある。問題に示され

ている内容は記述

できているが、見積

り方や見積りの結

果の大小関係につ

いて、正しく記述で

きていないと考え

られる。また、Ｂ４

（２）の解答状況か

らも、見積りの結果

を正しく解釈でき

ていないことが考

えられる。

（正答の条件） 
次の①、②、③、④の全てまたは①、②、③または①、③、④または①、③を

書いている。 
① （はるかさんは）実際の数より小さい数にして見積もっていること 
② はるかさんの見積りの結果は （個）であること 
③ 集めた個数の合計は見積りの結果 （個）以上であること 
④ 実際には足りない個数は 月に集める個数（ 個）以下であること、

または、 月に集める個数（ 個）集めれば目標（ 個）に達する

こと 
（正答例）

実際の数より小さい数にして和が だから、集めた個数の合計が

個以上であることはわかります。だから、実際に足りない個数は

個以下です。つまり、 月に 個集めれば目標の 個に達する

からです。

 
   

・①、②、③、④または、①、②、③または、①、③、④または、①、③を書

いているもの 
１◎ 

・①、②、④、または、①、②を書いているもの ２○ 
・①、④を書いているもの ３ 
・①を書いているもの ４ 
・①の誤りを書いているもの ５ 
・②、③、④または、②、③または、③、④または、③を書いているもの ６ 
・②、④または④を書いているもの ７ 
・②を書いているもの ８ 
・上記以外の解答 ９ 
・無解答 ０ 
学習指導に当たって
見積り方や見積りの結果を基に、根拠となる事柄を過不足なく説明できるようにする

目的に応じた見積りの学習において、判断したことの根拠を過不足なく挙げて説明する場を学習指導の中に取り

入れることが大切である。例えば、「どのような概数で計算したのか」、「計算の結果はどうなったのか」、「概数と実

際の数の計算における結果とを比較して言えることは何か」を説明する際、目的と見積り方を関連付けたり、見積

りの結果を目的と関連付けたりすることにより、筋道の立った説明へと練り上げていくことが考えられる。 
 
 

 
○目的に応じて計算の結果の見積りをし、計算の仕方や結果について適切に判断できる活動などを位置付け、見積り

を生活や学習の場面の中で活用することができる力を育てていくことが大切です。

（『平成2５年度高知県学力定着状況調査結果の概要』による。） 

これまでに示した指導改善のポイント

 【課題が見られる設問の例】Ｂ問題４ 見積りの仕方と結果の判断（キャップ集め） 

小学校算数

 

 

《出題の趣旨》

概数を用いた見積りの結果とそれに基づく判断を理解し、３０００個集めればよい理由を、言葉と数を用いて記述できるかどうか

をみる。

《学習指導要領における領域・内容》

〔第４学年〕Ａ 数と計算

２ 概数について理解し、目的に応じて用いることができるようにする。

ア 概数が用いられる場合について知ること。

イ 四捨五入について知ること。

ウ 目的に応じて四則計算の結果の見積りをすること。

解答類型
類型

番号

高知県

反応率

（ ）

全国

反応率

（ ）

○ 正答率は ％、

であり、目的に応じ

た見積り方で求め

た結果を基に

個集めればよい理

由を記述すること

に課題がある。 
○ 誤答について見

ると、解答類型７の

反応率が ％で

ある。問題に示され

ている内容は記述

できているが、見積

り方や見積りの結

果の大小関係につ

いて、正しく記述で

きていないと考え

られる。また、Ｂ４

（２）の解答状況か

らも、見積りの結果

を正しく解釈でき

ていないことが考

えられる。

（正答の条件） 
次の①、②、③、④の全てまたは①、②、③または①、③、④または①、③を

書いている。 
① （はるかさんは）実際の数より小さい数にして見積もっていること 
② はるかさんの見積りの結果は （個）であること 
③ 集めた個数の合計は見積りの結果 （個）以上であること 
④ 実際には足りない個数は 月に集める個数（ 個）以下であること、

または、 月に集める個数（ 個）集めれば目標（ 個）に達する

こと 
（正答例）

実際の数より小さい数にして和が だから、集めた個数の合計が

個以上であることはわかります。だから、実際に足りない個数は

個以下です。つまり、 月に 個集めれば目標の 個に達する

からです。

 
   

・①、②、③、④または、①、②、③または、①、③、④または、①、③を書

いているもの 
１◎ 

・①、②、④、または、①、②を書いているもの ２○ 
・①、④を書いているもの ３ 
・①を書いているもの ４ 
・①の誤りを書いているもの ５ 
・②、③、④または、②、③または、③、④または、③を書いているもの ６ 
・②、④または④を書いているもの ７ 
・②を書いているもの ８ 
・上記以外の解答 ９ 
・無解答 ０ 
学習指導に当たって
見積り方や見積りの結果を基に、根拠となる事柄を過不足なく説明できるようにする

目的に応じた見積りの学習において、判断したことの根拠を過不足なく挙げて説明する場を学習指導の中に取り

入れることが大切である。例えば、「どのような概数で計算したのか」、「計算の結果はどうなったのか」、「概数と実

際の数の計算における結果とを比較して言えることは何か」を説明する際、目的と見積り方を関連付けたり、見積

りの結果を目的と関連付けたりすることにより、筋道の立った説明へと練り上げていくことが考えられる。 
 
 

 
○目的に応じて計算の結果の見積りをし、計算の仕方や結果について適切に判断できる活動などを位置付け、見積り

を生活や学習の場面の中で活用することができる力を育てていくことが大切です。

（『平成2５年度高知県学力定着状況調査結果の概要』による。） 

これまでに示した指導改善のポイント

 【課題が見られる設問の例】Ｂ問題４ 見積りの仕方と結果の判断（キャップ集め） 
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中学校数学

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
《出題の趣旨》

事象を式の意味に即して解釈し、その結果について、数学的な表現を用いて説明することができるかどうかをみる。

《学習指導要領における領域・内容》

〔第１学年〕Ｃ 関数

具体的な事象の中から二つの数量を取り出し、それらの変化や対応を調べることを通して、比例、

反比例の関係についての理解を深めるとともに、関数関係を見いだし表現し考察する能力を培う。

エ 比例、反比例を表、式、グラフなどで表し、それらの特徴を理解すること。

オ 比例、反比例を用いて具体的な事象をとらえ説明すること。

解答類型
類型

番号

高知県

反応率

（％）

全国

反応率

（％）

○ 正答率は ％であ

り、事象を式の意味に

即して解釈し、その結

果について、数学的な

表現を用いて説明する

ことに課題がある。

○ 解答類型６の反応率

は ％であり、与え

られた言葉の式を根拠

として説明できていな

い解答が多く見られ

た。

○ 解答類型８の反応率

は ％であり、与え

られた言葉の式から数

量の関係を捉えること

ができていないと考え

られる。

（正答の条件）

イを選択し、次の a 、b のいずれかについて記述しているもの。
a 映像の明るさが投映画面の面積に反比例すること。

b 文字や数値を用いて、投映画面の面積を 倍にすると映像

の明るさはいつも２倍になること。

   

イ
を
選
択 

・ a について記述しているもの。 １◎ 

・ a について記述が十分でないもの。 ２○ 

・ b について記述しているもの。 ３◎ 
・ b について、一般的に成り立つことについて記述して
いないが、投映画面の面積を 倍にすると映像の明るさ

は２倍になることを記述しているもの。

４○ 

・式の読み取りに関する記述や計算などに誤りがあるもの。 ５ 

・上記以外の解答 ６ 

・無解答 ７ 

・アを選択しているもの ８ 

・上記以外の解答 ９ 

・無解答 ０ 

学習指導に当たって

日常的な事象における３つの数量の関係について、言葉で表された式を取り上げ、３つの数量のうち１つを定数と

みて、残りの２つの数量の関係を捉える場面を設定する。例えば、この設問以外で３つの数量の関係についての題材

として、道のり、時間、速さを取り扱うことが考えられる。その際、道のりと時間と速さの関係を式で表したものを

利用して、道のりが決まっている場合に道のりを定数とみて、時間と速さの関係が反比例になっていることを捉える

ことができるよう指導することが大切である。（ 時間×速さ＝道のり → 時間＝道のり÷速さ ）

 
 
 
 

○事象から数量の関係を見いだし、見通しをもって問題解決に取り組む活動の充実
日常的な事象における数量の関係が積で表された式について、３つの数量のうちの１つを一定とみることで残りの

２つの数量の関係が比例や反比例になることをとらえることを通して、積で表された式の数学的な意味の理解を深め

る活動を充実させることが大切です。 （『平成2２年度全国学力・学習状況調査結果の概要』による。） 

授業事例：平成2２年度授業アイディア例（国立教育政策研究所教科研究センター）P.10 

これまでに示した指導改善のポイント

【課題が見られる設問の例】Ｂ問題１ 事象の数学的な表現と解釈（プロジェクター）

中学校数学

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
《出題の趣旨》

事象を式の意味に即して解釈し、その結果について、数学的な表現を用いて説明することができるかどうかをみる。

《学習指導要領における領域・内容》

〔第１学年〕Ｃ 関数

具体的な事象の中から二つの数量を取り出し、それらの変化や対応を調べることを通して、比例、

反比例の関係についての理解を深めるとともに、関数関係を見いだし表現し考察する能力を培う。

エ 比例、反比例を表、式、グラフなどで表し、それらの特徴を理解すること。

オ 比例、反比例を用いて具体的な事象をとらえ説明すること。

解答類型
類型

番号

高知県

反応率

（％）

全国

反応率

（％）

○ 正答率は ％であ

り、事象を式の意味に

即して解釈し、その結

果について、数学的な

表現を用いて説明する

ことに課題がある。

○ 解答類型６の反応率

は ％であり、与え

られた言葉の式を根拠

として説明できていな

い解答が多く見られ

た。

○ 解答類型８の反応率

は ％であり、与え

られた言葉の式から数

量の関係を捉えること

ができていないと考え

られる。

（正答の条件）

イを選択し、次の a 、b のいずれかについて記述しているもの。
a 映像の明るさが投映画面の面積に反比例すること。

b 文字や数値を用いて、投映画面の面積を 倍にすると映像

の明るさはいつも２倍になること。

   

イ
を
選
択 

・ a について記述しているもの。 １◎ 

・ a について記述が十分でないもの。 ２○ 

・ b について記述しているもの。 ３◎ 
・ b について、一般的に成り立つことについて記述して
いないが、投映画面の面積を 倍にすると映像の明るさ

は２倍になることを記述しているもの。

４○ 

・式の読み取りに関する記述や計算などに誤りがあるもの。 ５ 

・上記以外の解答 ６ 

・無解答 ７ 

・アを選択しているもの ８ 

・上記以外の解答 ９ 

・無解答 ０ 

学習指導に当たって

日常的な事象における３つの数量の関係について、言葉で表された式を取り上げ、３つの数量のうち１つを定数と

みて、残りの２つの数量の関係を捉える場面を設定する。例えば、この設問以外で３つの数量の関係についての題材

として、道のり、時間、速さを取り扱うことが考えられる。その際、道のりと時間と速さの関係を式で表したものを

利用して、道のりが決まっている場合に道のりを定数とみて、時間と速さの関係が反比例になっていることを捉える

ことができるよう指導することが大切である。（ 時間×速さ＝道のり → 時間＝道のり÷速さ ）

 
 
 
 

○事象から数量の関係を見いだし、見通しをもって問題解決に取り組む活動の充実
日常的な事象における数量の関係が積で表された式について、３つの数量のうちの１つを一定とみることで残りの

２つの数量の関係が比例や反比例になることをとらえることを通して、積で表された式の数学的な意味の理解を深め

る活動を充実させることが大切です。 （『平成2２年度全国学力・学習状況調査結果の概要』による。） 

授業事例：平成2２年度授業アイディア例（国立教育政策研究所教科研究センター）P.10 

これまでに示した指導改善のポイント

【課題が見られる設問の例】Ｂ問題１ 事象の数学的な表現と解釈（プロジェクター）

中学校数学

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
《出題の趣旨》

事象を式の意味に即して解釈し、その結果について、数学的な表現を用いて説明することができるかどうかをみる。

《学習指導要領における領域・内容》

〔第１学年〕Ｃ 関数

具体的な事象の中から二つの数量を取り出し、それらの変化や対応を調べることを通して、比例、

反比例の関係についての理解を深めるとともに、関数関係を見いだし表現し考察する能力を培う。

エ 比例、反比例を表、式、グラフなどで表し、それらの特徴を理解すること。

オ 比例、反比例を用いて具体的な事象をとらえ説明すること。

解答類型
類型

番号

高知県

反応率

（％）

全国

反応率

（％）

○ 正答率は ％であ

り、事象を式の意味に

即して解釈し、その結

果について、数学的な

表現を用いて説明する

ことに課題がある。

○ 解答類型６の反応率

は ％であり、与え

られた言葉の式を根拠

として説明できていな

い解答が多く見られ

た。

○ 解答類型８の反応率

は ％であり、与え

られた言葉の式から数

量の関係を捉えること

ができていないと考え

られる。

（正答の条件）

イを選択し、次の a 、b のいずれかについて記述しているもの。
a 映像の明るさが投映画面の面積に反比例すること。

b 文字や数値を用いて、投映画面の面積を 倍にすると映像

の明るさはいつも２倍になること。

   

イ
を
選
択 

・ a について記述しているもの。 １◎ 

・ a について記述が十分でないもの。 ２○ 

・ b について記述しているもの。 ３◎ 
・ b について、一般的に成り立つことについて記述して
いないが、投映画面の面積を 倍にすると映像の明るさ

は２倍になることを記述しているもの。

４○ 

・式の読み取りに関する記述や計算などに誤りがあるもの。 ５ 

・上記以外の解答 ６ 

・無解答 ７ 

・アを選択しているもの ８ 

・上記以外の解答 ９ 

・無解答 ０ 

学習指導に当たって

日常的な事象における３つの数量の関係について、言葉で表された式を取り上げ、３つの数量のうち１つを定数と

みて、残りの２つの数量の関係を捉える場面を設定する。例えば、この設問以外で３つの数量の関係についての題材

として、道のり、時間、速さを取り扱うことが考えられる。その際、道のりと時間と速さの関係を式で表したものを

利用して、道のりが決まっている場合に道のりを定数とみて、時間と速さの関係が反比例になっていることを捉える

ことができるよう指導することが大切である。（ 時間×速さ＝道のり → 時間＝道のり÷速さ ）

 
 
 
 

○事象から数量の関係を見いだし、見通しをもって問題解決に取り組む活動の充実
日常的な事象における数量の関係が積で表された式について、３つの数量のうちの１つを一定とみることで残りの

２つの数量の関係が比例や反比例になることをとらえることを通して、積で表された式の数学的な意味の理解を深め

る活動を充実させることが大切です。 （『平成2２年度全国学力・学習状況調査結果の概要』による。） 

授業事例：平成2２年度授業アイディア例（国立教育政策研究所教科研究センター）P.10 

これまでに示した指導改善のポイント

【課題が見られる設問の例】Ｂ問題１ 事象の数学的な表現と解釈（プロジェクター）

中学校数学

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
《出題の趣旨》

事象を式の意味に即して解釈し、その結果について、数学的な表現を用いて説明することができるかどうかをみる。

《学習指導要領における領域・内容》

〔第１学年〕Ｃ 関数

具体的な事象の中から二つの数量を取り出し、それらの変化や対応を調べることを通して、比例、

反比例の関係についての理解を深めるとともに、関数関係を見いだし表現し考察する能力を培う。

エ 比例、反比例を表、式、グラフなどで表し、それらの特徴を理解すること。

オ 比例、反比例を用いて具体的な事象をとらえ説明すること。

解答類型
類型

番号

高知県

反応率

（％）

全国

反応率

（％）

○ 正答率は ％であ

り、事象を式の意味に

即して解釈し、その結

果について、数学的な

表現を用いて説明する

ことに課題がある。

○ 解答類型６の反応率

は ％であり、与え

られた言葉の式を根拠

として説明できていな

い解答が多く見られ

た。

○ 解答類型８の反応率

は ％であり、与え

られた言葉の式から数

量の関係を捉えること

ができていないと考え

られる。

（正答の条件）

イを選択し、次の a 、b のいずれかについて記述しているもの。
a 映像の明るさが投映画面の面積に反比例すること。

b 文字や数値を用いて、投映画面の面積を 倍にすると映像

の明るさはいつも２倍になること。

   

イ
を
選
択 

・ a について記述しているもの。 １◎ 

・ a について記述が十分でないもの。 ２○ 

・ b について記述しているもの。 ３◎ 
・ b について、一般的に成り立つことについて記述して
いないが、投映画面の面積を 倍にすると映像の明るさ

は２倍になることを記述しているもの。

４○ 

・式の読み取りに関する記述や計算などに誤りがあるもの。 ５ 

・上記以外の解答 ６ 

・無解答 ７ 

・アを選択しているもの ８ 

・上記以外の解答 ９ 

・無解答 ０ 

学習指導に当たって

日常的な事象における３つの数量の関係について、言葉で表された式を取り上げ、３つの数量のうち１つを定数と

みて、残りの２つの数量の関係を捉える場面を設定する。例えば、この設問以外で３つの数量の関係についての題材

として、道のり、時間、速さを取り扱うことが考えられる。その際、道のりと時間と速さの関係を式で表したものを

利用して、道のりが決まっている場合に道のりを定数とみて、時間と速さの関係が反比例になっていることを捉える

ことができるよう指導することが大切である。（ 時間×速さ＝道のり → 時間＝道のり÷速さ ）

 
 
 
 

○事象から数量の関係を見いだし、見通しをもって問題解決に取り組む活動の充実
日常的な事象における数量の関係が積で表された式について、３つの数量のうちの１つを一定とみることで残りの

２つの数量の関係が比例や反比例になることをとらえることを通して、積で表された式の数学的な意味の理解を深め

る活動を充実させることが大切です。 （『平成2２年度全国学力・学習状況調査結果の概要』による。） 

授業事例：平成2２年度授業アイディア例（国立教育政策研究所教科研究センター）P.10 

これまでに示した指導改善のポイント

【課題が見られる設問の例】Ｂ問題１ 事象の数学的な表現と解釈（プロジェクター）

中学校数学

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
《出題の趣旨》

事象を式の意味に即して解釈し、その結果について、数学的な表現を用いて説明することができるかどうかをみる。

《学習指導要領における領域・内容》

〔第１学年〕Ｃ 関数

具体的な事象の中から二つの数量を取り出し、それらの変化や対応を調べることを通して、比例、

反比例の関係についての理解を深めるとともに、関数関係を見いだし表現し考察する能力を培う。

エ 比例、反比例を表、式、グラフなどで表し、それらの特徴を理解すること。

オ 比例、反比例を用いて具体的な事象をとらえ説明すること。

解答類型
類型

番号

高知県

反応率

（％）

全国

反応率

（％）

○ 正答率は ％であ

り、事象を式の意味に

即して解釈し、その結

果について、数学的な

表現を用いて説明する

ことに課題がある。

○ 解答類型６の反応率

は ％であり、与え

られた言葉の式を根拠

として説明できていな

い解答が多く見られ

た。

○ 解答類型８の反応率

は ％であり、与え

られた言葉の式から数

量の関係を捉えること

ができていないと考え

られる。

（正答の条件）

イを選択し、次の a 、b のいずれかについて記述しているもの。
a 映像の明るさが投映画面の面積に反比例すること。

b 文字や数値を用いて、投映画面の面積を 倍にすると映像

の明るさはいつも２倍になること。

   

イ
を
選
択 

・ a について記述しているもの。 １◎ 

・ a について記述が十分でないもの。 ２○ 

・ b について記述しているもの。 ３◎ 
・ b について、一般的に成り立つことについて記述して
いないが、投映画面の面積を 倍にすると映像の明るさ

は２倍になることを記述しているもの。

４○ 

・式の読み取りに関する記述や計算などに誤りがあるもの。 ５ 

・上記以外の解答 ６ 

・無解答 ７ 

・アを選択しているもの ８ 

・上記以外の解答 ９ 

・無解答 ０ 

学習指導に当たって

日常的な事象における３つの数量の関係について、言葉で表された式を取り上げ、３つの数量のうち１つを定数と

みて、残りの２つの数量の関係を捉える場面を設定する。例えば、この設問以外で３つの数量の関係についての題材

として、道のり、時間、速さを取り扱うことが考えられる。その際、道のりと時間と速さの関係を式で表したものを

利用して、道のりが決まっている場合に道のりを定数とみて、時間と速さの関係が反比例になっていることを捉える

ことができるよう指導することが大切である。（ 時間×速さ＝道のり → 時間＝道のり÷速さ ）

 
 
 
 

○事象から数量の関係を見いだし、見通しをもって問題解決に取り組む活動の充実
日常的な事象における数量の関係が積で表された式について、３つの数量のうちの１つを一定とみることで残りの

２つの数量の関係が比例や反比例になることをとらえることを通して、積で表された式の数学的な意味の理解を深め

る活動を充実させることが大切です。 （『平成2２年度全国学力・学習状況調査結果の概要』による。） 

授業事例：平成2２年度授業アイディア例（国立教育政策研究所教科研究センター）P.10 

これまでに示した指導改善のポイント

【課題が見られる設問の例】Ｂ問題１ 事象の数学的な表現と解釈（プロジェクター）

中学校数学

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
《出題の趣旨》

事象を式の意味に即して解釈し、その結果について、数学的な表現を用いて説明することができるかどうかをみる。

《学習指導要領における領域・内容》

〔第１学年〕Ｃ 関数

具体的な事象の中から二つの数量を取り出し、それらの変化や対応を調べることを通して、比例、

反比例の関係についての理解を深めるとともに、関数関係を見いだし表現し考察する能力を培う。

エ 比例、反比例を表、式、グラフなどで表し、それらの特徴を理解すること。

オ 比例、反比例を用いて具体的な事象をとらえ説明すること。

解答類型
類型

番号

高知県

反応率

（％）

全国

反応率

（％）

○ 正答率は ％であ

り、事象を式の意味に

即して解釈し、その結

果について、数学的な

表現を用いて説明する

ことに課題がある。

○ 解答類型６の反応率

は ％であり、与え

られた言葉の式を根拠

として説明できていな

い解答が多く見られ

た。

○ 解答類型８の反応率

は ％であり、与え

られた言葉の式から数

量の関係を捉えること

ができていないと考え

られる。

（正答の条件）

イを選択し、次の a 、b のいずれかについて記述しているもの。
a 映像の明るさが投映画面の面積に反比例すること。

b 文字や数値を用いて、投映画面の面積を 倍にすると映像

の明るさはいつも２倍になること。

   

イ
を
選
択 

・ a について記述しているもの。 １◎ 

・ a について記述が十分でないもの。 ２○ 

・ b について記述しているもの。 ３◎ 
・ b について、一般的に成り立つことについて記述して
いないが、投映画面の面積を 倍にすると映像の明るさ

は２倍になることを記述しているもの。

４○ 

・式の読み取りに関する記述や計算などに誤りがあるもの。 ５ 

・上記以外の解答 ６ 

・無解答 ７ 

・アを選択しているもの ８ 

・上記以外の解答 ９ 

・無解答 ０ 

学習指導に当たって

日常的な事象における３つの数量の関係について、言葉で表された式を取り上げ、３つの数量のうち１つを定数と

みて、残りの２つの数量の関係を捉える場面を設定する。例えば、この設問以外で３つの数量の関係についての題材

として、道のり、時間、速さを取り扱うことが考えられる。その際、道のりと時間と速さの関係を式で表したものを

利用して、道のりが決まっている場合に道のりを定数とみて、時間と速さの関係が反比例になっていることを捉える

ことができるよう指導することが大切である。（ 時間×速さ＝道のり → 時間＝道のり÷速さ ）

 
 
 
 

○事象から数量の関係を見いだし、見通しをもって問題解決に取り組む活動の充実
日常的な事象における数量の関係が積で表された式について、３つの数量のうちの１つを一定とみることで残りの

２つの数量の関係が比例や反比例になることをとらえることを通して、積で表された式の数学的な意味の理解を深め

る活動を充実させることが大切です。 （『平成2２年度全国学力・学習状況調査結果の概要』による。） 

授業事例：平成2２年度授業アイディア例（国立教育政策研究所教科研究センター）P.10 

これまでに示した指導改善のポイント

【課題が見られる設問の例】Ｂ問題１ 事象の数学的な表現と解釈（プロジェクター）

中学校数学

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
《出題の趣旨》

事象を式の意味に即して解釈し、その結果について、数学的な表現を用いて説明することができるかどうかをみる。

《学習指導要領における領域・内容》

〔第１学年〕Ｃ 関数

具体的な事象の中から二つの数量を取り出し、それらの変化や対応を調べることを通して、比例、

反比例の関係についての理解を深めるとともに、関数関係を見いだし表現し考察する能力を培う。

エ 比例、反比例を表、式、グラフなどで表し、それらの特徴を理解すること。

オ 比例、反比例を用いて具体的な事象をとらえ説明すること。

解答類型
類型

番号

高知県

反応率

（％）

全国

反応率

（％）

○ 正答率は ％であ

り、事象を式の意味に

即して解釈し、その結

果について、数学的な

表現を用いて説明する

ことに課題がある。

○ 解答類型６の反応率

は ％であり、与え

られた言葉の式を根拠

として説明できていな

い解答が多く見られ

た。

○ 解答類型８の反応率

は ％であり、与え

られた言葉の式から数

量の関係を捉えること

ができていないと考え

られる。

（正答の条件）

イを選択し、次の a 、b のいずれかについて記述しているもの。
a 映像の明るさが投映画面の面積に反比例すること。

b 文字や数値を用いて、投映画面の面積を 倍にすると映像

の明るさはいつも２倍になること。

   

イ
を
選
択 

・ a について記述しているもの。 １◎ 

・ a について記述が十分でないもの。 ２○ 

・ b について記述しているもの。 ３◎ 
・ b について、一般的に成り立つことについて記述して
いないが、投映画面の面積を 倍にすると映像の明るさ

は２倍になることを記述しているもの。

４○ 

・式の読み取りに関する記述や計算などに誤りがあるもの。 ５ 

・上記以外の解答 ６ 

・無解答 ７ 

・アを選択しているもの ８ 

・上記以外の解答 ９ 

・無解答 ０ 

学習指導に当たって

日常的な事象における３つの数量の関係について、言葉で表された式を取り上げ、３つの数量のうち１つを定数と

みて、残りの２つの数量の関係を捉える場面を設定する。例えば、この設問以外で３つの数量の関係についての題材

として、道のり、時間、速さを取り扱うことが考えられる。その際、道のりと時間と速さの関係を式で表したものを

利用して、道のりが決まっている場合に道のりを定数とみて、時間と速さの関係が反比例になっていることを捉える

ことができるよう指導することが大切である。（ 時間×速さ＝道のり → 時間＝道のり÷速さ ）

 
 
 
 

○事象から数量の関係を見いだし、見通しをもって問題解決に取り組む活動の充実
日常的な事象における数量の関係が積で表された式について、３つの数量のうちの１つを一定とみることで残りの

２つの数量の関係が比例や反比例になることをとらえることを通して、積で表された式の数学的な意味の理解を深め

る活動を充実させることが大切です。 （『平成2２年度全国学力・学習状況調査結果の概要』による。） 

授業事例：平成2２年度授業アイディア例（国立教育政策研究所教科研究センター）P.10 

これまでに示した指導改善のポイント

【課題が見られる設問の例】Ｂ問題１ 事象の数学的な表現と解釈（プロジェクター）

小学校国語

 

 
 
 
 
 
 
 
 

《出題の趣旨》

目的や意図に応じ、取材した内容を整理しながら記事を書くことができるかどうかをみる。

《学習指導要領における領域・内容》

〔第５学年及び第６学年〕Ｂ 書くこと
ウ 事実と感想、意見などとを区別するとともに、目的や意図に応じて簡単に書いたり詳しく書いた
りすること。《記述》

解答類型
類型

番号

高知県

反応率

（％）

全国

反応率

（％）

○ 正答率は ％、目
的や意図に応じ、取材
した内容を整理しな
がら記事を書くこと
に、依然として課題が
ある。 

 
○ 誤答について見る
と、解答類型４の反応
率が ％である。こ
れは、   部の理由と
して、条件①ａの「（一
年生のみんなに）様々
な形を教えてあげた
ら喜んでくれた」、ま
たは、条件① の「目
を細めながら明るい
声」のいずれか一方の
みの解答であり、複数
の情報を的確に関係
付けてまとめること
ができていないと考
えられる。 

（正答の条件） 
次の条件を満たして解答している。 
① 以下の内容を合わせて書いている。 
「（一年生のみんなに）様々な形を教えてあげたら喜んでくれた」

目を細めながら明るい声

＊「目を細めている」、「明るい声」のいずれか一方のみを取り上げてい

るものも含む。

② 一文で書いている。 
③ 書き出しの言葉に続けて、 字以上、 字以内で書いている。 
（正答例） 
・（「また、参加された中田とよさんは、」）「一年生のみんなに様々な形を教
えてあげたら喜んでくれた」と、目を細めながら明るい声で話してくだ

さいました。（ 字） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

・条件①ａ、ｂの両方と、条件②、③を満たしているもの １◎ 
・条件①ａ、ｂの両方と、条件②は満たしているが、条件③を満たさない

していないもの 
２ 

・条件①ａ、ｂの両方を満たしているが、条件②は満たしていないもの 
＊条件③を満たしているかどうかは不問とする。 

３ 

・条件①ａまたはｂのいずれか一方を満たしているもの 
＊条件②、③を満たしているかどうかは不問とする。 

４ 

・上記以外の解答 ９ 
・無解答 ０ 
学習指導に当たって

目的や意図に応じ、取材した複数の内容を整理して記事を書く

取材した内容を新聞記事として書く際、事実と感想、意見などとを区別するとともに、目的や意図に応じ、伝えたい

内容が十分に伝わるように、取材した複数の内容を整理して書くことが必要である。 
具体的には、読み手に伝えたいことの中心を明確にした上で、自分で調べた内容や、関係者に取材した事柄の中から

取捨選択し、伝えたいことが読み手に伝わるように、整理して記事を書く指導が考えられる。 
 
 
 
 

○一つ一つの事実に対する自分の考えをもち、編集の目的や意図に応じた自分の考えの中心を明確にしながら一定の

条件に合わせて書くことが大切です。

（『平成2５年度全国学力・学習状況調査結果の概要』による。） 

これまでに示した指導改善のポイント

【課題が見られる設問の例】Ｂ問題１三 目的や意図に応じて新聞を書く〈学校新聞〉

１

東
小
学
校
の
新
聞
委
員
会
の
木
村
さ
ん
た

ち
は
、
月
ご
と
の
学
校
の
様
子
を
新
聞
に
ま

と
め
て
地
域
の
方
々
に
伝
え
て
い
ま
す
。
木

村
さ
ん
た
ち
は
、
次
の
【
ふ
れ
あ
い
新
聞
（
六

月
号
）】
を
書
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
よ
く
読

ん
で
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
ま
し
ょ
う
。 

    三

【
ふ
れ
あ
い
新
聞
（
六
月
号
）
】
の
Ｃ
ア
Ｃ

の
中
に
は
、
あ
や
と
り
の
コ
ー
ナ
ー
に
参
加

し
た
中
田
と
よ
さ
ん
の
感
想
を
の
せ
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。
次
の
【
中
田
と
よ
さ
ん
へ
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
様
子
】
の
内
容
を
ま
と
め

て
書
き
ま
す
。
あ
と
の
条
件
に
合
わ
せ
て
書

き
ま
し
ょ
う
。 

 

〈
条
件
〉 

○

＊

部
に
つ
い
て
の
理
由
が
分
か
る

言
葉
を
、
〈
話
し
た
内
容
〉
の
中
か
ら
「

」

を
使
っ
て
取
り
だ
し
、
そ
の
言
葉
と
〈
表
情

や
声
の
調
子
〉
の
中
の
内
容
を
合
わ
せ
て
、

一
文
で
書
く
こ
と
。

○

書
き
出
し
の
文
に
続
け
て
、
四
十
字
以
上
、

七
十
字
で
書
く
こ
と
。
な
お
、
書
き
出
し
の

文
は
、
字
数
に
ふ
く
む
。

    

小学校国語

 

 
 
 
 
 
 
 
 

《出題の趣旨》

目的や意図に応じ、取材した内容を整理しながら記事を書くことができるかどうかをみる。

《学習指導要領における領域・内容》

〔第５学年及び第６学年〕Ｂ 書くこと
ウ 事実と感想、意見などとを区別するとともに、目的や意図に応じて簡単に書いたり詳しく書いた
りすること。《記述》

解答類型
類型

番号

高知県

反応率

（％）

全国

反応率

（％）

○ 正答率は ％、目
的や意図に応じ、取材
した内容を整理しな
がら記事を書くこと
に、依然として課題が
ある。 

 
○ 誤答について見る
と、解答類型４の反応
率が ％である。こ
れは、   部の理由と
して、条件①ａの「（一
年生のみんなに）様々
な形を教えてあげた
ら喜んでくれた」、ま
たは、条件① の「目
を細めながら明るい
声」のいずれか一方の
みの解答であり、複数
の情報を的確に関係
付けてまとめること
ができていないと考
えられる。 

（正答の条件） 
次の条件を満たして解答している。 
① 以下の内容を合わせて書いている。 
「（一年生のみんなに）様々な形を教えてあげたら喜んでくれた」

目を細めながら明るい声

＊「目を細めている」、「明るい声」のいずれか一方のみを取り上げてい

るものも含む。

② 一文で書いている。 
③ 書き出しの言葉に続けて、 字以上、 字以内で書いている。 
（正答例） 
・（「また、参加された中田とよさんは、」）「一年生のみんなに様々な形を教
えてあげたら喜んでくれた」と、目を細めながら明るい声で話してくだ

さいました。（ 字） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

・条件①ａ、ｂの両方と、条件②、③を満たしているもの １◎ 
・条件①ａ、ｂの両方と、条件②は満たしているが、条件③を満たさない

していないもの 
２ 

・条件①ａ、ｂの両方を満たしているが、条件②は満たしていないもの 
＊条件③を満たしているかどうかは不問とする。 
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取材した内容を新聞記事として書く際、事実と感想、意見などとを区別するとともに、目的や意図に応じ、伝えたい

内容が十分に伝わるように、取材した複数の内容を整理して書くことが必要である。 
具体的には、読み手に伝えたいことの中心を明確にした上で、自分で調べた内容や、関係者に取材した事柄の中から

取捨選択し、伝えたいことが読み手に伝わるように、整理して記事を書く指導が考えられる。 
 
 
 
 

○一つ一つの事実に対する自分の考えをもち、編集の目的や意図に応じた自分の考えの中心を明確にしながら一定の

条件に合わせて書くことが大切です。

（『平成2５年度全国学力・学習状況調査結果の概要』による。） 

これまでに示した指導改善のポイント
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《出題の趣旨》

目的や意図に応じ、取材した内容を整理しながら記事を書くことができるかどうかをみる。

《学習指導要領における領域・内容》

〔第５学年及び第６学年〕Ｂ 書くこと
ウ 事実と感想、意見などとを区別するとともに、目的や意図に応じて簡単に書いたり詳しく書いた
りすること。《記述》

解答類型
類型

番号
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反応率
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全国

反応率

（％）

○ 正答率は ％、目
的や意図に応じ、取材
した内容を整理しな
がら記事を書くこと
に、依然として課題が
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○ 誤答について見る
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率が ％である。こ
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な形を教えてあげた
ら喜んでくれた」、ま
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を細めながら明るい
声」のいずれか一方の
みの解答であり、複数
の情報を的確に関係
付けてまとめること
ができていないと考
えられる。 

（正答の条件） 
次の条件を満たして解答している。 
① 以下の内容を合わせて書いている。 
「（一年生のみんなに）様々な形を教えてあげたら喜んでくれた」

目を細めながら明るい声

＊「目を細めている」、「明るい声」のいずれか一方のみを取り上げてい

るものも含む。

② 一文で書いている。 
③ 書き出しの言葉に続けて、 字以上、 字以内で書いている。 
（正答例） 
・（「また、参加された中田とよさんは、」）「一年生のみんなに様々な形を教
えてあげたら喜んでくれた」と、目を細めながら明るい声で話してくだ

さいました。（ 字） 
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《出題の趣旨》

目的や意図に応じ、取材した内容を整理しながら記事を書くことができるかどうかをみる。

《学習指導要領における領域・内容》

〔第５学年及び第６学年〕Ｂ 書くこと
ウ 事実と感想、意見などとを区別するとともに、目的や意図に応じて簡単に書いたり詳しく書いた
りすること。《記述》

解答類型
類型

番号

高知県

反応率

（％）

全国

反応率

（％）

○ 正答率は ％、目
的や意図に応じ、取材
した内容を整理しな
がら記事を書くこと
に、依然として課題が
ある。 

 
○ 誤答について見る
と、解答類型４の反応
率が ％である。こ
れは、   部の理由と
して、条件①ａの「（一
年生のみんなに）様々
な形を教えてあげた
ら喜んでくれた」、ま
たは、条件① の「目
を細めながら明るい
声」のいずれか一方の
みの解答であり、複数
の情報を的確に関係
付けてまとめること
ができていないと考
えられる。 

（正答の条件） 
次の条件を満たして解答している。 
① 以下の内容を合わせて書いている。 
「（一年生のみんなに）様々な形を教えてあげたら喜んでくれた」

目を細めながら明るい声

＊「目を細めている」、「明るい声」のいずれか一方のみを取り上げてい

るものも含む。

② 一文で書いている。 
③ 書き出しの言葉に続けて、 字以上、 字以内で書いている。 
（正答例） 
・（「また、参加された中田とよさんは、」）「一年生のみんなに様々な形を教
えてあげたら喜んでくれた」と、目を細めながら明るい声で話してくだ

さいました。（ 字） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

・条件①ａ、ｂの両方と、条件②、③を満たしているもの １◎ 
・条件①ａ、ｂの両方と、条件②は満たしているが、条件③を満たさない

していないもの 
２ 

・条件①ａ、ｂの両方を満たしているが、条件②は満たしていないもの 
＊条件③を満たしているかどうかは不問とする。 

３ 

・条件①ａまたはｂのいずれか一方を満たしているもの 
＊条件②、③を満たしているかどうかは不問とする。 

４ 

・上記以外の解答 ９ 
・無解答 ０ 
学習指導に当たって

目的や意図に応じ、取材した複数の内容を整理して記事を書く

取材した内容を新聞記事として書く際、事実と感想、意見などとを区別するとともに、目的や意図に応じ、伝えたい

内容が十分に伝わるように、取材した複数の内容を整理して書くことが必要である。 
具体的には、読み手に伝えたいことの中心を明確にした上で、自分で調べた内容や、関係者に取材した事柄の中から

取捨選択し、伝えたいことが読み手に伝わるように、整理して記事を書く指導が考えられる。 
 
 
 
 

○一つ一つの事実に対する自分の考えをもち、編集の目的や意図に応じた自分の考えの中心を明確にしながら一定の

条件に合わせて書くことが大切です。

（『平成2５年度全国学力・学習状況調査結果の概要』による。） 

これまでに示した指導改善のポイント

【課題が見られる設問の例】Ｂ問題１三 目的や意図に応じて新聞を書く〈学校新聞〉

１

東
小
学
校
の
新
聞
委
員
会
の
木
村
さ
ん
た

ち
は
、
月
ご
と
の
学
校
の
様
子
を
新
聞
に
ま

と
め
て
地
域
の
方
々
に
伝
え
て
い
ま
す
。
木

村
さ
ん
た
ち
は
、
次
の
【
ふ
れ
あ
い
新
聞
（
六

月
号
）】
を
書
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
よ
く
読

ん
で
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
ま
し
ょ
う
。 

    三

【
ふ
れ
あ
い
新
聞
（
六
月
号
）
】
の
Ｃ
ア
Ｃ

の
中
に
は
、
あ
や
と
り
の
コ
ー
ナ
ー
に
参
加

し
た
中
田
と
よ
さ
ん
の
感
想
を
の
せ
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。
次
の
【
中
田
と
よ
さ
ん
へ
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
様
子
】
の
内
容
を
ま
と
め

て
書
き
ま
す
。
あ
と
の
条
件
に
合
わ
せ
て
書

き
ま
し
ょ
う
。 

 

〈
条
件
〉 

○

＊

部
に
つ
い
て
の
理
由
が
分
か
る

言
葉
を
、
〈
話
し
た
内
容
〉
の
中
か
ら
「

」

を
使
っ
て
取
り
だ
し
、
そ
の
言
葉
と
〈
表
情

や
声
の
調
子
〉
の
中
の
内
容
を
合
わ
せ
て
、

一
文
で
書
く
こ
と
。

○

書
き
出
し
の
文
に
続
け
て
、
四
十
字
以
上
、

七
十
字
で
書
く
こ
と
。
な
お
、
書
き
出
し
の

文
は
、
字
数
に
ふ
く
む
。

    小学校国語

 

 
 
 
 
 
 
 
 

《出題の趣旨》

目的や意図に応じ、取材した内容を整理しながら記事を書くことができるかどうかをみる。

《学習指導要領における領域・内容》

〔第５学年及び第６学年〕Ｂ 書くこと
ウ 事実と感想、意見などとを区別するとともに、目的や意図に応じて簡単に書いたり詳しく書いた
りすること。《記述》

解答類型
類型

番号

高知県

反応率

（％）

全国

反応率

（％）

○ 正答率は ％、目
的や意図に応じ、取材
した内容を整理しな
がら記事を書くこと
に、依然として課題が
ある。 

 
○ 誤答について見る
と、解答類型４の反応
率が ％である。こ
れは、   部の理由と
して、条件①ａの「（一
年生のみんなに）様々
な形を教えてあげた
ら喜んでくれた」、ま
たは、条件① の「目
を細めながら明るい
声」のいずれか一方の
みの解答であり、複数
の情報を的確に関係
付けてまとめること
ができていないと考
えられる。 

（正答の条件） 
次の条件を満たして解答している。 
① 以下の内容を合わせて書いている。 
「（一年生のみんなに）様々な形を教えてあげたら喜んでくれた」

目を細めながら明るい声

＊「目を細めている」、「明るい声」のいずれか一方のみを取り上げてい

るものも含む。

② 一文で書いている。 
③ 書き出しの言葉に続けて、 字以上、 字以内で書いている。 
（正答例） 
・（「また、参加された中田とよさんは、」）「一年生のみんなに様々な形を教
えてあげたら喜んでくれた」と、目を細めながら明るい声で話してくだ

さいました。（ 字） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

・条件①ａ、ｂの両方と、条件②、③を満たしているもの １◎ 
・条件①ａ、ｂの両方と、条件②は満たしているが、条件③を満たさない

していないもの 
２ 

・条件①ａ、ｂの両方を満たしているが、条件②は満たしていないもの 
＊条件③を満たしているかどうかは不問とする。 

３ 

・条件①ａまたはｂのいずれか一方を満たしているもの 
＊条件②、③を満たしているかどうかは不問とする。 

４ 

・上記以外の解答 ９ 
・無解答 ０ 
学習指導に当たって

目的や意図に応じ、取材した複数の内容を整理して記事を書く

取材した内容を新聞記事として書く際、事実と感想、意見などとを区別するとともに、目的や意図に応じ、伝えたい

内容が十分に伝わるように、取材した複数の内容を整理して書くことが必要である。 
具体的には、読み手に伝えたいことの中心を明確にした上で、自分で調べた内容や、関係者に取材した事柄の中から

取捨選択し、伝えたいことが読み手に伝わるように、整理して記事を書く指導が考えられる。 
 
 
 
 

○一つ一つの事実に対する自分の考えをもち、編集の目的や意図に応じた自分の考えの中心を明確にしながら一定の

条件に合わせて書くことが大切です。

（『平成2５年度全国学力・学習状況調査結果の概要』による。） 

これまでに示した指導改善のポイント

【課題が見られる設問の例】Ｂ問題１三 目的や意図に応じて新聞を書く〈学校新聞〉
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の
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の
内
容
を
ま
と
め

て
書
き
ま
す
。
あ
と
の
条
件
に
合
わ
せ
て
書

き
ま
し
ょ
う
。 

 

〈
条
件
〉 

○

＊

部
に
つ
い
て
の
理
由
が
分
か
る

言
葉
を
、
〈
話
し
た
内
容
〉
の
中
か
ら
「

」

を
使
っ
て
取
り
だ
し
、
そ
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小学校国語

 

 
 
 
 
 
 
 
 

《出題の趣旨》

目的や意図に応じ、取材した内容を整理しながら記事を書くことができるかどうかをみる。

《学習指導要領における領域・内容》

〔第５学年及び第６学年〕Ｂ 書くこと
ウ 事実と感想、意見などとを区別するとともに、目的や意図に応じて簡単に書いたり詳しく書いた
りすること。《記述》

解答類型
類型

番号

高知県

反応率

（％）

全国

反応率

（％）

○ 正答率は ％、目
的や意図に応じ、取材
した内容を整理しな
がら記事を書くこと
に、依然として課題が
ある。 

 
○ 誤答について見る
と、解答類型４の反応
率が ％である。こ
れは、   部の理由と
して、条件①ａの「（一
年生のみんなに）様々
な形を教えてあげた
ら喜んでくれた」、ま
たは、条件① の「目
を細めながら明るい
声」のいずれか一方の
みの解答であり、複数
の情報を的確に関係
付けてまとめること
ができていないと考
えられる。 

（正答の条件） 
次の条件を満たして解答している。 
① 以下の内容を合わせて書いている。 
「（一年生のみんなに）様々な形を教えてあげたら喜んでくれた」

目を細めながら明るい声

＊「目を細めている」、「明るい声」のいずれか一方のみを取り上げてい

るものも含む。

② 一文で書いている。 
③ 書き出しの言葉に続けて、 字以上、 字以内で書いている。 
（正答例） 
・（「また、参加された中田とよさんは、」）「一年生のみんなに様々な形を教
えてあげたら喜んでくれた」と、目を細めながら明るい声で話してくだ

さいました。（ 字） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

・条件①ａ、ｂの両方と、条件②、③を満たしているもの １◎ 
・条件①ａ、ｂの両方と、条件②は満たしているが、条件③を満たさない

していないもの 
２ 

・条件①ａ、ｂの両方を満たしているが、条件②は満たしていないもの 
＊条件③を満たしているかどうかは不問とする。 

３ 

・条件①ａまたはｂのいずれか一方を満たしているもの 
＊条件②、③を満たしているかどうかは不問とする。 

４ 

・上記以外の解答 ９ 
・無解答 ０ 
学習指導に当たって

目的や意図に応じ、取材した複数の内容を整理して記事を書く

取材した内容を新聞記事として書く際、事実と感想、意見などとを区別するとともに、目的や意図に応じ、伝えたい

内容が十分に伝わるように、取材した複数の内容を整理して書くことが必要である。 
具体的には、読み手に伝えたいことの中心を明確にした上で、自分で調べた内容や、関係者に取材した事柄の中から

取捨選択し、伝えたいことが読み手に伝わるように、整理して記事を書く指導が考えられる。 
 
 
 
 

○一つ一つの事実に対する自分の考えをもち、編集の目的や意図に応じた自分の考えの中心を明確にしながら一定の

条件に合わせて書くことが大切です。

（『平成2５年度全国学力・学習状況調査結果の概要』による。） 

これまでに示した指導改善のポイント

【課題が見られる設問の例】Ｂ問題１三 目的や意図に応じて新聞を書く〈学校新聞〉
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。

    

1−2

1−2

小学校算数

 

 

《出題の趣旨》

概数を用いた見積りの結果とそれに基づく判断を理解し、３０００個集めればよい理由を、言葉と数を用いて記述できるかどうか

をみる。

《学習指導要領における領域・内容》

〔第４学年〕Ａ 数と計算

２ 概数について理解し、目的に応じて用いることができるようにする。

ア 概数が用いられる場合について知ること。

イ 四捨五入について知ること。

ウ 目的に応じて四則計算の結果の見積りをすること。

解答類型
類型

番号

高知県

反応率

（ ）

全国

反応率

（ ）

○ 正答率は ％、

であり、目的に応じ

た見積り方で求め

た結果を基に

個集めればよい理

由を記述すること

に課題がある。 
○ 誤答について見

ると、解答類型７の

反応率が ％で

ある。問題に示され

ている内容は記述

できているが、見積

り方や見積りの結

果の大小関係につ

いて、正しく記述で

きていないと考え

られる。また、Ｂ４

（２）の解答状況か

らも、見積りの結果

を正しく解釈でき

ていないことが考

えられる。

（正答の条件） 
次の①、②、③、④の全てまたは①、②、③または①、③、④または①、③を

書いている。 
① （はるかさんは）実際の数より小さい数にして見積もっていること 
② はるかさんの見積りの結果は （個）であること 
③ 集めた個数の合計は見積りの結果 （個）以上であること 
④ 実際には足りない個数は 月に集める個数（ 個）以下であること、

または、 月に集める個数（ 個）集めれば目標（ 個）に達する

こと 
（正答例）

実際の数より小さい数にして和が だから、集めた個数の合計が

個以上であることはわかります。だから、実際に足りない個数は

個以下です。つまり、 月に 個集めれば目標の 個に達する

からです。

 
   

・①、②、③、④または、①、②、③または、①、③、④または、①、③を書

いているもの 
１◎ 

・①、②、④、または、①、②を書いているもの ２○ 
・①、④を書いているもの ３ 
・①を書いているもの ４ 
・①の誤りを書いているもの ５ 
・②、③、④または、②、③または、③、④または、③を書いているもの ６ 
・②、④または④を書いているもの ７ 
・②を書いているもの ８ 
・上記以外の解答 ９ 
・無解答 ０ 
学習指導に当たって
見積り方や見積りの結果を基に、根拠となる事柄を過不足なく説明できるようにする

目的に応じた見積りの学習において、判断したことの根拠を過不足なく挙げて説明する場を学習指導の中に取り

入れることが大切である。例えば、「どのような概数で計算したのか」、「計算の結果はどうなったのか」、「概数と実

際の数の計算における結果とを比較して言えることは何か」を説明する際、目的と見積り方を関連付けたり、見積

りの結果を目的と関連付けたりすることにより、筋道の立った説明へと練り上げていくことが考えられる。 
 
 

 
○目的に応じて計算の結果の見積りをし、計算の仕方や結果について適切に判断できる活動などを位置付け、見積り

を生活や学習の場面の中で活用することができる力を育てていくことが大切です。

（『平成2５年度高知県学力定着状況調査結果の概要』による。） 

これまでに示した指導改善のポイント

 【課題が見られる設問の例】Ｂ問題４ 見積りの仕方と結果の判断（キャップ集め） 

中学校数学

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
《出題の趣旨》

事象を式の意味に即して解釈し、その結果について、数学的な表現を用いて説明することができるかどうかをみる。

《学習指導要領における領域・内容》

〔第１学年〕Ｃ 関数

具体的な事象の中から二つの数量を取り出し、それらの変化や対応を調べることを通して、比例、

反比例の関係についての理解を深めるとともに、関数関係を見いだし表現し考察する能力を培う。

エ 比例、反比例を表、式、グラフなどで表し、それらの特徴を理解すること。

オ 比例、反比例を用いて具体的な事象をとらえ説明すること。

解答類型
類型

番号

高知県

反応率

（％）

全国

反応率

（％）

○ 正答率は ％であ

り、事象を式の意味に

即して解釈し、その結

果について、数学的な

表現を用いて説明する

ことに課題がある。

○ 解答類型６の反応率

は ％であり、与え

られた言葉の式を根拠

として説明できていな

い解答が多く見られ

た。

○ 解答類型８の反応率

は ％であり、与え

られた言葉の式から数

量の関係を捉えること

ができていないと考え

られる。

（正答の条件）

イを選択し、次の a 、b のいずれかについて記述しているもの。
a 映像の明るさが投映画面の面積に反比例すること。

b 文字や数値を用いて、投映画面の面積を 倍にすると映像

の明るさはいつも２倍になること。

   

イ
を
選
択 

・ a について記述しているもの。 １◎ 

・ a について記述が十分でないもの。 ２○ 

・ b について記述しているもの。 ３◎ 
・ b について、一般的に成り立つことについて記述して
いないが、投映画面の面積を 倍にすると映像の明るさ

は２倍になることを記述しているもの。

４○ 

・式の読み取りに関する記述や計算などに誤りがあるもの。 ５ 

・上記以外の解答 ６ 

・無解答 ７ 

・アを選択しているもの ８ 

・上記以外の解答 ９ 

・無解答 ０ 

学習指導に当たって

日常的な事象における３つの数量の関係について、言葉で表された式を取り上げ、３つの数量のうち１つを定数と

みて、残りの２つの数量の関係を捉える場面を設定する。例えば、この設問以外で３つの数量の関係についての題材

として、道のり、時間、速さを取り扱うことが考えられる。その際、道のりと時間と速さの関係を式で表したものを

利用して、道のりが決まっている場合に道のりを定数とみて、時間と速さの関係が反比例になっていることを捉える

ことができるよう指導することが大切である。（ 時間×速さ＝道のり → 時間＝道のり÷速さ ）

 
 
 
 

○事象から数量の関係を見いだし、見通しをもって問題解決に取り組む活動の充実
日常的な事象における数量の関係が積で表された式について、３つの数量のうちの１つを一定とみることで残りの

２つの数量の関係が比例や反比例になることをとらえることを通して、積で表された式の数学的な意味の理解を深め

る活動を充実させることが大切です。 （『平成2２年度全国学力・学習状況調査結果の概要』による。） 

授業事例：平成2２年度授業アイディア例（国立教育政策研究所教科研究センター）P.10 

これまでに示した指導改善のポイント

【課題が見られる設問の例】Ｂ問題１ 事象の数学的な表現と解釈（プロジェクター）

スクリーン

投映距離

プロジェクター

スクリーン

投映画面

幅

高
さ

投映距離
（m）

投映画面の大きさ
高さ（m） 幅（m） 面積（m2）

１．０ ０．６ ０．８ ０．４８
１．５ ０．９ １．２ １．０８
２．０ １．２ １．６ １．９２

○ 投映画面の大きさは，投映距離によって変わる。

○ 投映画面の形は，調整されて，いつも長方形になる。

○ 投映画面の高さや幅は，投映距離に比例する。

（３）健治さんは，映像が暗くて見えにくいのではないかと気になりま
した。しかし，プロジェクターの光源の明るさを変えることはでき
ません。そこで，映像の明るさについて調べると，映像の明るさと
投映画面の面積の関係は，次の式で表されることがわかりました。

映像の
明るさ ＝ プロジェクターの

光源の明るさ ÷ 投映画面の
面積

このとき，映像の明るさを２倍にするにはどうすればよいですか。
下のア，イの中から正しいものを１つ選びなさい。また，それが正
しいことの理由を，上の式で表される関係をもとに説明しなさい。

ア　投映画面の面積を２倍にする。

イ　投映画面の面積を
２

１
倍にする。

イ

イ

ア
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小学校理科

 

《出題の趣旨》

析出する砂糖の量について分析するために、グラフを基に考察し、その内容を記述できるかどうかをみる。

《学習指導要領における領域・内容》

〔第５学年〕 Ａ 物質・エネルギー

(１)　物を水に溶かし、水の温度や量による溶け方の違いを調べ、物の溶け方の規則性についての考えをもつことができるよう　 
　 にする。 
　 イ　物が水に溶ける量は水の温度や量、溶ける物によって違うこと。また、この性質を利用して、溶けている物を取り出す
　　 ことができること。

解答類型
類型

番号

高知県

反応率

（ ）

全国

反応率

（ ）

○ 正答率は ％
であり、温度の変化
に伴って変わる砂
糖が析出する量に
ついて、グラフを基
に考察して分析す
ることに課題があ
る。 

○ 誤答について見
ると、解答類型６の
反応率が ％で
ある。温度によって
砂糖が溶ける量が
変化し、温度が下が
ることで溶けてい
た砂糖が析出する
ことを捉えること
ができていないも
のと考えられる。

（正答の条件） 
番号を２と解答し、次の①、②の全てを記述している。 
① 「（５℃まで冷やすと）185ｇまでしかとけない」など、グラフに示され

た砂糖の溶ける量のうち、５℃で185ｇまでしか溶けないことを示す趣旨

で解答しているもの

② 「とけきれなくなって出てくるのは、50℃と５℃のときのとける量の

差」など、50℃で溶ける砂糖の量 260ｇと５℃で溶ける砂糖の量 185ｇ

との差や、50℃のときと５℃のときの溶ける量の変化を示す趣旨で解答

しているもの

（正答例） 
・【番号】２ 
 【わけ】５℃まで冷やすと 185ｇまでしかとけず、とけきれなくなって出てく 

るのは、50℃と５℃のときのとける量の差だから。 
番号 わけ

２（約 75ｇ）と解答 

①、②の全てを記述しているもの １◎ 
②のみを記述しているもの ２○ 
①のみを記述しているもの ３○ 
類型１から類型３以外の解答・無解答 ４ 

１（約 19ｇ）と解答しているもの ５ 
３（約 185ｇ）と解答しているもの ６ 
４（約 260ｇ）と解答しているもの ７ 
　上記以外の解答 ９ 
　無解答 ０ 

学習指導に当たって

変化とその要因とを関係付けて考えることができるようにする

　水の温度を上げながらミョウバンなどが溶けていく様子とともに、温度を下げながら析出する様子をじっくりと

観察する場面を設定することが重要である。水溶液を冷やすことで溶かした物が結晶となって水溶液中から見えて

きたり、水溶液の温度が上昇することでその結晶が見えなくなったりするということを繰り返し観察し、実感を

伴 って理解させながら、グラフを使って出てくる物質の量を定量的に考えさせることが大切である。 

○物質が水に溶ける量と水の温度や水の量との関係を、水の温度や水の量を変化させたときの実験結果を基に考察さ

せることが大切です。

（『全国学力・学習状況調査の結果を踏まえた理科の観察・実験に関する指導事例集【小学校】』 

〔平成２６年２月国立教育政策研究所教育課程研究センター〕による。） 

これまでに示した指導改善のポイント

【課題が見られる設問の例】 物の溶け方の規則性

としおさんは、 ℃の水 ｍＬを
℃にあたためてから、砂糖を入れて

かき混ぜました。すると、とけ残りが
出たので、ろ過してから砂糖水を冷蔵
庫で保管しました。次の日、冷蔵庫か
らとり出すと、底に砂糖がたまってい
ました。
そこで、としおさんは、水の温度と

砂糖が水にとける量との関係を調べ
ました。 

左のグラフから考えると、砂糖水を
５℃の冷蔵庫からとり出したとき、と
けきれなくなってたまっていた砂糖
は約何ｇだと考えられますか。下の１
から４までの中から１つ選んで、その
番号を書きましょう。また、その番号
を選んだわけを書きましょう。
１ 約 ｇ
２ 約 ｇ
３ 約 ｇ
４ 約 ｇ 

３

３

小学校算数

 

 

《出題の趣旨》

概数を用いた見積りの結果とそれに基づく判断を理解し、３０００個集めればよい理由を、言葉と数を用いて記述できるかどうか

をみる。

《学習指導要領における領域・内容》

〔第４学年〕Ａ 数と計算

２ 概数について理解し、目的に応じて用いることができるようにする。

ア 概数が用いられる場合について知ること。

イ 四捨五入について知ること。

ウ 目的に応じて四則計算の結果の見積りをすること。

解答類型
類型

番号

高知県

反応率

（ ）

全国

反応率

（ ）

○ 正答率は ％、

であり、目的に応じ

た見積り方で求め

た結果を基に

個集めればよい理

由を記述すること

に課題がある。 
○ 誤答について見

ると、解答類型７の

反応率が ％で

ある。問題に示され

ている内容は記述

できているが、見積

り方や見積りの結

果の大小関係につ

いて、正しく記述で

きていないと考え

られる。また、Ｂ４

（２）の解答状況か

らも、見積りの結果

を正しく解釈でき

ていないことが考

えられる。

（正答の条件） 
次の①、②、③、④の全てまたは①、②、③または①、③、④または①、③を

書いている。 
① （はるかさんは）実際の数より小さい数にして見積もっていること 
② はるかさんの見積りの結果は （個）であること 
③ 集めた個数の合計は見積りの結果 （個）以上であること 
④ 実際には足りない個数は 月に集める個数（ 個）以下であること、

または、 月に集める個数（ 個）集めれば目標（ 個）に達する

こと 
（正答例）

実際の数より小さい数にして和が だから、集めた個数の合計が

個以上であることはわかります。だから、実際に足りない個数は

個以下です。つまり、 月に 個集めれば目標の 個に達する

からです。

 
   

・①、②、③、④または、①、②、③または、①、③、④または、①、③を書

いているもの 
１◎ 

・①、②、④、または、①、②を書いているもの ２○ 
・①、④を書いているもの ３ 
・①を書いているもの ４ 
・①の誤りを書いているもの ５ 
・②、③、④または、②、③または、③、④または、③を書いているもの ６ 
・②、④または④を書いているもの ７ 
・②を書いているもの ８ 
・上記以外の解答 ９ 
・無解答 ０ 
学習指導に当たって
見積り方や見積りの結果を基に、根拠となる事柄を過不足なく説明できるようにする

目的に応じた見積りの学習において、判断したことの根拠を過不足なく挙げて説明する場を学習指導の中に取り

入れることが大切である。例えば、「どのような概数で計算したのか」、「計算の結果はどうなったのか」、「概数と実

際の数の計算における結果とを比較して言えることは何か」を説明する際、目的と見積り方を関連付けたり、見積

りの結果を目的と関連付けたりすることにより、筋道の立った説明へと練り上げていくことが考えられる。 
 
 

 
○目的に応じて計算の結果の見積りをし、計算の仕方や結果について適切に判断できる活動などを位置付け、見積り

を生活や学習の場面の中で活用することができる力を育てていくことが大切です。

（『平成2５年度高知県学力定着状況調査結果の概要』による。） 

これまでに示した指導改善のポイント

 【課題が見られる設問の例】Ｂ問題４ 見積りの仕方と結果の判断（キャップ集め） 

小学校理科

 

《出題の趣旨》

析出する砂糖の量について分析するために、グラフを基に考察し、その内容を記述できるかどうかをみる。

《学習指導要領における領域・内容》

〔第５学年〕 Ａ 物質・エネルギー

（１）物を水に溶かし、水の温度や量による溶け方の違いを調べ、物の溶け方の規則性についての考えをもつことができるよう
にする。
イ 物が水に溶ける量は水の温度や量、溶ける物によって違うこと。また、この性質を利用して、溶けている物を取り出

すことができること。

解答類型
類型

番号

高知県

反応率

（ ）

全国

反応率

（ ）

○ 正答率は ％
であり、温度の変化
に伴って変わる砂
糖が析出する量に
ついて、グラフを基
に考察して分析す
ることに課題があ
る。 

 
○ 誤答について見
ると、解答類型６の
反応率が ％で
ある。温度によって
砂糖が溶ける量が
変化し、温度が下が
ることで溶けてい
た砂糖が析出する
ことを捉えること
ができていないも
のと考えられる。

（正答の条件） 
番号を２と解答し、次の①、②の全てを記述している。 
① 「（５℃まで冷やすと）185ｇまでしかとけない」など、グラフに示され

た砂糖の溶ける量のうち、５℃で 185ｇまでしか溶けないことを示す趣
旨で解答しているもの 

② 「とけきれなくなって出てくるのは、50℃と５℃のときのとける量の
差」など、50℃で溶ける砂糖の量 260ｇと５℃で溶ける砂糖の量 185ｇ
との差や、50℃のときと５℃のときの溶ける量の変化を示す趣旨で解答
しているもの

 
   

（正答例） 
・【番号】２ 
 【わけ】５℃まで冷やすと 185ｇまでしかとけず、とけきれなくなって出てく 

るのは、50℃と５℃のときのとける量の差だから。 
番号 わけ  

２（約 75ｇ）と解答 

①、②の全てを記述しているもの １◎ 
②のみを記述しているもの ２○ 
①のみを記述しているもの ３○ 
類型１から類型３以外の解答・無解答 ４ 

１（約 19ｇ）と解答しているもの  ５ 
３（約 185ｇ）と解答しているもの  ６ 
４（約 260ｇ）と解答しているもの  ７ 
・上記以外の解答 ９ 
・無解答 ０ 

学習指導に当たって

変化とその要因とを関係付けて考えることができるようにする

水の温度を上げながらミョウバンなどが溶けていく様子とともに、温度を下げながら析出する様子をじっくりと

観察する場面を設定することが重要である。水溶液を冷やすことで溶かした物が結晶となって水溶液中から見えて

きたり、水溶液の温度が上昇することでその結晶が見えなくなったりするということを繰り返し観察し、実感を伴

って理解させながら、グラフを使って出てくる物質の量を定量的に考えさせることが大切です。 
 
 
 

 
○物質が水に溶ける量と水の温度や水の量との関係を、水の温度や水の量を変化させたときの実験結果を基に考察さ

せることが大切です。

（『全国学力・学習状況調査の結果を踏まえた理科の観察・実験に関する指導事例集【小学校】』 

〔平成２６年２月国立教育政策研究所教育課程研究センター〕による。） 

これまでに示した指導改善のポイント

【課題が見られる設問の例】 物の溶け方の規則性

としおさんは、 ℃の水 ｍＬを
℃にあたためてから、砂糖を入れて

かき混ぜました。すると、とけ残りが
出たので、ろ過してから砂糖水を冷蔵
庫で保管しました。次の日、冷蔵庫か
らとり出すと、底に砂糖がたまってい
ました。
そこで、としおさんは、水の温度と

砂糖が水にとける量との関係を調べ
ました。 

左のグラフから考えると、砂糖水を
５℃の冷蔵庫からとり出したとき、と
けきれなくなってたまっていた砂糖
は約何ｇだと考えられますか。下の１
から４までの中から１つ選んで、その
番号を書きましょう。また、その番号
を選んだわけを書きましょう。
１ 約 ｇ
２ 約 ｇ
３ 約 ｇ
４ 約 ｇ 
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中学校理科

《出題の趣旨》
雲の成因に関する知識を活用して、資料を基に他者の考察を検討して改善し、水の状態変化と関連付けて雲の成因を正しく説明

《学習指導要領における領域・内容》

第２分野 （４）気象とその変化

イ 天気の変化

ｱ 霧や雲の発生

霧や雲の発生についての観察、実験を行い、そのでき方を気圧、気温及び湿度の変化と関連付けてとらえること。

解答類型
類型

番号

高知県

反応率

（ ）

全国

反応率

（ ）

○ 正答率は ％で

あり、雲の成因に関

して、水の状態変化

に関する知識と資

料を基に、他者の考

察を検討して改善

し、正しく説明する

ことに課題がある。 
○ 誤答について見

ると、解答類型４の

反応率は ％で

ある。「水滴が冷や

されて雲ができる」

という解答が見ら

れ、水の状態変化に

関する知識を身に

付けることができ

ていないと考えら

れる。

（正答の条件） 
エを選択し、次の(a)、(b)を満たしているもの。 
(a)水蒸気が水滴（氷の粒）に状態変化することについて記述している。 
(b)水蒸気が冷やされることについて記述している。 

例 水蒸気が冷やされて水滴（氷の粒）になり、雲ができる。

エ
を
選
択

(a)、(b)を満たしているもの。 １◎ 

(a)を満たしているが、(b)を満たしていないもの。 ２○ 

(b)を満たしているが、(a)を満たしていないもの。 ３○ 

上記以外の解答又は無解答 ４ 

ア
を
選
択

水蒸気量について、「比較的多くふくんだ」という記述を書き直しているもの。 ５ 

上昇気流について、「Ｓ島の斜面に沿って」という記述を書き直しているもの。 ６ 

上記以外の解答又は無解答 ７ 

イ、ウを選択しているもの。 ８ 

上記以外の解答 ９ 

無解答 ０ 

学習指導に当たって

考察などを検討して改善する際は、多面的・総合的に思考できるようにする

天気図や地形の断面図、気温や湿度などの複数の資料を使って、島の上空だけに雲ができる理由を多面的・総合

的に考察する学習場面が考えられる。その際、状態変化の概念が形成できていない生徒がいると考えられるので、

水の状態変化や大気圧など関連する知識を整理しておくことが大切である。

○生活の中の結露に関係する現象について調べ、温度による水の状態変化と関連付けることが大切です。

（『平成24年度全国学力・学習状況調査【小学校】報告書』による。） 

これまでに示した指導改善のポイント

２

若菜さんは、Ｓ島の上空だけに雲ができることに疑問をもったので、資料
の図２、図３と表をもとに、その理由を下のアからエのように考えました。そ
の理由を見直したところ、誤りに気づきました。誤りのあるものを、下のアか
らエまでの中から１つ選びなさい。また、選んだものを正しく書き直しなさい。 
ア 水蒸気を比較的多くふくんだ空気のかたまりは、
Ｓ島の山の斜面に沿って上昇する。

イ 上昇した空気のかたまりが膨張し、温度が下がる。
ウ 空気のかたまりの温度が、露点に達する。
エ 水滴が冷やされて水蒸気になり、雲ができる。 

【課題が見られる設問の例】  ２ 

することができるかどうかをみる。

小学校算数

 

 

《出題の趣旨》

概数を用いた見積りの結果とそれに基づく判断を理解し、３０００個集めればよい理由を、言葉と数を用いて記述できるかどうか

をみる。

《学習指導要領における領域・内容》

〔第４学年〕Ａ 数と計算

２ 概数について理解し、目的に応じて用いることができるようにする。

ア 概数が用いられる場合について知ること。

イ 四捨五入について知ること。

ウ 目的に応じて四則計算の結果の見積りをすること。

解答類型
類型

番号

高知県

反応率

（ ）

全国

反応率

（ ）

○ 正答率は ％、

であり、目的に応じ

た見積り方で求め

た結果を基に

個集めればよい理

由を記述すること

に課題がある。 
○ 誤答について見

ると、解答類型７の

反応率が ％で

ある。問題に示され

ている内容は記述

できているが、見積

り方や見積りの結

果の大小関係につ

いて、正しく記述で

きていないと考え

られる。また、Ｂ４

（２）の解答状況か

らも、見積りの結果

を正しく解釈でき

ていないことが考

えられる。

（正答の条件） 
次の①、②、③、④の全てまたは①、②、③または①、③、④または①、③を

書いている。 
① （はるかさんは）実際の数より小さい数にして見積もっていること 
② はるかさんの見積りの結果は （個）であること 
③ 集めた個数の合計は見積りの結果 （個）以上であること 
④ 実際には足りない個数は 月に集める個数（ 個）以下であること、

または、 月に集める個数（ 個）集めれば目標（ 個）に達する

こと 
（正答例）

実際の数より小さい数にして和が だから、集めた個数の合計が

個以上であることはわかります。だから、実際に足りない個数は

個以下です。つまり、 月に 個集めれば目標の 個に達する

からです。

 
   

・①、②、③、④または、①、②、③または、①、③、④または、①、③を書

いているもの 
１◎ 

・①、②、④、または、①、②を書いているもの ２○ 
・①、④を書いているもの ３ 
・①を書いているもの ４ 
・①の誤りを書いているもの ５ 
・②、③、④または、②、③または、③、④または、③を書いているもの ６ 
・②、④または④を書いているもの ７ 
・②を書いているもの ８ 
・上記以外の解答 ９ 
・無解答 ０ 
学習指導に当たって
見積り方や見積りの結果を基に、根拠となる事柄を過不足なく説明できるようにする

目的に応じた見積りの学習において、判断したことの根拠を過不足なく挙げて説明する場を学習指導の中に取り

入れることが大切である。例えば、「どのような概数で計算したのか」、「計算の結果はどうなったのか」、「概数と実

際の数の計算における結果とを比較して言えることは何か」を説明する際、目的と見積り方を関連付けたり、見積

りの結果を目的と関連付けたりすることにより、筋道の立った説明へと練り上げていくことが考えられる。 
 
 

 
○目的に応じて計算の結果の見積りをし、計算の仕方や結果について適切に判断できる活動などを位置付け、見積り

を生活や学習の場面の中で活用することができる力を育てていくことが大切です。

（『平成2５年度高知県学力定着状況調査結果の概要』による。） 

これまでに示した指導改善のポイント

 【課題が見られる設問の例】Ｂ問題４ 見積りの仕方と結果の判断（キャップ集め） 

中学校理科

 

 

《出題の趣旨》
雲の成因に関する知識を活用して、資料を基に他者の考察を検討して改善し、水の状態変化と関連付けて雲の成因を正しく説明

することができるかどうかをみる。

《学習指導要領における領域・内容》

第２分野 （４）気象とその変化

イ 天気の変化

ｱ 霧や雲の発生

霧や雲の発生についての観察、実験を行い、そのでき方を気圧、気温及び湿度の変化と関連付けてとらえること。

解答類型
類型

番号

高知県

反応率

（ ）

全国

反応率

（ ）

○ 正答率は ％で

あり、雲の成因に関

して、水の状態変化

に関する知識と資

料を基に、他者の考

察を検討して改善

し、正しく説明する

ことに課題がある。 
○ 誤答について見

ると、解答類型４の

反応率は ％で

ある。「水滴が冷や

されて雲ができる」

という解答が見ら

れ、水の状態変化に

関する知識を身に

付けることができ

ていないと考えら

れる。

（正答の条件） 
エを選択し、次の（ａ）、（ｂ）を満たしているもの。 
（ａ）水蒸気が水滴（氷の粒）に状態変化することについて記述している。 
（ｂ）水蒸気が冷やされることについて記述している。 

例 水蒸気が冷やされて水滴（氷の粒）になり、雲ができる。

 
   

エ
を
選
択 

（ａ）、（ｂ）を満たしているもの。 １◎ 

（ａ）を満たしているが、（ｂ）を満たしていないもの。 ２○ 

（ｂ）を満たしているが、（ａ）を満たしていないもの。 ３○ 

上記以外の解答又は無解答 ４ 

ア
を
選
択 

水蒸気量について、「比較的多くふくんだ」という記述を書き直しているもの。 ５ 

上昇気流について、「Ｓ島の斜面に沿って」という記述を書き直しているもの。  ６ 

上記以外の解答又は無解答 ７ 

イ、ウを選択しているもの。 ８ 

上記以外の解答 ９ 

無解答 ０ 

学習指導に当たって

考察などを検討して改善する際は、多面的・総合的に思考できるようにする

天気図や地形の断面図、気温や湿度などの複数の資料を使って、島の上空だけに雲ができる理由を多面的・総合

的に考察する学習場面が考えられる。その際、状態変化の概念が形成できていない生徒がいると考えられるので、

水の状態変化や大気圧など関連する知識を整理しておくことが大切である。

 
  
○生活の中の結露に関係する現象について調べ、温度による水の状態変化と関連付けることが大切です。

（『平成24年度全国学力・学習状況調査【小学校】報告書』による。） 

 

これまでに示した指導改善のポイント

２

若菜さんは、Ｓ島の上空だけに雲ができることに疑問をもったので、資料
の図２、図３と表をもとに、その理由を下のアからエのように考えました。そ
の理由を見直したところ、誤りに気づきました。誤りのあるものを、下のアか
らエまでの中から１つ選びなさい。また、選んだものを正しく書き直しなさい。 
ア 水蒸気を比較的多くふくんだ空気のかたまりは、
Ｓ島の山の斜面に沿って上昇する。

イ 上昇した空気のかたまりが膨張し、温度が下がる。
ウ 空気のかたまりの温度が、露点に達する。
エ 水滴が冷やされて水蒸気になり、雲ができる。 

【課題が見られる設問の例】 ２

資料１（Ｓ島に関すること）

○　図１は，１月２４日に南側から撮影したＳ島の写真。
○　図２は，Ｓ島を撮影したときの天気図。
○　図３は，Ｓ島を撮影したときの，風の吹く方向に沿ったＳ島の断面図。
○　表は，Ｓ島の１月２３日から１月２５日までの１日の平均気温と１日の平均湿度の記録。

図１ 図２

Ｓ島

低
１００６

高
１０２４

高
１０２４

風上

高
さ 

（ｍ）

１０００

風の吹く方向
風下

５００

距離（ｋｍ）
１０

０
０ ５

図３

表
月　　日 １月２３日 １月２４日 １月２５日

１日の平均気温（℃） ５.９ ９.２ １２.６
１日の平均湿度（%） ６６ ７１ ６４

（３）	若菜さんは，Ｓ島の上空だけに雲ができることに疑問をもったので， 資料１ の
図２，図３と表をもとに，その理由を下のアからエのように考えました。その理由を
見直したところ，誤りに気づきました。誤りのあるものを，下のアからエまでの中	
から１つ選びなさい。また，選んだものを正しく書き直しなさい。

ア　水蒸気を比較的多くふくんだ空気のかたまりは，Ｓ島の山の斜面に沿って上昇する。
イ　上昇した空気のかたまりが膨張し，温度が下がる。
ウ　空気のかたまりの温度が，露点に達する。
エ　水滴が冷やされて水蒸気になり，雲ができる。
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改善状況が見られたもの 依然として課題が見られるもの

小
学
校
国
語

文章の要旨をまとめて書く設問【Ｂ２二】
高知県８１．１％、全国７８．４％

【Ｈ１９Ｂ２一】
高知県６０．８％、 全国６０．８％

コラムの中で筆者が引用している言葉を書き抜

く設問【Ａ５二】
高知県２１．３％、全国１９．８％
【Ｈ２６Ｂ１三】
高知県２８．５％、全国２８．３％

【中田とよさんへのインタビューの様子】の

内容をまとめて書く設問【Ｂ１三】

高知県３７．６％、全国３４．７％
【Ｈ２５Ｂ２二】
高知県３０．２％、全国２６．２％

中
学
校
国
語

 

「お泣きなさるな」という翻訳の効果として適

切なものを選択する設問【Ｂ３一】

高知県８７．０％、全国８８．６％

「あたり……良かった。」の説明として適切なも

のを選択する設問【Ｂ３二】

高知県８１．９％、全国８２．６％

【Ｈ２５Ｂ２二】

高知県 ７１．９％、全国 ７５．６％ 
 

インタビューをする際の質問の意図として適切

なものを選択する設問【Ａ８一】

高知県８２．４％、全国８４．６％

【Ｈ２４小国Ａ２】

高知県６４．８％、全国６５．２％ 

演奏するタイミングを選択し、その理由を

ノートの内容と結び付けて書く設問【Ｂ１三】

高知県５２．０％、全国５６．２％

【Ｈ２２Ｂ２三】
高知県３９．７％、全国４５．６％

文章の最後の一文があった方がよいかどうか

について、話の展開を取り上げて自分の考え

を書く設問【Ｂ３三】

高知県２８．５％、全国３１．１％

【Ｈ１９Ｂ２三】
高知県６３．７％、全国７４．８％

平成２７年度全国学力・学習状況調査を活用したこれまでの取組の検証

新聞のコラムを読んで、表現の工夫を捉え

ること 

目的や意図に応じ、取材した内容を整理し

ながら記事を書くこと 

目的に応じ、文章の内容を的確に押さえな

がら要旨を捉えること 

読み手に伝えたいことを明確
にし、自分で調べたことや取材
したことの中から取捨選択し
て、それらを関係付けて書くこ
とに取り組みましょう。 

複数の資料から適切な情報を得て、自分の

考えを具体的に書くこと 

文章の構成や展開などを踏まえ、根拠を明

確にして自分の考えを書くこと 

表現の工夫について自分の考えをもつこと 

必要に応じて質問しながら聞き取ること 

この場面がなかったらどのよう
に作品全体の印象が変わるかな
ど、根拠を示しながら書いたり、
話し合ったりしましょう。文章
の展開について自分の考えをも
つために、場面の役割などを考
えることも大切です。 

改善状況が見られたもの 依然として課題が見られるもの

小
学
校
国
語

文章の要旨をまとめて書く設問【Ｂ２二】
高知県８１．１％、全国７８．４％

【Ｈ１９Ｂ２一】
高知県６０．８％、 全国６０．８％

コラムの中で筆者が引用している言葉を書き抜

く設問【Ａ５二】
高知県２１．３％、全国１９．８％
【Ｈ２６Ｂ１三】
高知県２８．５％、全国２８．３％

【中田とよさんへのインタビューの様子】の

内容をまとめて書く設問【Ｂ１三】

高知県３７．６％、全国３４．７％
【Ｈ２５Ｂ２二】
高知県３０．２％、全国２６．２％

中
学
校
国
語

 

「お泣きなさるな」という翻訳の効果として適

切なものを選択する設問【Ｂ３一】

高知県８７．０％、全国８８．６％

「あたり……良かった。」の説明として適切なも

のを選択する設問【Ｂ３二】

高知県８１．９％、全国８２．６％

【Ｈ２５Ｂ２二】

高知県 ７１．９％、全国 ７５．６％ 
 

インタビューをする際の質問の意図として適切

なものを選択する設問【Ａ８一】

高知県８２．４％、全国８４．６％

【Ｈ２４小国Ａ２】

高知県６４．８％、全国６５．２％ 

演奏するタイミングを選択し、その理由を

ノートの内容と結び付けて書く設問【Ｂ１三】

高知県５２．０％、全国５６．２％

【Ｈ２２Ｂ２三】
高知県３９．７％、全国４５．６％

文章の最後の一文があった方がよいかどうか

について、話の展開を取り上げて自分の考え

を書く設問【Ｂ３三】

高知県２８．５％、全国３１．１％

【Ｈ１９Ｂ２三】
高知県６３．７％、全国７４．８％

平成２７年度全国学力・学習状況調査を活用したこれまでの取組の検証

新聞のコラムを読んで、表現の工夫を捉え

ること 

目的や意図に応じ、取材した内容を整理し

ながら記事を書くこと 

目的に応じ、文章の内容を的確に押さえな

がら要旨を捉えること 

読み手に伝えたいことを明確
にし、自分で調べたことや取材
したことの中から取捨選択し
て、それらを関係付けて書くこ
とに取り組みましょう。 

複数の資料から適切な情報を得て、自分の

考えを具体的に書くこと 

文章の構成や展開などを踏まえ、根拠を明

確にして自分の考えを書くこと 

表現の工夫について自分の考えをもつこと 

必要に応じて質問しながら聞き取ること 

この場面がなかったらどのよう
に作品全体の印象が変わるかな
ど、根拠を示しながら書いたり、
話し合ったりしましょう。文章
の展開について自分の考えをも
つために、場面の役割などを考
えることも大切です。 

改善状況が見られたもの 依然として課題が見られるもの

小
学
校
国
語

文章の要旨をまとめて書く設問【Ｂ２二】
高知県８１．１％、全国７８．４％

【Ｈ１９Ｂ２一】
高知県６０．８％、 全国６０．８％

コラムの中で筆者が引用している言葉を書き抜

く設問【Ａ５二】
高知県２１．３％、全国１９．８％
【Ｈ２６Ｂ１三】
高知県２８．５％、全国２８．３％

【中田とよさんへのインタビューの様子】の

内容をまとめて書く設問【Ｂ１三】

高知県３７．６％、全国３４．７％
【Ｈ２５Ｂ２二】
高知県３０．２％、全国２６．２％

中
学
校
国
語

 

「お泣きなさるな」という翻訳の効果として適

切なものを選択する設問【Ｂ３一】

高知県８７．０％、全国８８．６％

「あたり……良かった。」の説明として適切なも

のを選択する設問【Ｂ３二】

高知県８１．９％、全国８２．６％

【Ｈ２５Ｂ２二】

高知県 ７１．９％、全国 ７５．６％ 
 

インタビューをする際の質問の意図として適切

なものを選択する設問【Ａ８一】

高知県８２．４％、全国８４．６％

【Ｈ２４小国Ａ２】

高知県６４．８％、全国６５．２％ 

演奏するタイミングを選択し、その理由を

ノートの内容と結び付けて書く設問【Ｂ１三】

高知県５２．０％、全国５６．２％

【Ｈ２２Ｂ２三】
高知県３９．７％、全国４５．６％

文章の最後の一文があった方がよいかどうか

について、話の展開を取り上げて自分の考え

を書く設問【Ｂ３三】

高知県２８．５％、全国３１．１％

【Ｈ１９Ｂ２三】
高知県６３．７％、全国７４．８％

平成２７年度全国学力・学習状況調査を活用したこれまでの取組の検証

新聞のコラムを読んで、表現の工夫を捉え

ること 

目的や意図に応じ、取材した内容を整理し

ながら記事を書くこと 

目的に応じ、文章の内容を的確に押さえな

がら要旨を捉えること 

読み手に伝えたいことを明確
にし、自分で調べたことや取材
したことの中から取捨選択し
て、それらを関係付けて書くこ
とに取り組みましょう。 

複数の資料から適切な情報を得て、自分の

考えを具体的に書くこと 

文章の構成や展開などを踏まえ、根拠を明

確にして自分の考えを書くこと 

表現の工夫について自分の考えをもつこと 

必要に応じて質問しながら聞き取ること 

この場面がなかったらどのよう
に作品全体の印象が変わるかな
ど、根拠を示しながら書いたり、
話し合ったりしましょう。文章
の展開について自分の考えをも
つために、場面の役割などを考
えることも大切です。 
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林
さ
ん
は
、「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
に
「
す
し
」
に
つ
い
て
調
べ
、
ま
と
め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
次
は
、
林
さ
ん
が
【
事
前
に
準
備
し
た
質
問
】
と

す
し
屋
の
店
主
で
あ
る
山
本
さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
た
際
の
【
記
録
の
一
部
】
で
す
。
こ
れ
ら
を
読
ん
で
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
記
録
の
一
部
】

林　
　

　

お
す
し
の
魅
力
は
、
ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ
だ
と
お
考
え
で
す
か
。

山
本　

　

す
し
の
魅
力
は
、
季
節
を
感
じ
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

林　
　

　

季
節
を
感
じ
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
お
す
し
の
何
で
季
節
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
か
。

山
本
　 　

例
え
ば
、
旬し

ゅ
ん

の
食
材
で
す
。
私
は
い
つ
も
市
場
の
人
か
ら
情
報
を
聞
い
て
、
旬
の
魚
を
で
き
る
だ
け
安
く
仕
入
れ
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。

林　
　

　

苦
労
し
て
旬
の
食
材
を
仕
入
れ
て
い
る
の
で
す
ね
。
と
こ
ろ
で
、
酢
飯
を
作
る
と
き
に
気
を
付
け
て
い
る
こ
と
は
何
で
す
か
。

山
本　

　

お
米
は
時
期
に
よ
っ
て
状
態
が
違
う
の
で
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
水
や
酢
の
量
を
調
節
す
る
こ
と
で
す
ね
。

林　
　

　

８
【
事
前
に
準
備
し
た
質
問
】

・
お
す
し
の
魅
力
は
、
ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ
で
す
か
。

・
酢
飯
を
作
る
と
き
に
気
を
付
け
て
い
る
こ
と
は
何
で
す
か
。

・
す
し
に
、
寿す

司し

、
鮨す
し

な
ど
い
ろ
い
ろ
な
漢
字
が
あ
る
の
は
な
ぜ
で
す
か
。

一
　

線
部
「
季
節
を
感
じ
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
お
す
し
の
何
で
季
節
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
か
。」
と
あ
り
ま
す
が
、
林
さ
ん
は

ど
の
よ
う
な
意
図
で
こ
の
質
問
を
し
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
か
。
次
の
１
か
ら
４
ま
で
の
う
ち
、
最
も
適
切
な
も
の
を
一
つ
選
び
な
さ
い
。

１
　
相
手
の
発
言
を
確
か
め
て
、
事
前
に
準
備
し
て
い
た
別
の
話
題
に
移
ろ
う
と
し
た
。

２
　
相
手
の
発
言
の
問
題
点
を
指
摘
し
、
理
解
を
よ
り
確
か
な
も
の
に
し
よ
う
と
し
た
。

３
　
相
手
の
発
言
の
内
容
を
ま
と
め
て
、
他
の
も
の
と
の
相
違
点
を
捉
え
よ
う
と
し
た
。

４
　
相
手
の
発
言
を
受
け
て
、
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
具
体
的
な
話
を
聞
き
出
そ
う
と
し
た
。
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改善状況が見られたもの 依然として課題が見られるもの

小
学
校
算
数

【Ｈ２５Ａ３】
高知県７３．９％、全国７１．６％

【Ｈ２６Ｂ２ 】
高知県６３．４％、全国６１．５％

 

【Ｈ２６Ａ６】
高知県４６．５％、全国５２．０％

 

【Ｈ２５Ｂ５ 】
高知県４４．１％、全国４４．４％

中
学
校
数
学

連続する５つの整数の和について成り立つ事

柄を表現する設問【Ｂ２ 】

高知県５９．０％、全国６３．８％

【Ｈ２４Ｂ２ 】

高知県５０．８％、全国５５．３％ 

【Ａ２ 】

高知県５３．８％、全国６４．２％ 

【Ｈ２２Ａ２ 】

高知県６５．５％、全国７２．１％

計算の結果を確かめるために、加法と減法

の相互の関係を理解すること 

２０％増量した商品の内容量が４８０ｍＬで
あるとき、増量前の内容量を求める式と答え
を書く設問
【Ｂ２（ ）】高知県１５ ０％、全国１３ １％

円の中心と円周上の二点を頂点とする三角形
が二等辺三角形になる理由として、最もふさ
わしい円の特徴を選択する設問
【Ａ５ 】高知県５１ ５％、全国５０ ６％

小数の加法の結果を、減法を用いて確かめると
き、当てはまる数値の組み合わせを書く設問

【Ａ１ 】高知県８４ ８％、全国８２ ０％

グラフに表されている事柄を読み取ること 

ハンカチを５日間持ってきた人数が、学年全体
の人数の半分より少ない学年は、４年生だけで
あることを示しているグラフを選択する設問
【Ａ７】高知県７９ ５％、全国８１ ８％

児童にとって考えやすい数で、数量の関係を

捉え、基準量を意識させることが大切です。 

図形の構成を図形の特徴と関連付けて捉えること

基準量、比較量、割合の関係を正しく捉えること

問題解決のあと、その問題の

条件を変えるとどのような

ことが予想できるかを考え

る場面を設定して、さらに力

を伸ばしていこう！ 

関係を表す式を、等式の性質を用いて目的

に応じて変形すること 
発展的に考え、予想した事柄を説明すること 

等式２x － y ＝５ を  y について
解きなさい。 

等式２x ＋ y ＝５ を  y について
解きなさい。 

「この等式の変形の際に用いられる

等式の性質は？」と問いかけるなど、

問題解決の過程を振り返ることで、

等式の性質と、式の計算をつないで

いくことが大事です。 

図形のどのような特徴を活用すれば作図

できるかを考えることが大切です。 

 

 
 

 改善状況が見られたもの 依然として課題が見られるもの

小
学
校
国
語

文章の要旨をまとめて書く設問【Ｂ２二】
高知県８１．１％、全国７８．４％
 

 
 
 
【Ｈ１９Ｂ２一】
高知県６０．８％、 全国６０．８％

 
 

コラムの中で筆者が引用している言葉を書き抜

く設問【Ａ５二】
高知県２１．３％、全国１９．８％
【Ｈ２６Ｂ１三】
高知県２８．５％、全国２８．３％

 
 
 
【中田とよさんへのインタビューの様子】の

内容をまとめて書く設問【Ｂ１三】

高知県３７．６％、全国３４．７％
【Ｈ２５Ｂ２二】
高知県３０．２％、全国２６．２％

 

中
学
校
国
語

 
 
「お泣きなさるな」という翻訳の効果として適

切なものを選択する設問【Ｂ３一】

高知県８７．０％、全国８８．６％

「あたり……良かった。」の説明として適切なも

のを選択する設問【Ｂ３二】

高知県８１．９％、全国８２．６％

【Ｈ２５Ｂ２二】

高知県 ％、全国 ％ 
 

インタビューをする際の質問の意図として適切

なものを選択する設問【Ａ８一】

高知県８２．４％、全国８４．６％

【Ｈ２４小国Ａ２】

高知県６４．８％、全国６５．２％ 

 
 
 
演奏するタイミングを選択し、その理由を

ノートの内容と結び付けて書く設問【Ｂ１三】

高知県５２．０％、全国５６．２％

【Ｈ２２Ｂ２三】
高知県３９．７％、全国４５．６％

 
 
 
文章の最後の一文があった方がよいかどうか

について、話の展開を取り上げて自分の考え

を書く設問【Ｂ３三】

高知県２８．５％、全国３１．１％

【Ｈ１９Ｂ２三】
高知県６３．７％、全国７４．８％

 

平成２７年度全国学力・学習状況調査を活用したこれまでの取組の検証

新聞のコラムを読んで、表現の工夫を捉え

ること 

目的や意図に応じ、取材した内容を整理し

ながら記事を書くこと 

目的に応じ、文章の内容を的確に押さえな

がら要旨を捉えること 

読み手に伝えたいことを明確
にし、自分で調べたことや取材
したことの中から取捨選択し
て、それらを関係付けて書くこ
とに取り組みましょう。 

複数の資料から適切な情報から適切な情報

を得て、自分の考えを具体的に書くこと 

文章の構成や展開などを踏まえ、根拠を明

確にして自分の考えを書くこと 

表現の工夫について自分の考えをもつこと 

必要に応じて質問しながら聞き取ること 

この場面がなかったらどのよう
に作品全体の印象が変わるかな
ど、根拠を示しながら書いたり、
話し合ったりしましょう。文章
の展開について自分の考えをも
つために、場面の役割などを考
えることも大切です。 

 

 
 

 改善状況が見られたもの 依然として課題が見られるもの

小
学
校
国
語

文章の要旨をまとめて書く設問【Ｂ２二】
高知県８１．１％、全国７８．４％
 

 
 
 
【Ｈ１９Ｂ２一】
高知県６０．８％、 全国６０．８％

 
 

コラムの中で筆者が引用している言葉を書き抜

く設問【Ａ５二】
高知県２１．３％、全国１９．８％
【Ｈ２６Ｂ１三】
高知県２８．５％、全国２８．３％

 
 
 
【中田とよさんへのインタビューの様子】の

内容をまとめて書く設問【Ｂ１三】

高知県３７．６％、全国３４．７％
【Ｈ２５Ｂ２二】
高知県３０．２％、全国２６．２％

 

中
学
校
国
語

 
 
「お泣きなさるな」という翻訳の効果として適

切なものを選択する設問【Ｂ３一】

高知県８７．０％、全国８８．６％

「あたり……良かった。」の説明として適切なも

のを選択する設問【Ｂ３二】

高知県８１．９％、全国８２．６％

【Ｈ２５Ｂ２二】

高知県 ％、全国 ％ 
 

インタビューをする際の質問の意図として適切

なものを選択する設問【Ａ８一】

高知県８２．４％、全国８４．６％

【Ｈ２４小国Ａ２】

高知県６４．８％、全国６５．２％ 

 
 
 
演奏するタイミングを選択し、その理由を
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高知県５２．０％、全国５６．２％

【Ｈ２２Ｂ２三】
高知県３９．７％、全国４５．６％

 
 
 
文章の最後の一文があった方がよいかどうか

について、話の展開を取り上げて自分の考え

を書く設問【Ｂ３三】

高知県２８．５％、全国３１．１％
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平成２７年度全国学力・学習状況調査を活用したこれまでの取組の検証
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ること 

目的や意図に応じ、取材した内容を整理し

ながら記事を書くこと 

目的に応じ、文章の内容を的確に押さえな

がら要旨を捉えること 

読み手に伝えたいことを明確
にし、自分で調べたことや取材
したことの中から取捨選択し
て、それらを関係付けて書くこ
とに取り組みましょう。 

複数の資料から適切な情報から適切な情報

を得て、自分の考えを具体的に書くこと 

文章の構成や展開などを踏まえ、根拠を明

確にして自分の考えを書くこと 

表現の工夫について自分の考えをもつこと 

必要に応じて質問しながら聞き取ること 

この場面がなかったらどのよう
に作品全体の印象が変わるかな
ど、根拠を示しながら書いたり、
話し合ったりしましょう。文章
の展開について自分の考えをも
つために、場面の役割などを考
えることも大切です。 

 

 
 

 改善状況が見られたもの 依然として課題が見られるもの

小
学
校
国
語

文章の要旨をまとめて書く設問【Ｂ２二】
高知県８１．１％、全国７８．４％
 

 
 
 
【Ｈ１９Ｂ２一】
高知県６０．８％、 全国６０．８％

 
 

コラムの中で筆者が引用している言葉を書き抜

く設問【Ａ５二】
高知県２１．３％、全国１９．８％

【Ｈ２６Ｂ１三】
高知県２８．５％、全国２８．３％

 
 
 
【中田とよさんへのインタビューの様子】の

内容をまとめて書く設問【Ｂ１三】

高知県３７．６％、全国３４．７％
【Ｈ２５Ｂ２二】
高知県３０．２％、全国２６．２％

 

中
学
校
国
語

 
 
「お泣きなさるな」という翻訳の効果として適

切なものを選択する設問【Ｂ３一】

高知県８７．０％、全国８８．６％

「あたり……良かった。」の説明として適切なも
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高知県８１．９％、全国８２．６％
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高知県５２．０％、全国５６．２％
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文章の最後の一文があった方がよいかどうか

について、話の展開を取り上げて自分の考え

を書く設問【Ｂ３三】

高知県２８．５％、全国３１．１％
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新聞のコラムを読んで、表現の工夫を捉え

ること 

目的や意図に応じ、取材した内容を整理し

ながら記事を書くこと 

目的に応じ、文章の内容を的確に押さえな

がら要旨を捉えること 

読み手に伝えたいことを明確
にし、自分で調べたことや取材
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て、それらを関係付けて書くこ
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文章の構成や展開などを踏まえ、根拠を明

確にして自分の考えを書くこと 

表現の工夫について自分の考えをもつこと 

必要に応じて質問しながら聞き取ること 

この場面がなかったらどのよう
に作品全体の印象が変わるかな
ど、根拠を示しながら書いたり、
話し合ったりしましょう。文章
の展開について自分の考えをも
つために、場面の役割などを考
えることも大切です。 

 

 
 

 改善状況が見られたもの 依然として課題が見られるもの
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語

文章の要旨をまとめて書く設問【Ｂ２二】
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く設問【Ａ５二】
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学
校
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語

 
 
「お泣きなさるな」という翻訳の効果として適

切なものを選択する設問【Ｂ３一】

高知県８７．０％、全国８８．６％

「あたり……良かった。」の説明として適切なも

のを選択する設問【Ｂ３二】

高知県８１．９％、全国８２．６％

【Ｈ２５Ｂ２二】

高知県 ％、全国 ％ 
 

インタビューをする際の質問の意図として適切

なものを選択する設問【Ａ８一】

高知県８２．４％、全国８４．６％

【Ｈ２４小国Ａ２】

高知県６４．８％、全国６５．２％ 

 
 
 
演奏するタイミングを選択し、その理由を

ノートの内容と結び付けて書く設問【Ｂ１三】

高知県５２．０％、全国５６．２％

【Ｈ２２Ｂ２三】
高知県３９．７％、全国４５．６％

 
 
 
文章の最後の一文があった方がよいかどうか

について、話の展開を取り上げて自分の考え

を書く設問【Ｂ３三】

高知県２８．５％、全国３１．１％

【Ｈ１９Ｂ２三】
高知県６３．７％、全国７４．８％

 

平成２７年度全国学力・学習状況調査を活用したこれまでの取組の検証

新聞のコラムを読んで、表現の工夫を捉え

ること 

目的や意図に応じ、取材した内容を整理し

ながら記事を書くこと 

目的に応じ、文章の内容を的確に押さえな

がら要旨を捉えること 

読み手に伝えたいことを明確
にし、自分で調べたことや取材
したことの中から取捨選択し
て、それらを関係付けて書くこ
とに取り組みましょう。 

複数の資料から適切な情報から適切な情報

を得て、自分の考えを具体的に書くこと 

文章の構成や展開などを踏まえ、根拠を明

確にして自分の考えを書くこと 

表現の工夫について自分の考えをもつこと 

必要に応じて質問しながら聞き取ること 

この場面がなかったらどのよう
に作品全体の印象が変わるかな
ど、根拠を示しながら書いたり、
話し合ったりしましょう。文章
の展開について自分の考えをも
つために、場面の役割などを考
えることも大切です。 

 

 改善状況が見られたもの 依然として課題が見られるもの

小
学
校
算
数

 

     
【Ｈ２５Ａ３】
高知県７３．９％、全国７１．６％
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【Ｈ２６Ｂ２ 】
高知県６３．４％、全国６１．５％

 

 
 
 
【Ｈ２６Ａ６】
高知県４６．５％、全国５２．０％

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
【Ｈ２５Ｂ５ 】
高知県４４．１％、全国４４．４％

中
学
校
数
学

 

連続する５つの整数の和について成り立つ事

柄を表現する設問【Ｂ２ 】

高知県５９．０％、全国６３．８％

【Ｈ２４Ｂ２ 】

高知県５０．８％、全国５５．３％ 

 
 
 
【Ａ２ 】

高知県５３．８％、全国６４．２％ 
 
 
 

【Ｈ２２Ａ２ 】

高知県６５．５％、全国７２．１％

計算の結果を確かめるために、加法と減法

の相互の関係を理解すること 

 

２０％増量した商品の内容量が４８０ｍＬで
あるとき、増量前の内容量を求める式と答え
を書く設問
【Ｂ２（ ）】高知県１５ ０％、全国１３ １％

円の中心と円周上の二点を頂点とする三角形
が二等辺三角形になる理由として、最もふさ
わしい円の特徴を選択する設問
【Ａ５ 】高知県５１ ５％、全国５０ ６％

小数の加法の結果を、減法を用いて確かめると
き、当てはまる数値の組み合わせを書く設問

【Ａ１ 】高知県８４ ８％、全国８２ ０％

グラフに表されている事柄を読み取ること 

ハンカチを５日間持ってきた人数が、学年全体
の人数の半分より少ない学年は、４年生だけで
あることを示しているグラフを選択する設問
【Ａ７】高知県７９ ５％、全国８１ ８％

児童にとって考えやすい数で、数量の関係を

捉え、基準量を意識させることが大切です。 

図形の構成を図形の特徴と関連付けて捉えること  

基準量、比較量、割合の関係を正しく捉えること  

問題解決のあと、その問題の

条件を変えるとどのような

ことが予想できるかを考え

る場面を設定して、さらに力

を伸ばしていこう！ 

関係を表す式を、等式の性質を用いて目的

に応じて変形すること 
発展的に考え、予想した事柄を説明すること 

等式２x － y ＝５ を、y について
解きなさい。 

等式２x ＋ y ＝５ を、y について
解きなさい。 

「この等式の変形の際に用いられる

等式の性質は？」と問いかけるなど、

問題解決の過程を振り返ることで、

等式の性質と、式の計算をつないで

いくことが大事です。 

図形のどのような特徴を活用すれば作図

できるかを考えることが大切です。 

 

 改善状況が見られたもの 依然として課題が見られるもの

小
学
校
算
数

 

     
【Ｈ２５Ａ３】
高知県７３．９％、全国７１．６％
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【Ｈ２６Ｂ２ 】
高知県６３．４％、全国６１．５％

 

 
 
 
【Ｈ２６Ａ６】
高知県４６．５％、全国５２．０％

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
【Ｈ２５Ｂ５ 】
高知県４４．１％、全国４４．４％

中
学
校
数
学

 

連続する５つの整数の和について成り立つ事

柄を表現する設問【Ｂ２ 】

高知県５９．０％、全国６３．８％

【Ｈ２４Ｂ２ 】

高知県５０．８％、全国５５．３％ 

 
 
 
【Ａ２ 】

高知県５３．８％、全国６４．２％ 
 
 
 

【Ｈ２２Ａ２ 】

高知県６５．５％、全国７２．１％

計算の結果を確かめるために、加法と減法

の相互の関係を理解すること 

 

２０％増量した商品の内容量が４８０ｍＬで
あるとき、増量前の内容量を求める式と答え
を書く設問
【Ｂ２（ ）】高知県１５ ０％、全国１３ １％

円の中心と円周上の二点を頂点とする三角形
が二等辺三角形になる理由として、最もふさ
わしい円の特徴を選択する設問
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小数の加法の結果を、減法を用いて確かめると
き、当てはまる数値の組み合わせを書く設問

【Ａ１ 】高知県８４ ８％、全国８２ ０％

グラフに表されている事柄を読み取ること 

ハンカチを５日間持ってきた人数が、学年全体
の人数の半分より少ない学年は、４年生だけで
あることを示しているグラフを選択する設問
【Ａ７】高知県７９ ５％、全国８１ ８％

児童にとって考えやすい数で、数量の関係を
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基準量、比較量、割合の関係を正しく捉えること  

問題解決のあと、その問題の

条件を変えるとどのような

ことが予想できるかを考え

る場面を設定して、さらに力

を伸ばしていこう！ 

関係を表す式を、等式の性質を用いて目的

に応じて変形すること 
発展的に考え、予想した事柄を説明すること 

等式２x － y ＝５ を、y について
解きなさい。 

等式２x ＋ y ＝５ を、y について
解きなさい。 

「この等式の変形の際に用いられる

等式の性質は？」と問いかけるなど、

問題解決の過程を振り返ることで、

等式の性質と、式の計算をつないで

いくことが大事です。 

図形のどのような特徴を活用すれば作図
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 改善状況が見られたもの 依然として課題が見られるもの
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学
校
算
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高知県６３．４％、全国６１．５％
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中
学
校
数
学

 

連続する５つの整数の和について成り立つ事

柄を表現する設問【Ｂ２ 】

高知県５９．０％、全国６３．８％

【Ｈ２４Ｂ２ 】

高知県５０．８％、全国５５．３％ 

 
 
 
【Ａ２ 】

高知県５３．８％、全国６４．２％ 
 
 
 

【Ｈ２２Ａ２ 】

高知県６５．５％、全国７２．１％

計算の結果を確かめるために、加法と減法

の相互の関係を理解すること 

 

２０％増量した商品の内容量が４８０ｍＬで
あるとき、増量前の内容量を求める式と答え
を書く設問
【Ｂ２（ ）】高知県１５ ０％、全国１３ １％

円の中心と円周上の二点を頂点とする三角形
が二等辺三角形になる理由として、最もふさ
わしい円の特徴を選択する設問
【Ａ５ 】高知県５１ ５％、全国５０ ６％

小数の加法の結果を、減法を用いて確かめると
き、当てはまる数値の組み合わせを書く設問

【Ａ１ 】高知県８４ ８％、全国８２ ０％

グラフに表されている事柄を読み取ること 

ハンカチを５日間持ってきた人数が、学年全体
の人数の半分より少ない学年は、４年生だけで
あることを示しているグラフを選択する設問
【Ａ７】高知県７９ ５％、全国８１ ８％

児童にとって考えやすい数で、数量の関係を

捉え、基準量を意識させることが大切です。 

図形の構成を図形の特徴と関連付けて捉えること  

基準量、比較量、割合の関係を正しく捉えること  

問題解決のあと、その問題の

条件を変えるとどのような

ことが予想できるかを考え

る場面を設定して、さらに力

を伸ばしていこう！ 

関係を表す式を、等式の性質を用いて目的

に応じて変形すること 
発展的に考え、予想した事柄を説明すること 

等式２x － y ＝５ を、y について
解きなさい。 

等式２x ＋ y ＝５ を、y について
解きなさい。 

「この等式の変形の際に用いられる

等式の性質は？」と問いかけるなど、

問題解決の過程を振り返ることで、

等式の性質と、式の計算をつないで

いくことが大事です。 

図形のどのような特徴を活用すれば作図

できるかを考えることが大切です。 

 

 改善状況が見られたもの 依然として課題が見られるもの
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（３）連続する３つの整数を，連続する５つの整数に変えた場合，その
和がどんな数になるかを調べます。

１，� ２，� ３，� ４，� ５ のとき� １+ ２+ ３+ ４+ ５＝１５
� ５，� ６，� ７，� ８，� ９ のとき� ５+ ６+ ７+ ８+ ９＝３５
１４，１５，１６，１７，１８ のとき １４+１５+１６+１７+１８＝８０

⋮� ⋮

連続する５つの整数の和は，中央の整数に着目すると，どんな数
になると予想できますか。前ページの予想のように，「 　　 は，…… 
になる。」という形で書きなさい。
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改善状況が見られたもの 依然として課題が見られるもの

小
学
校
理
科

水蒸気の状態の説明として当てはまるものを選
ぶ設問【３ 】

高知県８１．７％、全国８１．９％

水の状態変化の説明として、当てはまる言葉を
選ぶ設問【Ｈ２４３ オ・カ】

オ 高知県６１．４％、全国６２．１％
カ 高知県４１．４％、全国４２．４％

メスシリンダーで一定量の水をはかり取る適切
な扱い方を選ぶ設問【３ 】 

高知県５１．５％、全国５１．７％

方位磁針の適切な操作方法を選び、そのときの
太陽の方位を書く設問【Ｈ２４４ 】

高知県２６．４％、全国２７．３％ 

中
学
校
理
科

キウイフルーツがゼラチンや寒天を分解する働
きを説明した記述として適切なものを選ぶ設問
【７ 】

高知県６９．７％、全国７６．４％ 

「チューリップの花が開くには、温度が関係し
ている」という考察の根拠となる実験結果の組
み合わせを選ぶ設問【Ｈ２４１ 】

高知県３３．５％、全国４１．３％ 

同じ量の水に同じ量の炭酸水素ナトリウムと
硫酸ナトリウムをそれぞれ加えたとき、どち
らが炭酸水素ナトリウムであるかを選ぶ設問
【１ 】

高知県２７．１％、全国３２．６％

食塩水がいくらでも濃くできるわけではない理
由を説明する設問【Ｈ２４４ 】

高知県３９．３％、全国４６．６％ 

水蒸気は水が気体になったものであること

を理解すること 

メスシリンダーで一定量の水をはかり取るときの

適切な扱い方を身に付けること 

例えば、「スポイトの
先をメスシリンダー
の水の中に入れては
いけないのはなぜだ
ろう」など、器具の操
作の意味を考えなが
ら、器具の適切な操作
方法を身に付けさせ
ていきましょう。

実験の結果を分析して解釈し、炭酸水素ナトリウ

ムを溶かした方の試験管を指摘すること 

溶解度が大きい物質が

多く溶け残ると誤って

捉えていると考えられ

ます。

図などを用いて、二つ

の物質の溶け残りの質

量や溶解度の大きさを

視覚的に捉えさせるこ

とが大切です。

実験の結果を分析して解釈し、キウイフルーツは

ゼラチンを分解することを指摘すること 

改善状況が見られたもの 依然として課題が見られるもの

小
学
校
理
科
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水を多めに入れて

スポイトで水をぬく。

水を多めに入れて

スポイトで水をぬく。

 
水の盛り上がった

部分を読む。

水の平らな部分を

読む。

� �

水を少なめに入れて

スポイトで水をたす。

水を少なめに入れて

スポイトで水をたす。

水の盛り上がった

部分を読む。

水の平らな部分を

読む。

レポートの一部

課題Ⅰ
キウイフルーツには，ゼラチンや寒天を分解するはたらきがあるのだろうか。

【方法】
①　ＡとＢにはゼラチンのゼリー
を，ＣとＤには寒天のゼリーを
入れる。
　　ＡとＣにはキウイフルーツの
しぼり汁を，ＢとＤには水を	
入れる（図１）。
②　しばらく時間をおき，ＡからＤ
に変化があるかどうかを観察
する。

【結果】
表

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ
変化あり

（液状になった） 変化なし 変化なし 変化なし

（２）	【結果】の表から，キウイフルーツがゼラチンや寒天を分解するはたらきについて，
考えられることとして最も適切なものを，下のアからエまでの中から１つ選びなさい。

ア　ゼラチンと寒天のどちらも分解する。
イ　ゼラチンを分解するが，寒天を分解しない。
ウ　ゼラチンを分解しないが，寒天を分解する。
エ　ゼラチンと寒天のどちらも分解しない。

図１

キウイフルーツ
のしぼり汁 水

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

ゼラチンのゼリー 寒天のゼリー

入浴剤の記事に関すること２

良子：炭酸水素ナトリウムと硫酸ナトリウムは，水に溶ける量に違いがあるのかな。

太郎：２本の試験管を用意して，一方には炭酸水素ナトリウムを，他方には同じ質量の	
硫酸ナトリウムを入れて，４０℃の同じ量の水を加えて溶かしてみよう。

次郎：どちらに何を溶かしたのか，わからなくなったよ（図１）。

良子：４０℃での溶解度の表から，溶け残った質量が大きい物質は Ｘ だね。	
だから，炭酸水素ナトリウムを溶かした方は Ｙ の試験管だね。

左の試験管 右の試験管

溶け残った物質

図１

表
炭酸水素ナトリウム 硫酸ナトリウム

１２.７ｇ ４８.１ｇ
※ ４０℃での溶解度

（２）	上の Ｘ ， Ｙ に当てはまる正しいものを，それぞれ下のア，イから１つ
選びなさい。

Ｘ ア　炭酸水素ナトリウム　　イ　硫酸ナトリウム

Ｙ ア　左　　　　　　　　　　イ　右
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教科等に関する質問紙調査より

本県 本県－全国 本県27－26
理科(本県27－24)

本県 本県－全国 本県27－26
理科(本県27－24)

国語の勉強は好きだ

国語の勉強は大切だ

国語の授業の内容はよく分かる

算数・数学の勉強は好きだ

算数・数学の勉強は大切だ

算数・数学の授業の内容はよく分かる

理科の勉強は好きだ

理科の勉強は大切だ

理科の授業の内容はよく分かる

〔同一世代（Ｈ２４小６とＨ２７中３）との比較〕

【教科の勉強は好き】

【教科の勉強は大切】

【授業の内容はよく分かる】

［肯定群の割合(％)］

〔全国及び前回調査との比較〕

小学生 中学生

各教科の学習に対する関心・意欲・態度について

61.1  
66.5  

77.4  

62.0  59.6  60.1  

40% 

60% 

80% 

100% 

国語 算数・数学 理科 

92.9  93.9  87.5  90.2  
84.1  

71.9  

40% 

60% 

80% 

100% 

国語 算数・数学 理科 

81.6  79.3  
84.2  

72.1  70.2  
62.1  

40% 

60% 

80% 

100% 

国語 算数・数学 理科 

上の表に示しているように各

教科の学習に対する関心・意

欲・態度を前回調査と比較する

と「数学の授業はよく分かる」を

除いて肯定群の割合は増加し

ているものの中学生で３教科と

も「授業の内容がよく分かる」の

肯定群の割合が全国を下回っ

ています。 
また、下のグラフに示したよう

に「教科の勉強は好き・大切」よ

り、「授業の内容はよく分かる」

の方が３年後の肯定群の割合

の減少が大きくなっています。 
児童生徒が学習内容を分かっ

て実感できる授業づくりが大切

です。各学校において、学習指

導要領に指導内容を踏まえ、授

業の質を高めるための研究を

深めていきましょう。 

平成２４年度の小学校６年生 平成２７年度の中学校３年生 

［肯定群の割合］
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質問 ５５ 質問 ３１

質問 ６７

質問 ８０ 質問 ４０

質問 32
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授業中に

日常的に
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越知中学校では、学校独自の授業づくりのスタンダードを確立し、活用する力を問う問題を解決す

る力を育成するために、課題解決型の学習に取り組んでいます。

１ 子どもに学習の見通しをもたせるために、前時の振り返りから始める。

２ 生徒自身に問いをもたせるように、課題の提示を工夫する。

３ 自分の考えを、根拠を基に説明させたり、書かせたりする。

４ 話し合いや書く活動などを通して、学習したことを整理し、考えを深めさせる。

５ 学習したことの振り返りの場を設定する。

 
 
 
「問いの共有」 
課題の提示後、「何について、どのようにして

解決していくのか」を確認し、目標の達成に向け

て見通しをもたせます。

※授業の中心的活動が本時のめあてや目標に 

沿った師側が確認をする上で重要です。 

「自力解決の時間（１５分程度）の確保」

自分で思考し判断する習慣を身に付けさせ、集団解決の時間における練り合いの土台と

なります。ノートには、図や式や言葉などを用いて、考えた理由を筋道立てて書かせます。 

※教師は、ヒントや解き方の手順など、適切な支援策を準備しておき、机間巡視を行い

ます。 

越知中「授業づくりのスタンダード」

越知町立越知中学校
 

ポイント１ 
 
「問いの共有」と「自力解決の時間（１５分程度）の確保」 

 
 
 
「集団解決」

自力解決後は、グループで、司会を中心に話し合いを行い、個人の考えを整理します。 
全体共有の場では、学習課題に迫る考察を行います。 
１～２グループの意見を取り上げ、その考え方と他の 
グループの考えとをつなげさせたり、比較・分類させ 
たりする等、目標に迫らせます。  
※自由に個人のノートを見回り意見を述べ合うなど、 

その状況に合った適切な場を設定し、全体共有で 

きる工夫をします。 

ポイント２ 
 
「集団解決」〔グループ（４人） → 全体共有〕 

 

 

 

ポイント１  
「問いの共有」と「自力解決の時間（１５分程度）の確保」 

 

ポイント２  
 「集団解決」〔グループ（４人） → 全体共有〕

 

ポイント１  
「問いの共有」と「自力解決の時間（１５分程度）の確保」 

 

ポイント２  
 「集団解決」〔グループ（４人） → 全体共有〕

※授業の中心的活動が本時のめあてや目標に　

沿ったものになっているか教師側が確認を

する上で重要です。
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大月中学校では、授業における「大月中スタンダード」に基づく日々の実践はもちろんのこと全校

授業研究や評価テストを検証の機会とし、授業改善のＰＤＣＡサイクルを確実に機能させています。 
 
１ 大月中スタンダードの中で、「各教科の用語・表現を使った言語活動」「めあてに対する振り返り」

に重点を置いた実践研究を行っています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ 全校授業研究を通じた実践研究を推進しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

全校授業研究の研究協議 

研究協議で使用するマトリックス表 

授業参観の視点

「ねらいにせまる発問が工夫されていたか」「根拠をもとに説明する言語活動があったか」 

大月町立大月中学校 

○ めあての提示

○ 発問の工夫

◎ 各教科の用語・表現を使った言語活動

○ ホワイトボードの利用

◎ めあてに対する振り返り

大月中スタンダード

生徒が自分の考えを表現する際に、授業のキーワードとなる教科の用語や表現を使う
ように指導します。 
キーワードを活用する場面を設定することで、教科の用語や表現の意味理解が深まり、
生徒が活用の仕方を身に付けることができます。 

授業の導入で提示しためあてに
対して、生徒が、キーワードを使
って本時の学習を振り返る時間を
確保します。 
キーワードを使った振り返りを
させることにより、教科の用語や
表現の定着状況を把握し、不十分
であれば家庭学習や次時の導入で
補充を行います。 

 
キーワードを使った表現、振り返りのある板書 

全校授業研究

ワークショップ型の研究協議

・２つ視点で授業を参観し、「良い点」

「課題」「改善策」を、マトリックス

表で整理する。 
・課題を絞り込み、改善策を明確にする。 
（次の研究協議の参観シートに明記） 

日々の授業実践

・改善策を生かした授業を行う。

・管理職や研究主任（学力向上推進

教師）が日常的に授業を参観し、

授業者にアドバイスを行うなど、

進捗管理を図る。

授業改善の
サイクル化

１学年の同じ教科の授業を
複数教員で担当する「タテ持
ち」を取り入れたり、職員室の
机の配置を工夫したりするこ
とで、担当教員同士が授業につ
いて日常的に話し合える環境
が整い、実践研究の推進につな
がっています。 

　授業の導入で提示しためあてに
対して、生徒が、キーワードを
使って本時の学習を振り返る時間
を確保します。
　キーワードを使った振り返りを
させることにより、教科の用語や
表現の定着状況を把握し、不十分
であれば家庭学習や次時の導入で
補充を行います。

キーワードを使った表現、振り返りのある板書
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　全国と比較すると、肯定群の割合は、小学校で

はほぼ同じですが、中学校では２．５ポイント上

回っています。児童生徒に授業の目標をつかませ、

課題意識をもたせるためにも、各教科で学習指導

要領の指導内容に基づいた目標を設定することが

大切です。

　小・中学校ともに、肯定群の割合は、全国とほ

ぼ同じです。授業の最後に、児童生徒に学んだこ

とやさらに考えたいことなどをまとめさせ、評価

問題等で学習の定着状況を把握することができる

よう、振り返る活動を適切に位置付けることが大切

です。
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71.9 67.5 65.3 67.2

67.4 64.7 60.5 62.8

64.1 61.5 58.6 59.1
62.4 58.0 53.7 53.3

71.9 67.5 65.3 67.2

67.4 64.7 60.5 62.8

64.1 61.5 58.6 59.1
62.4 58.0 53.7 53.3

5.7

4.4

5.5

10.5

5.7

4.4

5.5

10.5

　全国と比較すると、肯定群の割合は、小学校で

はほぼ同じですが、中学校では４．４ポイント上

回っています。話し合う活動は、児童生徒の学び

の質を高めるためのものです。児童生徒一人一人

の目標の達成状況を把握し、その効果を検証し

ながら、より適切に位置付けていくことが大切

です。

　全国と比較すると、肯定群の割合は、小学校では２．４ポイント下回っていますが、中学校では４．２ポイント上回

っています。話合いなどの活動で考えを深めたり、広げたりすることと正答率には相関が見られます。話し合う活動を

する際には、授業の目標を達成するために、話し合いや交流の目的を明確にし、児童生徒の意見を価値付けたり、つな

げたりすることで、課題解決を図ることができるよう、適切な支援をしていくことが大切です。
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　全国と比較すると、肯定群の割合は、小学校ではほぼ同じですが、中学校では５．５ポイント下回っています。協

働的に学び合うことで、学びの質を高めるような問題解決的な学習について、各教科の特性を生かした取り組みを進

めていくことが大切です。

　全国と比較すると、肯定群の割合は、小学校ではほぼ同じですが、中学校では５．７ポイント下回っています。

「授業づくりのポイント」に基づき授業を構成し、児童生徒が課題解決の道筋を捉えたり、学習内容を整理したりす

ることができるよう、適切なノートづくりを指導することが大切です。
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　「月に数回以上」行ったと回答した学校の割合

は、全国と比較すると、小学校では２．６ポイン

ト上回っていますが、中学校ではほぼ同じです。

児童生徒が気づきや疑問を解決するために、教科

指導においても学校図書館を効果的に活用するこ

とは大切です。各教科の指導計画に学校図書館を

活用した授業を位置付けるなど、学校全体で取り

組みを進めることが重要です。

　「週に２回以上」実施したと回答した学校の割

合は、全国と比較すると、小学校では３８．３ポ

イント、中学校では３５．５ポイントそれぞれ上

回っています。児童生徒の学習の定着状況を捉え、

課題に応じた個別支援などを行うことができるよ

う、補充的な学習サポートを充実させ、基礎的な

学力の定着につなげていくことが大切です。
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　小・中学校ともに、肯定群の割合は、全国とほ

ぼ同じです。学校経営計画に基づいた学力向上の

PDCAサイクルが確立されるよう、実践的な研修を

検証場面の一つとして位置付け、その検証結果を、

教員一人一人が授業改善の取り組みに反映させて

いくことが大切です。

　全国と比較すると、肯定群の割合は、小学校で

は６．５ポイント、中学校では７．５ポイントそ

れぞれ上回っています。全国学力・学習状況調査

と高知県学力定着状況調査結果等を併せて分析し、

学校の取り組みの効果を短期的なスパンで検証し、

指導計画の見直しを行うなど、取り組みの質を高

めていくことが大切です。
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　肯定群の割合は、小学校では１００％であり、

中学校では全国とほぼ同じです。全教職員で学力

調査の結果等を基に、学力状況だけでなく、改善策

を共有し、学校がチームとして取り組みを進め、

成果につなげることが大切です。

　全国と比較すると、肯定群の割合は、小学校では

ほぼ同じですが、中学校では８．６ポイント下回っ

ています。知識・技能を活用することは、思考力・

判断力・表現力等を育成することにつながり、これ

からの社会を生き抜く児童生徒には欠かせません。

各教科の指導計画に知識・技能の活用の場面を必ず

位置付け、授業において実践していくことが重要

です。
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　全国と比較すると、肯定群の割合は、小学校では

ほぼ同じですが、中学校では５．０ポイント下回っ

ています。言語活動は、各教科の目標を達成するた

めの一つのツールです。単元や授業の目標を達成す

るために、どの場面でどのような言語活動を位置付

けるのかを計画し、実践していくことが大切です。
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児童質問紙調査

質問
番号 質問事項 備考高知県肯定群‒

全国肯定群
高知県

肯定群 否定群

全国
肯定群 否定群

朝食を毎日食べていますか

毎日、同じくらいの時刻に寝ていますか

毎日、同じくらいの時刻に起きていますか

ものごとを最後までやり遂げて、うれしかったことがありますか

難しいことでも、失敗を恐れないで挑戦していますか

自分には、よいところがあると思いますか

友達の前で自分の考えや意見を発表することは得意ですか

友達と話し合うとき、友達の話や意見を最後まで聞くことができますか

将来の夢や目標を持っていますか

家の人（兄弟姉妹を除く）と学校での出来事について話をしますか

家の人（兄弟姉妹を除く）は、授業参観や運動会などの学校の行事に
来ますか

家で、自分で計画を立てて勉強をしていますか

家で、学校の宿題をしていますか

家で、学校の授業の予習をしていますか

家で、学校の授業の復習をしていますか

学校に行くのは楽しいと思いますか

学級みんなで協力して何かをやり遂げ、うれしかったことがありますか

今住んでいる地域の行事に参加していますか

地域や社会で起こっている問題や出来事に関心がありますか

地域や社会をよくするために何をすべきかを考えることがありますか

テレビのニュース番組やインターネットのニュースを見ますか（携帯
電話やスマートフォンを使ってインターネットのニュースを見る場合
も含む）

学校のきまりを守っていますか

人の気持ちが分かる人間になりたいと思いますか

いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思いますか

人の役に立つ人間になりたいと思いますか

「総合的な学習の時間」の授業で学習したことは、普段の生活や社会
に出たときに役に立つと思いますか
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質問
番号 質問事項 備考高知県肯定群‒

全国肯定群
高知県

肯定群 否定群

全国
肯定群 否定群

５年生までに受けた授業では、自分の考えを発表する機会が与えられて
いたと思いますか

「総合的な学習の時間」では、 自分で課題を立てて情報を集め整理して、
調べたことを発表するなどの学習活動に取り組んでいますか

５年生までに受けた授業では、学級の友達との間で話し合う活動をよく
行っていたと思いますか

５年生までに受けた授業では、学級やグループの中で自分たちで課題
を立てて、その解決に向けて情報を集め、話し合いながら整理して、
発表するなどの学習活動に取り組んでいたと思いますか

５年生までに受けた授業のはじめに目標（めあて・ねらい）が示されて
いたと思いますか

５年生までに受けた授業の最後に学習内容を振り返る活動をよく行って
いたと思いますか

５年生までに受けた授業で扱うノートには、学習の目標（めあて・ねらい）
とまとめを書いていたと思いますか

４００字詰め原稿用紙２～３枚の感想文や説明文を書くことは難しいと
思いますか

学校の授業などで、自分の考えを他の人に説明したり、文章に書いたり
することは難しいと思いますか

学級の友達との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、
広げたりすることができていると思いますか

国語の勉強は好きですか

国語の勉強は大切だと思いますか

国語の授業の内容はよく分かりますか

読書は好きですか

国語の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに役に立つと思い
ますか

国語の授業で目的に応じて資料を読み、自分の考えを話したり、書いたり
していますか

国語の授業で意見などを発表するとき、うまく伝わるように話の組み立て
を工夫していますか

国語の授業で自分の考えを書くとき、考えの理由が分かるように気を
付けて書いていますか

国語の授業で文章を読むとき、段落や話のまとまりごとに内容を理解
しながら読んでいますか

今回の国語の問題について、解答を文章で書く問題がありましたが、
どのように解答しましたか

算数の勉強は好きですか

算数の勉強は大切だと思いますか

算数の授業の内容はよく分かりますか

算数の授業で新しい問題に出合ったとき、それを解いてみたいと思い
ますか

算数の問題の解き方が分からないときは、諦めずにいろいろな方法を
考えますか

算数の授業で学習したことを普段の生活の中で活用できないか考え
ますか

算数の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに役に立つと
思いますか
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児童質問紙調査

質問
番号 質問事項 備考高知県肯定群‒

全国肯定群
高知県

肯定群 否定群

全国
肯定群 否定群

朝食を毎日食べていますか

毎日、同じくらいの時刻に寝ていますか

毎日、同じくらいの時刻に起きていますか

ものごとを最後までやり遂げて、うれしかったことがありますか

難しいことでも、失敗を恐れないで挑戦していますか

自分には、よいところがあると思いますか

友達の前で自分の考えや意見を発表することは得意ですか

友達と話し合うとき、友達の話や意見を最後まで聞くことができますか

将来の夢や目標を持っていますか

家の人（兄弟姉妹を除く）と学校での出来事について話をしますか

家の人（兄弟姉妹を除く）は、授業参観や運動会などの学校の行事に
来ますか

家で、自分で計画を立てて勉強をしていますか

家で、学校の宿題をしていますか

家で、学校の授業の予習をしていますか

家で、学校の授業の復習をしていますか

学校に行くのは楽しいと思いますか

学級みんなで協力して何かをやり遂げ、うれしかったことがありますか

今住んでいる地域の行事に参加していますか

地域や社会で起こっている問題や出来事に関心がありますか

地域や社会をよくするために何をすべきかを考えることがありますか

テレビのニュース番組やインターネットのニュースを見ますか（携帯
電話やスマートフォンを使ってインターネットのニュースを見る場合
も含む）

学校のきまりを守っていますか

人の気持ちが分かる人間になりたいと思いますか

いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思いますか

人の役に立つ人間になりたいと思いますか

「総合的な学習の時間」の授業で学習したことは、普段の生活や社会
に出たときに役に立つと思いますか
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質問
番号 質問事項 備考高知県肯定群‒

全国肯定群
高知県

肯定群 否定群

全国
肯定群 否定群

５年生までに受けた授業では、自分の考えを発表する機会が与えられて
いたと思いますか

「総合的な学習の時間」では、 自分で課題を立てて情報を集め整理して、
調べたことを発表するなどの学習活動に取り組んでいますか

５年生までに受けた授業では、学級の友達との間で話し合う活動をよく
行っていたと思いますか

５年生までに受けた授業では、学級やグループの中で自分たちで課題
を立てて、その解決に向けて情報を集め、話し合いながら整理して、
発表するなどの学習活動に取り組んでいたと思いますか

５年生までに受けた授業のはじめに目標（めあて・ねらい）が示されて
いたと思いますか

５年生までに受けた授業の最後に学習内容を振り返る活動をよく行って
いたと思いますか

５年生までに受けた授業で扱うノートには、学習の目標（めあて・ねらい）
とまとめを書いていたと思いますか

４００字詰め原稿用紙２～３枚の感想文や説明文を書くことは難しいと
思いますか

学校の授業などで、自分の考えを他の人に説明したり、文章に書いたり
することは難しいと思いますか

学級の友達との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、
広げたりすることができていると思いますか

国語の勉強は好きですか

国語の勉強は大切だと思いますか

国語の授業の内容はよく分かりますか

読書は好きですか

国語の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに役に立つと思い
ますか

国語の授業で目的に応じて資料を読み、自分の考えを話したり、書いたり
していますか

国語の授業で意見などを発表するとき、うまく伝わるように話の組み立て
を工夫していますか

国語の授業で自分の考えを書くとき、考えの理由が分かるように気を
付けて書いていますか

国語の授業で文章を読むとき、段落や話のまとまりごとに内容を理解
しながら読んでいますか

今回の国語の問題について、解答を文章で書く問題がありましたが、
どのように解答しましたか

算数の勉強は好きですか

算数の勉強は大切だと思いますか

算数の授業の内容はよく分かりますか

算数の授業で新しい問題に出合ったとき、それを解いてみたいと思い
ますか

算数の問題の解き方が分からないときは、諦めずにいろいろな方法を
考えますか

算数の授業で学習したことを普段の生活の中で活用できないか考え
ますか

算数の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに役に立つと
思いますか
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質問
番号 質問事項 備考高知県肯定群‒

全国肯定群
高知県

肯定群 否定群

全国
肯定群 否定群

算数の授業で問題の解き方や考え方が分かるようにノートに書いて
いますか

算数の授業で公式やきまりを習うとき、そのわけを理解するように
していますか

算数の授業で問題を解くとき、もっと簡単に解く方法がないか考え
ますか

今回の算数の問題について、言葉や数、式を使って、わけや求め方
などを書く問題がありましたが、どのように解答しましたか

理科の勉強は好きですか

理科の勉強は大切だと思いますか

理科の授業の内容はよく分かりますか

自然の中で遊んだことや自然観察をしたことがありますか

理科の授業で学習したことを普段の生活の中で活用できないか考え
ますか

理科の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに役に立つと
思いますか

将来、理科や科学技術に関係する職業に就きたいと思いますか

理科の授業で、自分の考えをまわりの人に説明したり発表したりして
いますか

理科の授業では、理科室で観察や実験をどのくらい行いましたか

観察や実験を行うことは好きですか

理科の授業で、自分の予想をもとに観察や実験の計画を立てていますか

理科の授業で、観察や実験の結果から、どのようなことが分かったのか
考えていますか

理科の授業で、観察や実験の進め方や考え方が間違っていないかを振り
返って考えていますか

今回の理科の問題について、解答を文章などで書く問題がありました。
それらの問題について、どのように解答しましたか

調査問題の解答時間は十分でしたか（算数Ｂ）

調査問題の解答時間は十分でしたか（算数Ａ）

調査問題の解答時間は十分でしたか（国語Ｂ）

調査問題の解答時間は十分でしたか（国語Ａ）

調査問題の解答時間は十分でしたか（理科）

20.6 

19.2 

16.0 

25.9 

16.2 

12.8 

11.9 

12.8 

30.4 

25.2 

70.9 

44.8 

9.5 

9.6 

24.4 

19.2 

32.5 

22.5 

16.1 

31.9 

14.8 

35.8 

19.8 

79.1 

80.6 

83.8 

73.3 

83.5 

86.9 

87.9 

86.9 

69.3 

74.5 

28.8 

54.9 

90.0 

90.1 

75.3 

80.4 

67.1 

76.1 

83.3 

67.6 

84.6 

63.7 

79.6 

18.6 

17.5 

15.9 

20.3 

17.2 

10.6 

12.5 

13.6 

27.0 

20.6 

71.5 

42.1 

7.1 

9.0 

24.3 

18.5 

30.6 

18.3 

10.2 

25.8 

10.3 

35.1 

20.1 

81.4 

82.4 

84.0 

79.0 

82.8 

89.3 

87.4 

86.3 

72.9 

79.3 

28.4 

57.7 

92.7 

90.7 

75.6 

81.2 

69.0 

80.2 

89.4 

73.8 

89.3 

64.5 

79.4 

2.3 

1.8 

0.2 

5.7 

-0.7 

2.4 

-0.5 

-0.6 

3.6 

4.8 

-0.4 

2.8 

2.7 

0.6 

0.3 

0.8 

1.9 

4.1 

6.1 

6.2 

4.7 

0.8 

-0.2 

（６５）

 

（６６）

 

（６７）

 

（６８）

 

（６９）

（７０）

 

（７１）

 

（７２）

 

（７３）

 

（７４）

 

（７５）

 

（７６）

 

（７７）

 

（７８）

 

（７９）

 

（８０）

 

（８１）

 

（８２）

 

（８３）

 

（８４）

 

（８５）

 

（８６）

 

（８７）

 

肯定群は全ての書く問題
で最後まで解答を書こう
と努力した児童の割合

肯定群は全ての書く問題
で最後まで解答を書こう
と努力した児童の割合

※質問項目は肯定群と否定群で判断できるものを抜粋

は、全国の肯定群の割合より３ポイントをこえて高い質問事項

は、全国の肯定群の割合より３ポイントをこえて低い質問事項

「太　字」

「白抜き」

生徒質問紙調査

質問
番号 質問事項 備考高知県肯定群‒

全国肯定群
高知県

肯定群 否定群

全国
肯定群 否定群

朝食を毎日食べていますか

毎日、同じくらいの時刻に寝ていますか

毎日、同じくらいの時刻に起きていますか

ものごとを最後までやり遂げて、うれしかったことがありますか

難しいことでも、失敗を恐れないで挑戦していますか

自分には、よいところがあると思いますか

友達の前で自分の考えや意見を発表することは得意ですか

友達と話し合うとき、友達の話や意見を最後まで聞くことができますか

将来の夢や目標を持っていますか

家の人（兄弟姉妹を除く）と学校での出来事について話をしますか

家の人（兄弟姉妹を除く）は、授業参観や運動会などの学校の行事に
来ますか

家で、自分で計画を立てて勉強をしていますか

家で、学校の宿題をしていますか

家で、学校の授業の予習をしていますか

家で、学校の授業の復習をしていますか

学校に行くのは楽しいと思いますか

学級みんなで協力して何かをやり遂げ、うれしかったことがありますか

今住んでいる地域の行事に参加していますか

地域や社会で起こっている問題や出来事に関心がありますか

地域や社会をよくするために何をすべきかを考えることがありますか

テレビのニュース番組やインターネットのニュースを見ますか（携帯
電話やスマートフォンを使ってインターネットのニュースを見る場合
も含む）

学校の規則を守っていますか

人の気持ちが分かる人間になりたいと思いますか

いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思いますか

人の役に立つ人間になりたいと思いますか

「総合的な学習の時間」の授業で学習したことは、普段の生活や社会に
出たときに役に立つと思いますか

「総合的な学習の時間」では、 自分で課題を立てて情報を集め整理して、
調べたことを発表するなどの学習活動に取り組んでいますか
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48.8 

92.1 

73.1 

69.2 

80.1 

54.2 

87.6 

31.0 

60.2 

79.2 

82.2 

40.1 

56.7 

37.3 

81.1 

93.8 

93.8 

94.4 

93.9 

80.6 

61.9 

-2.1 

2.6 

0.3 

-0.1 

0.2 

1.3 

-0.8 

-0.9 

1.4 

-4.5 

-3.3 

5.4 

-1.7 

-4.3 

8.2 

-2.9 

-2.0 

-4.7 

0.8 

4.4 

-2.8 

-0.6 

-1.1 

0.7 

0.2 

6.0 

3.9 

（１）

（２）

（３）

（４）

（５）

（６）

（７）

（８）

（９）

（１８）

（１９）

（２０）

（２１）

（２２）

（２３）

（２４）

（２６）

（２７）

（２８）

（２９）

（３１）

（３２）

（３３）

（３４）

（３５）

（３６）

（３７）

62 63



質問
番号 質問事項 備考高知県肯定群‒

全国肯定群
高知県

肯定群 否定群

全国
肯定群 否定群

算数の授業で問題の解き方や考え方が分かるようにノートに書いて
いますか

算数の授業で公式やきまりを習うとき、そのわけを理解するように
していますか

算数の授業で問題を解くとき、もっと簡単に解く方法がないか考え
ますか

今回の算数の問題について、言葉や数、式を使って、わけや求め方
などを書く問題がありましたが、どのように解答しましたか

理科の勉強は好きですか

理科の勉強は大切だと思いますか

理科の授業の内容はよく分かりますか

自然の中で遊んだことや自然観察をしたことがありますか

理科の授業で学習したことを普段の生活の中で活用できないか考え
ますか

理科の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに役に立つと
思いますか

将来、理科や科学技術に関係する職業に就きたいと思いますか

理科の授業で、自分の考えをまわりの人に説明したり発表したりして
いますか

理科の授業では、理科室で観察や実験をどのくらい行いましたか

観察や実験を行うことは好きですか

理科の授業で、自分の予想をもとに観察や実験の計画を立てていますか

理科の授業で、観察や実験の結果から、どのようなことが分かったのか
考えていますか

理科の授業で、観察や実験の進め方や考え方が間違っていないかを振り
返って考えていますか

今回の理科の問題について、解答を文章などで書く問題がありました。
それらの問題について、どのように解答しましたか

調査問題の解答時間は十分でしたか（算数Ｂ）

調査問題の解答時間は十分でしたか（算数Ａ）

調査問題の解答時間は十分でしたか（国語Ｂ）

調査問題の解答時間は十分でしたか（国語Ａ）

調査問題の解答時間は十分でしたか（理科）

20.6 

19.2 

16.0 

25.9 

16.2 

12.8 

11.9 

12.8 

30.4 

25.2 

70.9 

44.8 

9.5 

9.6 

24.4 

19.2 

32.5 

22.5 

16.1 

31.9 

14.8 

35.8 

19.8 

79.1 

80.6 

83.8 

73.3 

83.5 

86.9 

87.9 

86.9 

69.3 

74.5 

28.8 

54.9 

90.0 

90.1 

75.3 

80.4 

67.1 

76.1 

83.3 

67.6 

84.6 

63.7 

79.6 

18.6 

17.5 

15.9 

20.3 

17.2 

10.6 

12.5 

13.6 

27.0 

20.6 

71.5 

42.1 

7.1 

9.0 

24.3 

18.5 

30.6 

18.3 

10.2 

25.8 

10.3 

35.1 

20.1 

81.4 

82.4 

84.0 

79.0 

82.8 

89.3 

87.4 

86.3 

72.9 

79.3 

28.4 

57.7 

92.7 

90.7 

75.6 

81.2 

69.0 

80.2 

89.4 

73.8 

89.3 

64.5 

79.4 

2.3 

1.8 

0.2 

5.7 

-0.7 

2.4 

-0.5 

-0.6 

3.6 

4.8 

-0.4 

2.8 

2.7 

0.6 

0.3 

0.8 

1.9 

4.1 

6.1 

6.2 

4.7 

0.8 

-0.2 

（６５）

 

（６６）

 

（６７）

 

（６８）

 

（６９）

（７０）

 

（７１）

 

（７２）

 

（７３）

 

（７４）

 

（７５）

 

（７６）

 

（７７）

 

（７８）

 

（７９）

 

（８０）

 

（８１）

 

（８２）

 

（８３）

 

（８４）

 

（８５）

 

（８６）

 

（８７）

 

肯定群は全ての書く問題
で最後まで解答を書こう
と努力した児童の割合

肯定群は全ての書く問題
で最後まで解答を書こう
と努力した児童の割合

※質問項目は肯定群と否定群で判断できるものを抜粋

は、全国の肯定群の割合より３ポイントをこえて高い質問事項

は、全国の肯定群の割合より３ポイントをこえて低い質問事項

「太　字」

「白抜き」

生徒質問紙調査

質問
番号 質問事項 備考高知県肯定群‒

全国肯定群
高知県

肯定群 否定群

全国
肯定群 否定群

朝食を毎日食べていますか

毎日、同じくらいの時刻に寝ていますか

毎日、同じくらいの時刻に起きていますか

ものごとを最後までやり遂げて、うれしかったことがありますか

難しいことでも、失敗を恐れないで挑戦していますか

自分には、よいところがあると思いますか

友達の前で自分の考えや意見を発表することは得意ですか

友達と話し合うとき、友達の話や意見を最後まで聞くことができますか

将来の夢や目標を持っていますか

家の人（兄弟姉妹を除く）と学校での出来事について話をしますか

家の人（兄弟姉妹を除く）は、授業参観や運動会などの学校の行事に
来ますか

家で、自分で計画を立てて勉強をしていますか

家で、学校の宿題をしていますか

家で、学校の授業の予習をしていますか

家で、学校の授業の復習をしていますか

学校に行くのは楽しいと思いますか

学級みんなで協力して何かをやり遂げ、うれしかったことがありますか

今住んでいる地域の行事に参加していますか

地域や社会で起こっている問題や出来事に関心がありますか

地域や社会をよくするために何をすべきかを考えることがありますか

テレビのニュース番組やインターネットのニュースを見ますか（携帯
電話やスマートフォンを使ってインターネットのニュースを見る場合
も含む）

学校の規則を守っていますか

人の気持ちが分かる人間になりたいと思いますか

いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思いますか

人の役に立つ人間になりたいと思いますか

「総合的な学習の時間」の授業で学習したことは、普段の生活や社会に
出たときに役に立つと思いますか

「総合的な学習の時間」では、 自分で課題を立てて情報を集め整理して、
調べたことを発表するなどの学習活動に取り組んでいますか

6.6 

24.7 

7.8 

5.8 

31.2 

31.8 

50.3 

6.9 

28.1 

26.3 

16.2 

51.1 

10.5 

64.5 

47.9 

17.8 

14.6 

55.1 

44.0 

67.0 

15.5 

5.5 

5.0 

6.2 

6.2 

25.2 

41.6 

93.5 

75.2 

92.1 

94.2 

68.8 

68.1 

49.6 

93.0 

71.7 

73.7 

83.4 

48.8 

89.3 

35.3 

52.0 

82.1 

84.2 

44.8 

55.9 

32.9 

83.9 

94.4 

94.9 

93.7 

93.7 

74.6 

58.0 

8.5 

22.1 

7.3 

5.8 

30.9 

30.5 

51.0 

7.7 

26.6 

30.6 

19.5 

45.7 

12.2 

68.8 

39.5 

20.7 

16.3 

59.7 

43.1 

62.6 

18.1 

6.1 

6.1 

5.5 

5.9 

19.3 

37.8 

91.4 

77.8 

92.4 

94.1 

69.0 

69.4 

48.8 

92.1 

73.1 

69.2 

80.1 

54.2 

87.6 

31.0 

60.2 

79.2 

82.2 

40.1 

56.7 

37.3 

81.1 

93.8 

93.8 

94.4 

93.9 

80.6 

61.9 

-2.1 

2.6 

0.3 

-0.1 

0.2 

1.3 

-0.8 

-0.9 

1.4 

-4.5 

-3.3 

5.4 

-1.7 

-4.3 

8.2 

-2.9 

-2.0 

-4.7 

0.8 

4.4 

-2.8 

-0.6 

-1.1 

0.7 

0.2 

6.0 

3.9 

（１）

（２）

（３）

（４）

（５）

（６）

（７）

（８）

（９）

（１８）

（１９）

（２０）

（２１）

（２２）

（２３）

（２４）

（２６）

（２７）

（２８）

（２９）

（３１）

（３２）

（３３）

（３４）

（３５）

（３６）

（３７）
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質問
番号 質問事項 備考高知県肯定群‒

全国肯定群
高知県

肯定群 否定群

全国
肯定群 否定群

数学の授業で問題の解き方や考え方が分かるようにノートに書いて
いますか

数学の授業で公式やきまりを習うとき、その根拠を理解するように
していますか

今回の数学の問題について、解答を言葉や数、式を使って説明する
問題がありましたが、最後まで解答を書こうと努力しましたか

理科の勉強は好きですか

理科の勉強は大切だと思いますか

理科の授業の内容はよく分かりますか

自然の中で遊んだことや自然観察をしたことがありますか

理科の授業で学習したことを普段の生活の中で活用できないか考え
ますか

理科の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに役に立つと
思いますか

将来、理科や科学技術に関係する職業に就きたいと思いますか

理科の授業で、自分の考えや考察をまわりの人に説明したり発表したり
していますか

理科の授業では、理科室で観察や実験をどのくらい行いましたか

観察や実験を行うことは好きですか

理科の授業で、自分の予想をもとに観察や実験の計画を立てていますか

理科の授業で、観察や実験の結果をもとに考察していますか

理科の授業で、観察や実験の進め方や考え方が間違っていないかを
振り返って考えていますか

今回の理科の問題について、解答を文章などで書く問題がありましたが、
最後まで解答を書こうと努力しましたか

調査問題の解答時間は十分でしたか（数学Ｂ）

調査問題の解答時間は十分でしたか（数学Ａ）

調査問題の解答時間は十分でしたか（国語Ｂ）

調査問題の解答時間は十分でしたか（国語Ａ）

調査問題の解答時間は十分でしたか（理科）　　　　　

29.6 

19.1 

48.3 

37.8 

30.3 

32.9 

24.1 

52.8 

45.3 

76.7 

61.2 

15.5 

19.4 

44.6 

32.3 

44.5 

46.9 

5.1 

13.5 

8.8 

22.9 

14.2 

70.1 

80.6 

51.3 

61.9 

69.3 

66.8 

75.5 

46.9 

54.3 

22.9 

38.4 

83.9 

80.1 

55.0 

67.2 

55.0 

51.8 

94.4 

86.0 

90.6 

76.6 

85.3 

26.7 

19.3 

44.5 

39.6 

27.8 

37.6 

22.3 

49.3 

40.3 

76.2 

58.3 

23.1 

22.2 

46.6 

37.6 

45.8 

45.9 

7.6 

16.0 

11.9 

26.5 

18.3 

73.0 

80.4 

55.1 

60.1 

71.9 

62.1 

77.0 

50.4 

59.2 

23.4 

41.3 

76.3 

77.4 

53.0 

62.0 

53.6 

52.5 

91.8 

83.6 

87.8 

73.1 

81.3 

2.9 

-0.2 

3.8 

-1.8 

2.6 

-4.7 

1.5 

3.5 

4.9 

0.5 

2.9 

-7.6 

-2.7 

-2.0 

-5.2 

-1.4 

0.7 

-2.6 

-2.4 

-2.8 

-3.5 

-4.0 

（６６）

（６７）

（６８）

（６９）

（７０）

（７１）

（７２）

（７３）

（７４）

（７５）

（７６）

（７７）

（７８）

（７９）

（８０）

（８１）

（８２）

（８３）

（８４）

（８５）

（８６）

（８７）

質問
番号 質問事項 備考高知県肯定群‒

全国肯定群
高知県

肯定群 否定群

全国
肯定群 否定群

１、２年生のときに受けた授業では、自分の考えを発表する機会が
与えられていたと思いますか

１、２年生のときに受けた授業では、生徒の間で話し合う活動をよく
行っていたと思いますか

１、２年生のときに受けた授業では、学級やグループの中で自分たち
で課題を立てて、その解決に向けて情報を集め、話し合いながら整理
して、発表するなどの学習活動に取り組んでいたと思いますか

１、２年生のときに受けた授業のはじめに、目標（めあて・ねらい）
が示されていたと思いますか

１、２年生のときに受けた授業の最後に、学習内容を振り返る活動を
よく行っていたと思いますか

１、２年生のときに受けた授業で扱うノートには、 学習の目標（めあて・
ねらい）とまとめを書いていたと思いますか

４００字詰め原稿用紙２～３枚の感想文や説明文を書くことは難しい
と思いますか

学校の授業などで、自分の考えを他の人に説明したり、文章に書いたり
することは難しいと思いますか

生徒の間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、広げたり
することができていると思いますか

国語の勉強は好きですか

国語の勉強は大切だと思いますか

国語の授業の内容はよく分かりますか

読書は好きですか

国語の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに役に立つと思い
ますか

国語の授業で目的に応じて資料を読み、自分の考えを話したり、書いたり
していますか

国語の授業で意見などを発表するとき、うまく伝わるように話の組み立て
を工夫していますか

国語の授業で自分の考えを書くとき、考えの理由が分かるように気を
付けて書いていますか

国語の授業で文章を読むとき、段落や話のまとまりごとに内容を理解
しながら読んでいますか

今回の国語の問題について、解答を文章で書く問題がありましたが、
最後まで解答を書こうと努力しましたか

数学の勉強は好きですか

数学の勉強は大切だと思いますか

数学の授業の内容はよく分かりますか

数学ができるようになりたいと思いますか

数学の問題の解き方が分からないときは、諦めずにいろいろな方法を
考えますか

数学の授業で学習したことを普段の生活の中で活用できないか考え
ますか

数学の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに役に立つと
思いますか

数学の授業で問題を解くとき、もっと簡単に解く方法がないか考え
ますか

14.0 

21.8 

34.2 

20.3 

40.5 

26.0 

35.6 

35.5 

36.8 

39.4 

10.0 

25.6 

31.8 

15.6 

40.7 

45.8 

34.1 

29.2 

22.9 

43.8 

17.2 

28.3 

8.2 

30.0 

58.9 

27.3 

32.3 

85.9 

78.2 

65.7 

79.7 

59.3 

73.7 

64.4 

64.4 

62.9 

60.5 

89.9 

74.3 

67.9 

84.2 

59.2 

54.0 

65.7 

70.6 

76.4 

56.0 

82.6 

71.6 

91.5 

69.8 

40.9 

72.5 

67.5 

13.5 

13.4 

25.9 

11.5 

33.8 

17.8 

32.9 

32.8 

35.1 

37.7 

9.5 

27.5 

28.5 

13.5 

35.3 

43.1 

33.1 

29.3 

23.7 

40.2 

15.7 

29.5 

8.6 

28.3 

54.2 

23.6 

30.9 

86.3 

86.5 

73.8 

88.3 

66.0 

81.7 

66.9 

67.0 

64.5 

62.0 

90.2 

72.1 

71.2 

86.3 

64.4 

56.7 

66.6 

70.3 

75.4 

59.6 

84.1 

70.2 

91.0 

71.5 

45.6 

76.1 

68.7 

0.4 

8.3 

8.1 

8.6 

6.7 

8.0 

2.5 

2.6 

1.6 

1.5 

0.3 

-2.2 

3.3 

2.1 

5.2 

2.7 

0.9 

-0.3 

-1.0 

3.6 

1.5 

-1.4 

-0.5 

1.7 

4.7 

3.6 

1.2 

（３８）

（３９）

（４０）

（４１）

（４２）

（４３）

（４４）

（４５）

（４６）

（４８）

（４９）

（５０）

（５１）

（５２）

（５３）

（５４）

（５５）

（５６）

（５７）

（５８）

（５９）

（６０）

（６１）

（６２）

（６３）

（６４）

（６５）

※質問項目は肯定群と否定群で判断できるものを抜粋

は、全国の肯定群の割合より３ポイントをこえて高い質問事項

は、全国の肯定群の割合より３ポイントをこえて低い質問事項

「太　字」

「白抜き」

肯定群は全ての書く問題
で最後まで解答を書こう
と努力した生徒の割合

肯定群は全ての書く問題
で最後まで解答を書こう
と努力した生徒の割合

肯定群は全ての書く問題
で最後まで解答を書こう
と努力した生徒の割合
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質問
番号 質問事項 備考高知県肯定群‒

全国肯定群
高知県

肯定群 否定群

全国
肯定群 否定群

数学の授業で問題の解き方や考え方が分かるようにノートに書いて
いますか

数学の授業で公式やきまりを習うとき、その根拠を理解するように
していますか

今回の数学の問題について、解答を言葉や数、式を使って説明する
問題がありましたが、最後まで解答を書こうと努力しましたか

理科の勉強は好きですか

理科の勉強は大切だと思いますか

理科の授業の内容はよく分かりますか

自然の中で遊んだことや自然観察をしたことがありますか

理科の授業で学習したことを普段の生活の中で活用できないか考え
ますか

理科の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに役に立つと
思いますか

将来、理科や科学技術に関係する職業に就きたいと思いますか

理科の授業で、自分の考えや考察をまわりの人に説明したり発表したり
していますか

理科の授業では、理科室で観察や実験をどのくらい行いましたか

観察や実験を行うことは好きですか

理科の授業で、自分の予想をもとに観察や実験の計画を立てていますか

理科の授業で、観察や実験の結果をもとに考察していますか

理科の授業で、観察や実験の進め方や考え方が間違っていないかを
振り返って考えていますか

今回の理科の問題について、解答を文章などで書く問題がありましたが、
最後まで解答を書こうと努力しましたか

調査問題の解答時間は十分でしたか（数学Ｂ）

調査問題の解答時間は十分でしたか（数学Ａ）

調査問題の解答時間は十分でしたか（国語Ｂ）

調査問題の解答時間は十分でしたか（国語Ａ）

調査問題の解答時間は十分でしたか（理科）　　　　　
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44.5 

46.9 
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（６６）

（６７）

（６８）

（６９）

（７０）

（７１）

（７２）

（７３）

（７４）

（７５）

（７６）

（７７）

（７８）

（７９）

（８０）

（８１）

（８２）

（８３）

（８４）

（８５）

（８６）

（８７）

質問
番号 質問事項 備考高知県肯定群‒

全国肯定群
高知県

肯定群 否定群

全国
肯定群 否定群

１、２年生のときに受けた授業では、自分の考えを発表する機会が
与えられていたと思いますか

１、２年生のときに受けた授業では、生徒の間で話し合う活動をよく
行っていたと思いますか

１、２年生のときに受けた授業では、学級やグループの中で自分たち
で課題を立てて、その解決に向けて情報を集め、話し合いながら整理
して、発表するなどの学習活動に取り組んでいたと思いますか

１、２年生のときに受けた授業のはじめに、目標（めあて・ねらい）
が示されていたと思いますか

１、２年生のときに受けた授業の最後に、学習内容を振り返る活動を
よく行っていたと思いますか

１、２年生のときに受けた授業で扱うノートには、 学習の目標（めあて・
ねらい）とまとめを書いていたと思いますか

４００字詰め原稿用紙２～３枚の感想文や説明文を書くことは難しい
と思いますか

学校の授業などで、自分の考えを他の人に説明したり、文章に書いたり
することは難しいと思いますか

生徒の間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、広げたり
することができていると思いますか

国語の勉強は好きですか

国語の勉強は大切だと思いますか

国語の授業の内容はよく分かりますか

読書は好きですか

国語の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに役に立つと思い
ますか

国語の授業で目的に応じて資料を読み、自分の考えを話したり、書いたり
していますか

国語の授業で意見などを発表するとき、うまく伝わるように話の組み立て
を工夫していますか

国語の授業で自分の考えを書くとき、考えの理由が分かるように気を
付けて書いていますか

国語の授業で文章を読むとき、段落や話のまとまりごとに内容を理解
しながら読んでいますか

今回の国語の問題について、解答を文章で書く問題がありましたが、
最後まで解答を書こうと努力しましたか

数学の勉強は好きですか

数学の勉強は大切だと思いますか

数学の授業の内容はよく分かりますか

数学ができるようになりたいと思いますか

数学の問題の解き方が分からないときは、諦めずにいろいろな方法を
考えますか

数学の授業で学習したことを普段の生活の中で活用できないか考え
ますか

数学の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに役に立つと
思いますか

数学の授業で問題を解くとき、もっと簡単に解く方法がないか考え
ますか
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（３８）

（３９）

（４０）

（４１）

（４２）

（４３）

（４４）

（４５）

（４６）

（４８）

（４９）

（５０）

（５１）

（５２）

（５３）

（５４）

（５５）

（５６）

（５７）

（５８）

（５９）

（６０）

（６１）

（６２）

（６３）

（６４）

（６５）

※質問項目は肯定群と否定群で判断できるものを抜粋

は、全国の肯定群の割合より３ポイントをこえて高い質問事項

は、全国の肯定群の割合より３ポイントをこえて低い質問事項

「太　字」

「白抜き」

肯定群は全ての書く問題
で最後まで解答を書こう
と努力した生徒の割合

肯定群は全ての書く問題
で最後まで解答を書こう
と努力した生徒の割合

肯定群は全ての書く問題
で最後まで解答を書こう
と努力した生徒の割合

64 65



学校質問紙調査（小学校）

質問
番号 質問事項 備考高知県肯定群‒

全国肯定群
高知県

肯定群 否定群

全国
肯定群 否定群

教員以外の職員で学校図書館に関する業務を担当する職員（「学校司書」
など）が置かれていますか（ボランティアを除く）

調査対象学年の児童は、熱意をもって勉強していると思いますか

調査対象学年の児童は、授業中の私語が少なく、落ち着いていると
思いますか

調査対象学年の児童は、礼儀正しいと思いますか

調査対象学年の児童は、学級やグループでの話合いなどの活動で、
自分の考えを相手にしっかりと伝えることができていると思いますか

調査対象学年の児童は、学級やグループでの話合いなどの活動で、
相手の考えを最後まで聞くことができていると思いますか

調査対象学年の児童は、学級やグループでの話合いなどの活動で、
自分の考えを深めたり、広げたりすることができていると思いますか

調査対象学年の児童に対して、前年度に、「朝の読書」などの一斉読書
の時間を設けましたか

調査対象学年の児童に対して、前年度に、学校図書館を活用した授業
を計画的に行いましたか

調査対象学年の児童に対して、前年度に、放課後を利用した補充的な
学習サポートを実施しましたか

調査対象学年の児童に対して、前年度に、土曜日を利用した補充的な
学習サポートを実施しましたか

調査対象学年の児童に対して、前年度に、長期休業日を利用した補充的
な学習サポートを実施しましたか（実施した日数の累計）

調査対象学年の児童に対して、前年度までに、授業の冒頭で目標（めあて・
ねらい）を示す活動を計画的に取り入れましたか

調査対象学年の児童に対して、前年度までに、授業の最後に学習した
ことを振り返る活動を計画的に取り入れましたか

調査対象学年の児童に対して、前年度までに、各教科等の指導のねらい
を明確にした上で、言語活動を適切に位置付けましたか

調査対象学年の児童に対して、前年度までに、様々な考えを引き出し
たり、思考を深めたりするような発問や指導をしましたか

調査対象学年の児童に対して、前年度までに、発言や活動の時間を確保
して授業を進めましたか

調査対象学年の児童に対して、前年度までに、授業で扱うノートに、
学習の目標（めあて・ねらい）とまとめを書くように指導しましたか

調査対象学年の児童に対して、前年度までに、学級やグループで話し
合う活動を授業などで行いましたか

調査対象学年の児童に対して、前年度までに、総合的な学習の時間に
おいて、課題の設定からまとめ・表現に至る探究の過程を意識した指導
をしましたか

調査対象学年の児童に対して、前年度までに、授業において、児童自
ら学級やグループで課題を設定し、その解決に向けて話し合い、まとめ、
表現するなどの学習活動を取り入れましたか

調査対象学年の児童に対して、前年度までに、本やインターネットなどを
使った資料の調べ方が身に付くよう指導しましたか

調査対象学年の児童に対して、前年度までに、資料を使って発表が
できるよう指導しましたか

調査対象学年の児童に対して、前年度までに、自分で調べたことや
考えたことを分かりやすく文章に書かせる指導をしましたか

調査対象学年の児童に対して、前年度までに、将来就きたい仕事や
夢について考えさせる指導をしましたか

調査対象学年の児童に対して、前年度までに、学級全員で取り組んだり
挑戦したりする課題やテーマを与えましたか

83.4
 

7.5
 

9.8
 

11.5
 

28.1
 

15.9
 

33.8
 

38.8
 

52.2
 

82.0
 

97.5
 

72.0
 

1.7
 

6.0
 

8.1
 

5.6
 

2.6
 

5.7
 

4.5
 

18.4

 

27.0

 

9.0
 

13.9
 

7.9
 

27.5
 

12.4
 

16.1
 

92.6
 

90.2
 

88.4
 

71.9
 

84.0
 

66.1
 

61.1
 

47.6

17.7

2.0
 

27.6
 

98.1
 

93.9
 

91.7
 

94.3
 

97.3
 

94.1
 

95.5
 

81.3

 

73.0

 

90.8
 

85.9
 

91.9
 

72.4
 

87.5
 

81.3
 

6.2
 

7.3
 

10.9
 

30.5
 

15.5
 

36.2
 

5.7
 

49.8
 

44.0
 

99.5
 

57.5
 

1.0
 

4.1
 

8.3
 

3.1
 

3.1
 

6.2
 

5.7
 

18.7

 

28.5

 

15.5
 

17.6
 

6.7
 

18.7
 

15.0
 

18.1
 

93.8
 

92.8
 

89.1
 

69.4
 

84.4
 

63.7
 

94.3
 

50.2
 

56.0
 

0.5
 

42.5
 

98.9
 

95.9
 

91.8
 

96.9
 

96.8
 

93.8
 

94.3
 

81.3

 

71.5

 

84.4
 

82.3
 

93.2
 

81.4
 

85.0
 

2.0
 

1.2
 

2.6
 

0.7
 

-2.5
 

0.4
 

-2.4
 

33.2
 

2.6
 

38.3
 

-1.5
 

14.9
 

0.8
 

2.0
 

0.1
 

2.6
 

-0.5
 

-0.3
 

-1.2
 

0.0

 

-1.5

 

-6.4
 

-3.6
 

1.3
 

9.0
 

-2.5
 

（１５）

（１６）
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 （３７）
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（４２）

肯 定 群は常 勤もしくは
非常勤の職員が置かれて
いる割合

肯定群は週に複数回以上
定期的に設けた割合

肯定群は月に数回程 度
以上行った割合

肯定群は週に２～３回以上
行った割合

肯定群は月に数回程 度
以上行った割合

肯 定 群は延べ５日以 上
行った割合

質問
番号 質問事項 備考高知県肯定群‒

全国肯定群
高知県

肯定群 否定群

全国
肯定群 否定群

調査対象学年の児童に対して、前年度までに、学校生活の中で、児童
一人一人のよい点や可能性を見付け、児童に伝えるなど積極的に評価
しましたか

調査対象学年の児童に対して、前年度までに、学習規律（私語をしない、
話をしている人の方を向いて聞く、聞き手に向かって話をする、授業
開始のチャイムを守るなど）の維持を徹底しましたか

調査対象学年の児童に対して、前年度に、教科や総合的な学習の時間、
あるいは朝や帰りの会などにおいて、地域や社会で起こっている問題
や出来事を学習の題材として取り扱いましたか

調査対象学年の児童に対して、前年度までに、コンピュータ等の情報
通信技術（パソコン（タブレット端末を含む）、電子黒板，実物投影機，
プロジェクター、インターネットなどを指す）を活用して、子供同士
が教え合い学び合う学習（協働学習）や課題発見・解決型の学習指導
を行いましたか

調査対象学年の児童に対して、前年度に、国語の授業において、コン
ピュータ等の情報通信技術（パソコン（タブレット端末を含む）、電子
黒板、実物投影機、プロジェクター、インターネットなどを指す）を
活用した授業を行いましたか

調査対象学年の児童に対して、前年度に、算数の授業において、コン
ピュータ等の情報通信技術（パソコン（タブレット端末を含む）、電子
黒板，実物投影機，プロジェクター、インターネットなどを指す）を
活用した授業を行いましたか

調査対象学年の児童に対して、前年度に、理科の授業において、コン
ピュータ等の情報通信技術（パソコン（タブレット端末を含む）、電子
黒板、実物投影機、プロジェクター、インターネットなどを指す）を
活用した授業を行いましたか

平成２６年度全国学力・学習状況調査の自校の結果を分析し、学校全体
で成果や課題を共有しましたか

平成２６年度全国学力・学習状況調査の自校の分析結果について、調査
対象学年・教科だけではなく、学校全体で教育活動を改善するために
活用しましたか

平成２６年度全国学力・学習状況調査の自校の結果について、保護者
や地域の人たちに対して公表や説明を行いましたか（学校のホーム
ページや学校だより等への掲載，保護者会等での説明を含む）

平成２６年度全国学力・学習状況調査や学校評価の自校の結果等を
踏まえた学力向上のための取組について、保護者や地域の人たちに
対して働きかけを行いましたか

全国学力・学習状況調査の結果を地方公共団体における独自の学力調査
の結果と併せて分析し、具体的な教育指導の改善や指導計画等への反映
を行っていますか

調査対象学年の児童に対して、算数の授業において、前年度に、習熟
の遅いグループに対して少人数による指導を行い、習得できるように
しましたか

調査対象学年の児童に対して、算数の授業において、前年度に、習熟
の早いグループに対して少人数による指導を行い、発展的な内容を
扱いましたか

調査対象学年の児童に対して、算数の授業において、前年度に，ティーム
ティーチングによる指導を行いましたか

調査対象学年の児童に対して，理科の授業において、前年度に、ティーム
ティーチングによる指導を行いましたか

調査対象学年の児童に対する国語の指導として、前年度までに、補充的
な学習の指導を行いましたか

調査対象学年の児童に対する国語の指導として、前年度までに、発展的
な学習の指導を行いましたか

調査対象学年の児童に対する国語の指導として、前年度までに、目的や
相手に応じて話したり聞いたりする授業を行いましたか

調査対象学年の児童に対する国語の指導として、前年度までに、書く
習慣を付ける授業を行いましたか

調査対象学年の児童に対する国語の指導として、前年度までに、様々な
文章を読む習慣を付ける授業を行いましたか
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肯 定 群は月に１回 以 上
行った割合

肯 定 群は月に１回 以 上
行った割合

肯 定 群は月に１回 以 上
行った割合

否定群は行っていない割合

否定群は行っていない割合

否定群は行っていない割合

否定群は行っていない割合
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学校質問紙調査（小学校）

質問
番号 質問事項 備考高知県肯定群‒

全国肯定群
高知県

肯定群 否定群

全国
肯定群 否定群

教員以外の職員で学校図書館に関する業務を担当する職員（「学校司書」
など）が置かれていますか（ボランティアを除く）

調査対象学年の児童は、熱意をもって勉強していると思いますか

調査対象学年の児童は、授業中の私語が少なく、落ち着いていると
思いますか

調査対象学年の児童は、礼儀正しいと思いますか

調査対象学年の児童は、学級やグループでの話合いなどの活動で、
自分の考えを相手にしっかりと伝えることができていると思いますか

調査対象学年の児童は、学級やグループでの話合いなどの活動で、
相手の考えを最後まで聞くことができていると思いますか

調査対象学年の児童は、学級やグループでの話合いなどの活動で、
自分の考えを深めたり、広げたりすることができていると思いますか

調査対象学年の児童に対して、前年度に、「朝の読書」などの一斉読書
の時間を設けましたか

調査対象学年の児童に対して、前年度に、学校図書館を活用した授業
を計画的に行いましたか

調査対象学年の児童に対して、前年度に、放課後を利用した補充的な
学習サポートを実施しましたか

調査対象学年の児童に対して、前年度に、土曜日を利用した補充的な
学習サポートを実施しましたか

調査対象学年の児童に対して、前年度に、長期休業日を利用した補充的
な学習サポートを実施しましたか（実施した日数の累計）

調査対象学年の児童に対して、前年度までに、授業の冒頭で目標（めあて・
ねらい）を示す活動を計画的に取り入れましたか

調査対象学年の児童に対して、前年度までに、授業の最後に学習した
ことを振り返る活動を計画的に取り入れましたか

調査対象学年の児童に対して、前年度までに、各教科等の指導のねらい
を明確にした上で、言語活動を適切に位置付けましたか

調査対象学年の児童に対して、前年度までに、様々な考えを引き出し
たり、思考を深めたりするような発問や指導をしましたか

調査対象学年の児童に対して、前年度までに、発言や活動の時間を確保
して授業を進めましたか

調査対象学年の児童に対して、前年度までに、授業で扱うノートに、
学習の目標（めあて・ねらい）とまとめを書くように指導しましたか

調査対象学年の児童に対して、前年度までに、学級やグループで話し
合う活動を授業などで行いましたか

調査対象学年の児童に対して、前年度までに、総合的な学習の時間に
おいて、課題の設定からまとめ・表現に至る探究の過程を意識した指導
をしましたか

調査対象学年の児童に対して、前年度までに、授業において、児童自
ら学級やグループで課題を設定し、その解決に向けて話し合い、まとめ、
表現するなどの学習活動を取り入れましたか

調査対象学年の児童に対して、前年度までに、本やインターネットなどを
使った資料の調べ方が身に付くよう指導しましたか

調査対象学年の児童に対して、前年度までに、資料を使って発表が
できるよう指導しましたか

調査対象学年の児童に対して、前年度までに、自分で調べたことや
考えたことを分かりやすく文章に書かせる指導をしましたか

調査対象学年の児童に対して、前年度までに、将来就きたい仕事や
夢について考えさせる指導をしましたか

調査対象学年の児童に対して、前年度までに、学級全員で取り組んだり
挑戦したりする課題やテーマを与えましたか
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 （３７）

（３８）

（３９）

（４０）

（４１）

（４２）

肯 定 群は常 勤もしくは
非常勤の職員が置かれて
いる割合

肯定群は週に複数回以上
定期的に設けた割合

肯定群は月に数回程 度
以上行った割合

肯定群は週に２～３回以上
行った割合

肯定群は月に数回程 度
以上行った割合

肯 定 群は延べ５日以 上
行った割合

質問
番号 質問事項 備考高知県肯定群‒

全国肯定群
高知県

肯定群 否定群

全国
肯定群 否定群

調査対象学年の児童に対して、前年度までに、学校生活の中で、児童
一人一人のよい点や可能性を見付け、児童に伝えるなど積極的に評価
しましたか

調査対象学年の児童に対して、前年度までに、学習規律（私語をしない、
話をしている人の方を向いて聞く、聞き手に向かって話をする、授業
開始のチャイムを守るなど）の維持を徹底しましたか

調査対象学年の児童に対して、前年度に、教科や総合的な学習の時間、
あるいは朝や帰りの会などにおいて、地域や社会で起こっている問題
や出来事を学習の題材として取り扱いましたか

調査対象学年の児童に対して、前年度までに、コンピュータ等の情報
通信技術（パソコン（タブレット端末を含む）、電子黒板，実物投影機，
プロジェクター、インターネットなどを指す）を活用して、子供同士
が教え合い学び合う学習（協働学習）や課題発見・解決型の学習指導
を行いましたか

調査対象学年の児童に対して、前年度に、国語の授業において、コン
ピュータ等の情報通信技術（パソコン（タブレット端末を含む）、電子
黒板、実物投影機、プロジェクター、インターネットなどを指す）を
活用した授業を行いましたか

調査対象学年の児童に対して、前年度に、算数の授業において、コン
ピュータ等の情報通信技術（パソコン（タブレット端末を含む）、電子
黒板，実物投影機，プロジェクター、インターネットなどを指す）を
活用した授業を行いましたか

調査対象学年の児童に対して、前年度に、理科の授業において、コン
ピュータ等の情報通信技術（パソコン（タブレット端末を含む）、電子
黒板、実物投影機、プロジェクター、インターネットなどを指す）を
活用した授業を行いましたか

平成２６年度全国学力・学習状況調査の自校の結果を分析し、学校全体
で成果や課題を共有しましたか

平成２６年度全国学力・学習状況調査の自校の分析結果について、調査
対象学年・教科だけではなく、学校全体で教育活動を改善するために
活用しましたか

平成２６年度全国学力・学習状況調査の自校の結果について、保護者
や地域の人たちに対して公表や説明を行いましたか（学校のホーム
ページや学校だより等への掲載，保護者会等での説明を含む）

平成２６年度全国学力・学習状況調査や学校評価の自校の結果等を
踏まえた学力向上のための取組について、保護者や地域の人たちに
対して働きかけを行いましたか

全国学力・学習状況調査の結果を地方公共団体における独自の学力調査
の結果と併せて分析し、具体的な教育指導の改善や指導計画等への反映
を行っていますか

調査対象学年の児童に対して、算数の授業において、前年度に、習熟
の遅いグループに対して少人数による指導を行い、習得できるように
しましたか

調査対象学年の児童に対して、算数の授業において、前年度に、習熟
の早いグループに対して少人数による指導を行い、発展的な内容を
扱いましたか

調査対象学年の児童に対して、算数の授業において、前年度に，ティーム
ティーチングによる指導を行いましたか

調査対象学年の児童に対して，理科の授業において、前年度に、ティーム
ティーチングによる指導を行いましたか

調査対象学年の児童に対する国語の指導として、前年度までに、補充的
な学習の指導を行いましたか

調査対象学年の児童に対する国語の指導として、前年度までに、発展的
な学習の指導を行いましたか

調査対象学年の児童に対する国語の指導として、前年度までに、目的や
相手に応じて話したり聞いたりする授業を行いましたか

調査対象学年の児童に対する国語の指導として、前年度までに、書く
習慣を付ける授業を行いましたか

調査対象学年の児童に対する国語の指導として、前年度までに、様々な
文章を読む習慣を付ける授業を行いましたか
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肯 定 群は月に１回 以 上
行った割合

肯 定 群は月に１回 以 上
行った割合

肯 定 群は月に１回 以 上
行った割合

否定群は行っていない割合

否定群は行っていない割合

否定群は行っていない割合

否定群は行っていない割合
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質問
番号 質問事項 備考高知県肯定群‒

全国肯定群
高知県

肯定群 否定群

全国
肯定群 否定群

調査対象学年の児童に対する算数の指導として、前年度までに、補充的
な学習の指導を行いましたか

調査対象学年の児童に対する算数の指導として、前年度までに、発展的
な学習の指導を行いましたか

調査対象学年の児童に対する算数の指導として、前年度までに、実生活
における事象との関連を図った授業を行いましたか

調査対象学年の児童に対する算数の指導として、前年度までに、計算
問題などの反復練習をする授業を行いましたか

調査対象学年の児童に対する算数の授業では、前年度までに、教科担任制
を実施していましたか

調査対象学年の児童に対する理科の指導として、前年度までに、補充的
な学習の指導を行いましたか

調査対象学年の児童に対する理科の指導として、前年度までに、発展的
な学習の指導を行いましたか

調査対象学年の児童に対する理科の指導として、前年度までに、実生活
における事象との関連を図った授業を行いましたか

調査対象学年の児童に対する理科の指導として、前年度までに、児童が
科学的な体験や自然体験をする授業を行いましたか

調査対象学年の児童に対する理科の指導として、前年度までに、自ら
考えた仮説をもとに観察、実験の計画を立てさせる指導を行いましたか

調査対象学年の児童に対する理科の指導として、前年度までに、観察
や実験の結果を整理し考察する指導を行いましたか

調査対象学年の児童に対する理科の指導として、前年度までに、観察
や実験におけるカードやノートへの記録・記述の方法に関する指導を
行いましたか

調査対象学年の児童に対する理科の授業やその準備において、前年度に、
観察実験補助員が配置されていましたか

調査対象学年の児童に対する理科の授業において、前年度に理科室で
児童が観察や実験をする授業を１クラス当たりどの程度行いましたか

学校の教員は、特別支援教育について理解し、前年度までに、調査対
象学年の児童に対する授業の中で、児童の特性に応じた指導上の工夫

（板書や説明の仕方、教材の工夫など）を行いましたか

教科の指導内容や指導方法について近隣の中学校と連携（教師の合同
研修、教師の交流、教育課程の接続など）を行っていますか

調査対象学年の児童に対して、前年度までに、地域の人材を外部講師
として招聘した授業を行いましたか

調査対象学年の児童に対して、前年度までに、ボランティア等による
授業サポート（補助）を行いましたか

調査対象学年の児童に対して、前年度までに、博物館や科学館、図書館
を利用した授業を行いましたか

調査対象学年の児童に対して、第５学年までの間に自然の中での集団
宿泊活動を行いましたか（複数回実施した場合は、最も長期のもの）

職場見学や職場体験活動を行っていますか

ＰＴＡや地域の人が学校の諸活動（学校の美化など）にボランティア
として参加してくれますか

学校支援地域本部などの学校支援ボランティアの仕組みにより、保護者
や地域の人が学校における教育活動や様々な活動に参加してくれますか

保護者や地域の人の学校支援ボランティア活動は、学校の教育水準の
向上に効果がありましたか

調査対象学年の児童に対して、前年度までに、国語の指導として、家庭
学習の課題（宿題）を与えましたか

調査対象学年の児童に対して、前年度までに、国語の指導として、児童
に与えた家庭学習の課題（長期休業期間中の課題を除く）について、
評価・指導しましたか
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肯定群は行っている割合

質問
番号 質問事項 備考高知県肯定群‒

全国肯定群
高知県

肯定群 否定群

全国
肯定群 否定群

調査対象学年の児童に対して、前年度までに、算数の指導として、家庭
学習の課題（宿題）を与えましたか

調査対象学年の児童に対して、前年度までに、算数の指導として、児童
に与えた家庭学習の課題（長期休業期間中の課題を除く）について、
評価・指導しましたか

調査対象学年の児童に対して、前年度までに、保護者に対して児童の
家庭学習を促すような働きかけを行いましたか（国語／算数共通）

調査対象学年の児童に対して、前年度までに、家庭学習の課題の与え方
について、校内の教職員で共通理解を図りましたか（国語／算数共通）

調査対象学年の児童に対して、前年度までに、家庭学習の取組として、
調べたり文章を書いたりしてくる宿題を与えましたか（国語／算数共通）

調査対象学年の児童に対して、前年度までに、家庭学習の取組として、
児童に家庭での学習方法等を具体例を挙げながら教えるようにしま
したか（国語／算数共通）

調査対象学年の児童に対して、前年度までに、理科の指導として、家庭
学習の課題（宿題）を与えましたか

調査対象学年の児童に対して、前年度までに、理科の指導として、長期
休業期間中に自由研究や課題研究などの家庭学習の課題を与えましたか

調査対象学年の児童に対して、前年度までに、理科の指導として、児童
に与えた家庭学習の課題（長期休業期間中の課題を除く）について、
評価・指導しましたか

学校でテーマを決め、講師を招聘するなどの校内研修を行っていますか

模擬授業や事例研究など、実践的な研修を行っていますか

教員が、他校や外部の研修機関などの学校外での研修に積極的に参加
できるようにしていますか

授業研究を伴う校内研修を前年度に何回実施しましたか

教職員は、校内外の研修や研究会に参加し、その成果を教育活動に
積極的に反映させていますか

学習指導と学習評価の計画の作成に当たっては、教職員同士が協力し
合っていますか

知識・技能の活用に重点を置いた指導計画を作成していますか

言語活動に重点を置いた指導計画を作成していますか

学校全体の言語活動の実施状況や課題について、全教職員の間で話し
合ったり、検討したりしていますか

言語活動について、国語科だけではなく、各教科、道徳、外国語活動、
総合的な学習の時間及び特別活動を通じて、学校全体として取り組んで
いますか

学校全体の学力傾向や課題について、全教職員の間で共有していますか

学級運営の状況や課題を全教職員の間で共有し、学校として組織的に
取り組んでいますか

校長は、校内の授業をどの程度見て回っていますか
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肯定群は年間７回以 上
実施した割合

肯定群は週に２～３日以上
行った割合

※質問項目は肯定群と否定群で判断できるものを抜粋

は、全国の肯定群の割合より３ポイントをこえて高い質問事項

は、全国の肯定群の割合より３ポイントをこえて低い質問事項

「太　字」

「白抜き」

調査対象学年の児童に対する国語の指導として、前年度までに、漢字・
語句など基礎的・基本的な事項を定着させる授業を行いましたか
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質問
番号 質問事項 備考高知県肯定群‒

全国肯定群
高知県

肯定群 否定群

全国
肯定群 否定群

調査対象学年の児童に対する算数の指導として、前年度までに、補充的
な学習の指導を行いましたか

調査対象学年の児童に対する算数の指導として、前年度までに、発展的
な学習の指導を行いましたか

調査対象学年の児童に対する算数の指導として、前年度までに、実生活
における事象との関連を図った授業を行いましたか

調査対象学年の児童に対する算数の指導として、前年度までに、計算
問題などの反復練習をする授業を行いましたか

調査対象学年の児童に対する算数の授業では、前年度までに、教科担任制
を実施していましたか

調査対象学年の児童に対する理科の指導として、前年度までに、補充的
な学習の指導を行いましたか

調査対象学年の児童に対する理科の指導として、前年度までに、発展的
な学習の指導を行いましたか

調査対象学年の児童に対する理科の指導として、前年度までに、実生活
における事象との関連を図った授業を行いましたか

調査対象学年の児童に対する理科の指導として、前年度までに、児童が
科学的な体験や自然体験をする授業を行いましたか

調査対象学年の児童に対する理科の指導として、前年度までに、自ら
考えた仮説をもとに観察、実験の計画を立てさせる指導を行いましたか

調査対象学年の児童に対する理科の指導として、前年度までに、観察
や実験の結果を整理し考察する指導を行いましたか

調査対象学年の児童に対する理科の指導として、前年度までに、観察
や実験におけるカードやノートへの記録・記述の方法に関する指導を
行いましたか

調査対象学年の児童に対する理科の授業やその準備において、前年度に、
観察実験補助員が配置されていましたか

調査対象学年の児童に対する理科の授業において、前年度に理科室で
児童が観察や実験をする授業を１クラス当たりどの程度行いましたか

学校の教員は、特別支援教育について理解し、前年度までに、調査対
象学年の児童に対する授業の中で、児童の特性に応じた指導上の工夫

（板書や説明の仕方、教材の工夫など）を行いましたか

教科の指導内容や指導方法について近隣の中学校と連携（教師の合同
研修、教師の交流、教育課程の接続など）を行っていますか

調査対象学年の児童に対して、前年度までに、地域の人材を外部講師
として招聘した授業を行いましたか

調査対象学年の児童に対して、前年度までに、ボランティア等による
授業サポート（補助）を行いましたか

調査対象学年の児童に対して、前年度までに、博物館や科学館、図書館
を利用した授業を行いましたか

調査対象学年の児童に対して、第５学年までの間に自然の中での集団
宿泊活動を行いましたか（複数回実施した場合は、最も長期のもの）

職場見学や職場体験活動を行っていますか

ＰＴＡや地域の人が学校の諸活動（学校の美化など）にボランティア
として参加してくれますか

学校支援地域本部などの学校支援ボランティアの仕組みにより、保護者
や地域の人が学校における教育活動や様々な活動に参加してくれますか

保護者や地域の人の学校支援ボランティア活動は、学校の教育水準の
向上に効果がありましたか

調査対象学年の児童に対して、前年度までに、国語の指導として、家庭
学習の課題（宿題）を与えましたか

調査対象学年の児童に対して、前年度までに、国語の指導として、児童
に与えた家庭学習の課題（長期休業期間中の課題を除く）について、
評価・指導しましたか

1.9
 

 8.1
 

38.3
 

30.6
 

2.5
 

92.5
 

44.0
 

52.7
 

19.8
 

15.8
 

18.2
 

6.0
 

7.8

 

86.7
 

3.2
 

10.5

 

33.2
 

23.5
 

59.2
 

63.5
 

6.2
 

57.8
 

2.7
 

15.8
 

3.7
 

0.3
 

97.9
 

91.8
 

61.6
 

69.3
 

97.4
 

7.2
 

55.8
 

47.2
 

80.0
 

84.0
 

81.6
 

93.8
 

92.1

 

13.2
 

96.5
 

89.2

 

66.7
 

76.3
 

40.6
 

36.4
 

93.6
 

42.0
 

97.1
 

84.1
 

95.6
 

99.6
 

1.6
 

6.2
 

33.1
 

30.0
 

2.6
 

94.8
 

32.1
 

45.1
 

23.8
 

29.0
 

25.4
 

11.4
 

14.0

 

97.9
 

4.1
 

9.3

 

29.0
 

22.8
 

75.6
 

74.6
 

10.4
 

30.6
 

2.6
 

22.3
 

7.2
 

0.0
 

98.5
 

93.8
 

66.9
 

69.9
 

97.4
 

5.2
 

67.8
 

54.9
 

76.1
 

71.0
 

74.6
 

88.6
 

86.0

 

2.1
 

95.9
 

90.7

 

71.0
 

77.2
 

24.3
 

24.3
 

89.7
 

69.4
 

97.4
 

77.7
 

92.8
 

100.0
 

0.6
 

2.0
 

5.3
 

0.6
 

0.0
 

-2.0
 

12.0
 

7.7
 

-3.9
 

-13.0
 

-7.0
 

-5.2
 

-6.1

 

-11.1
 

-0.6
 

1.5

 

4.3
 

0.9
 

-16.3
 

-12.1
 

-3.9
 

27.4
 

0.3
 

-6.4
 

-2.8
 

0.4
 

（６４）

（６５）

（６６）

（６７）

（６８）

（６９）

（７０）

（７１）

（７２）

（７３）

（７４）

（７５）

（７６）

（７７）

（７８）

（７９）

（８０）

（８１）

（８２）

（８３）

（８４）

（８５）

（８６）

（８７）

（８８）

（８９）

肯定群は行っている割合

質問
番号 質問事項 備考高知県肯定群‒

全国肯定群
高知県

肯定群 否定群

全国
肯定群 否定群

調査対象学年の児童に対して、前年度までに、算数の指導として、家庭
学習の課題（宿題）を与えましたか

調査対象学年の児童に対して、前年度までに、算数の指導として、児童
に与えた家庭学習の課題（長期休業期間中の課題を除く）について、
評価・指導しましたか

調査対象学年の児童に対して、前年度までに、保護者に対して児童の
家庭学習を促すような働きかけを行いましたか（国語／算数共通）

調査対象学年の児童に対して、前年度までに、家庭学習の課題の与え方
について、校内の教職員で共通理解を図りましたか（国語／算数共通）

調査対象学年の児童に対して、前年度までに、家庭学習の取組として、
調べたり文章を書いたりしてくる宿題を与えましたか（国語／算数共通）

調査対象学年の児童に対して、前年度までに、家庭学習の取組として、
児童に家庭での学習方法等を具体例を挙げながら教えるようにしま
したか（国語／算数共通）

調査対象学年の児童に対して、前年度までに、理科の指導として、家庭
学習の課題（宿題）を与えましたか

調査対象学年の児童に対して、前年度までに、理科の指導として、長期
休業期間中に自由研究や課題研究などの家庭学習の課題を与えましたか

調査対象学年の児童に対して、前年度までに、理科の指導として、児童
に与えた家庭学習の課題（長期休業期間中の課題を除く）について、
評価・指導しましたか

学校でテーマを決め、講師を招聘するなどの校内研修を行っていますか

模擬授業や事例研究など、実践的な研修を行っていますか

教員が、他校や外部の研修機関などの学校外での研修に積極的に参加
できるようにしていますか

授業研究を伴う校内研修を前年度に何回実施しましたか

教職員は、校内外の研修や研究会に参加し、その成果を教育活動に
積極的に反映させていますか

学習指導と学習評価の計画の作成に当たっては、教職員同士が協力し
合っていますか

知識・技能の活用に重点を置いた指導計画を作成していますか

言語活動に重点を置いた指導計画を作成していますか

学校全体の言語活動の実施状況や課題について、全教職員の間で話し
合ったり、検討したりしていますか

言語活動について、国語科だけではなく、各教科、道徳、外国語活動、
総合的な学習の時間及び特別活動を通じて、学校全体として取り組んで
いますか

学校全体の学力傾向や課題について、全教職員の間で共有していますか

学級運営の状況や課題を全教職員の間で共有し、学校として組織的に
取り組んでいますか

校長は、校内の授業をどの程度見て回っていますか
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8.3
 

6.5
 

2.0

 

8.1
 

-4.5
 

5.1

 

6.2
 

0.3
 

0.3
 

10.9
 

0.1
 

-2.0
 

1.0
 

-0.3
 

4.7
 

-1.4

 

1.7
 

1.4
 

-3.4
 

（９０）

（９１）

（９２）

（９３）

（９４）

（９５）

（９６）

（９７）

（９８）

（９９）

（１００）

（１０１）

（１０２）

（１０３）

（１０４）

（１０５）

（１０６）

（１０７）

（１０８）

（１０９）

（１１０）

（１１１）

（１１２）

肯定群は年間７回以 上
実施した割合

肯定群は週に２～３日以上
行った割合

※質問項目は肯定群と否定群で判断できるものを抜粋

は、全国の肯定群の割合より３ポイントをこえて高い質問事項

は、全国の肯定群の割合より３ポイントをこえて低い質問事項

「太　字」

「白抜き」

調査対象学年の児童に対する国語の指導として、前年度までに、漢字・
語句など基礎的・基本的な事項を定着させる授業を行いましたか
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学校質問紙調査（中学校）

質問
番号 質問事項 備考高知県肯定群‒

全国肯定群
高知県

肯定群 否定群

全国
肯定群 否定群

教員以外の職員で学校図書館に関する業務を担当する職員（「学校司書」
など）が置かれていますか（ボランティアを除く）

調査対象学年の生徒は、熱意をもって勉強していると思いますか

調査対象学年の生徒は、授業中の私語が少なく、落ち着いていると思い
ますか

調査対象学年の生徒は、礼儀正しいと思いますか

調査対象学年の生徒は、学級やグループでの話合いなどの活動で、
自分の考えを相手にしっかりと伝えることができていると思いますか

調査対象学年の生徒は、学級やグループでの話合いなどの活動で、
相手の考えを最後まで聞くことができていると思いますか

調査対象学年の生徒は、学級やグループでの話合いなどの活動で、
自分の考えを深めたり、広げたりすることができていると思いますか

調査対象学年の生徒に対して、前年度に、「朝の読書」などの一斉読書
の時間を設けましたか

調査対象学年の生徒に対して、前年度に、学校図書館を活用した授業
を計画的に行いましたか

調査対象学年の生徒に対して、前年度に、放課後を利用した補充的な
学習サポートを実施しましたか

調査対象学年の生徒に対して、前年度に、土曜日を利用した補充的な
学習サポートを実施しましたか

調査対象学年の生徒に対して、前年度に、長期休業日を利用した補充的
な学習サポートを実施しましたか（実施した日数の累計）

調査対象学年の生徒に対して、前年度までに、授業の冒頭で目標（めあて・
ねらい）を示す活動を計画的に取り入れましたか

調査対象学年の生徒に対して、前年度までに、授業の最後に学習した
ことを振り返る活動を計画的に取り入れましたか

調査対象学年の生徒に対して、前年度までに、各教科等の指導のねらい
を明確にした上で、言語活動を適切に位置付けましたか

調査対象学年の生徒に対して、前年度までに、様々な考えを引き出し
たり、思考を深めたりするような発問や指導をしましたか

調査対象学年の生徒に対して、前年度までに、発言や活動の時間を確保
して授業を進めましたか

調査対象学年の生徒に対して、前年度までに、授業で扱うノートに、
学習の目標（めあて・ねらい）とまとめを書くように指導しましたか

調査対象学年の生徒に対して、前年度までに、学級やグループで話し
合う活動を授業などで行いましたか

調査対象学年の生徒に対して、前年度までに、総合的な学習の時間に
おいて、課題の設定からまとめ・表現に至る探究の過程を意識した指導
をしましたか

調査対象学年の生徒に対して、前年度までに、授業において、生徒自ら
学級やグループで課題を設定し、その解決に向けて話し合い、まとめ、
表現するなどの学習活動を取り入れましたか

調査対象学年の生徒に対して、前年度までに、本やインターネットなど
を使った資料の調べ方が身に付くよう指導しましたか

調査対象学年の生徒に対して、前年度までに、資料を使って発表が
できるよう指導しましたか

調査対象学年の生徒に対して、前年度までに、自分で調べたことや
考えたことを分かりやすく文章に書かせる指導をしましたか

調査対象学年の生徒に対して、前年度までに、将来就きたい仕事や
夢について考えさせる指導をしましたか

調査対象学年の生徒に対して、前年度までに、学級全員で取り組んだり
挑戦したりする課題やテーマを与えましたか
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6.5
 

8.8
 

30.5
 

14.6
 

32.5
 

19.6
 

89.2
 

84.9
 

96.5
 

42.5
 

4.2
 

9.1
 

13.2
 

7.6
 

5.6
 

18.0
 

10.7
 

20.8

 

36.6

 

21.8
 

21.7
 

12.0
 

3.4
 

17.2
 

18.8
 

89.2
 

93.3
 

91.1
 

69.3
 

85.2
 

67.3
 

80.2
 

10.4
 

14.9
 

3.3
 

57.3
 

95.7
 

90.9
 

86.7
 

92.1
 

94.3
 

81.9
 

89.2
 

79.0

 

63.3

 

78.0
 

78.1
 

87.8
 

96.4
 

82.7
 

81.7
 

11.0
 

6.4
 

10.1
 

31.2
 

14.7
 

28.4
 

5.5
 

87.2
 

49.5
 

98.1
 

15.6
 

1.8
 

8.3
 

9.2
 

4.6
 

4.6
 

23.8
 

6.4
 

26.6

 

42.2

 

30.3
 

28.4
 

11.0
 

4.6
 

16.5
 

17.4
 

89.0
 

93.6
 

89.9
 

68.8
 

85.4
 

71.5
 

94.5
 

11.9
 

50.4
 

1.8
 

84.4
 

98.2
 

91.8
 

90.8
 

95.4
 

95.4
 

76.2
 

93.6
 

73.4

 

57.8

 

69.7
 

71.5
 

89.0
 

95.4
 

83.5
 

-1.4
 

-0.2
 

0.3
 

-1.2
 

-0.5
 

0.2
 

4.2
 

14.3
 

1.5
 

35.5
 

-1.5
 

27.1
 

2.5
 

0.9
 

4.1
 

3.3
 

1.1
 

-5.7
 

4.4
 

-5.6

 

-5.5

 

-8.3
 

-6.6
 

1.2
 

-1.0
 

0.8
 

（１５）

（１６）

（１７）

（１８）

（１９）

（２０）

　

（２１）

（２４）

（２５）

（２６）

（２７）

（２８）

（２９）

（３０）

（３１）

（３２）

（３３）

（３４）

（３５）

（３６）

　

（３７）

（３８）

（３９）

（４０）

（４１）

（４２）

肯 定 群は常 勤もしくは
非常勤の職員が置かれて
いる割合

肯定群は週に複数回以上
定期的に設けた割合

肯定群は月に数回程 度
以上行った割合

肯定群は週に２～３回以上
行った割合

肯定群は月に数回程 度
以上行った割合

肯 定 群は延べ５日以 上
行った割合

質問
番号 質問事項 備考高知県肯定群‒

全国肯定群
高知県

肯定群 否定群

全国
肯定群 否定群

調査対象学年の生徒に対して、前年度までに、学校生活の中で、生徒
一人一人のよい点や可能性を見付け、生徒に伝えるなど積極的に評価
しましたか

調査対象学年の生徒に対して、前年度までに、学習規律（私語をしない、
話をしている人の方を向いて聞く、聞き手に向かって話をする、授業
開始のチャイムを守るなど）の維持を徹底しましたか

調査対象学年の生徒に対して、前年度に、教科や総合的な学習の時間、
あるいは朝や帰りの会などにおいて、地域や社会で起こっている問題
や出来事を学習の題材として取り扱いましたか

調査対象学年の生徒に対して、前年度までに、コンピュータ等の情報
通信技術（パソコン（タブレット端末を含む）、電子黒板、実物投影機、
プロジェクター、インターネットなどを指す）を活用して、子供同士
が教え合い学び合う学習（協働学習）や課題発見・解決型の学習指導
を行いましたか

調査対象学年の生徒に対して、前年度に、国語の授業において、コン
ピュータ等の情報通信技術（パソコン（タブレット端末を含む）、電子
黒板、実物投影機、プロジェクター、インターネットなどを指す）を
活用した授業を行いましたか

調査対象学年の生徒に対して、前年度に、数学の授業において、コン
ピュータ等の情報通信技術（パソコン（タブレット端末を含む）、電子
黒板、実物投影機、プロジェクター、インターネットなどを指す）を
活用した授業を行いましたか

調査対象学年の生徒に対して、前年度に、理科の授業において、コン
ピュータ等の情報通信技術（パソコン（タブレット端末を含む）、電子
黒板、実物投影機、プロジェクター、インターネットなどを指す）を
活用した授業を行いましたか

平成２７年度全国学力・学習状況調査の自校の結果を分析し、学校全体
で成果や課題を共有しましたか

平成２７年度全国学力・学習状況調査の自校の分析結果について、
調査対象学年・教科だけではなく、学校全体で教育活動を改善するため
に活用しましたか

平成２７年度全国学力・学習状況調査の自校の結果について、保護者
や地域の人たちに対して公表や説明を行いましたか（学校のホーム
ページや学校だより等への掲載、保護者会等での説明を含む）

平成２７年度全国学力・学習状況調査や学校評価の自校の結果等を
踏まえた学力向上のための取組について、保護者や地域の人たちに
対して働きかけを行いましたか

全国学力・学習状況調査の結果を地方公共団体における独自の学力調査
の結果と併せて分析し、具体的な教育指導の改善や指導計画等への反映
を行っていますか

調査対象学年の生徒に対して、数学の授業において、前年度に、習熟
の遅いグループに対して少人数による指導を行い、習得できるように
しましたか

調査対象学年の生徒に対して、数学の授業において、前年度に、習熟
の早いグループに対して少人数による指導を行い、発展的な内容を扱
いましたか

調査対象学年の生徒に対して、数学の授業において、前年度に、ティーム
ティーチングによる指導を行いましたか

調査対象学年の生徒に対して、理科の授業において、前年度に、ティーム
ティーチングによる指導を行いましたか

調査対象学年の生徒に対する国語の指導として、前年度までに、補充的
な学習の指導を行いましたか

調査対象学年の生徒に対する国語の指導として、前年度までに、発展的
な学習の指導を行いましたか

調査対象学年の生徒に対する国語の指導として、前年度までに、目的
や相手に応じて話したり聞いたりする授業を行いましたか

調査対象学年の生徒に対する国語の指導として、前年度までに、書く
習慣を付ける授業を行いましたか

調査対象学年の生徒に対する国語の指導として、前年度までに、様々
な文章を読む習慣を付ける授業を行いましたか

4.0

 

2.5

 

31.4

 

46.5

 
83.2

 

71.8
 

45.6

 

2.8
 

6.6

 

15.8

 

19.2

 

11.8

 

53.7

 

60.1

 
42.7

 
76.7

 
21.6

 
39.1

 
16.6

 
5.4

 
13.2

 

95.8

 

97.4

 

68.4

 
53.3

 

16.4
 

27.8
 

53.9

 
　

96.9
 

93.2

 

83.9

 

80.5

 

87.9

 

46.1

 

39.7

 
57.0

 
22.9

 
78.2

 
60.8

 
83.2

 
94.5

 
86.7

 

1.8

 

2.8

 

33.0

 

49.5

 
86.2

 

71.6
 

50.5

 
　

1.8
 

4.6

 

19.3

 

22.0

 

4.6

 

58.7

 

69.7

 
36.7

 
72.5

 
20.2

 
42.2

 
13.7

 
9.2

 
13.8

 

98.1

 

97.2

 

66.9

 

50.4

 
13.8

 

28.4
 

48.6

　 
98.2

　

 95.4

 

80.8

 

78.0

 

95.4

 

41.3

 

30.3

 
63.2

 
26.6

 
79.8

 
57.8

 
86.2

 
90.8

 
86.3

 

2.3

-0.2

 

-1.5

 

-2.9

 
-2.6

 

0.6

 
-5.3

　 
1.3

 

2.2

 

-3.1

 

-2.5

 

7.5

 

-4.8

 

-9.4

 
6.2

 
3.7

 
1.6

 
-3.0

 
3.0

 
-3.7

 
-0.4

 

（４３）

（４４）

（４５）

（４６）

（４７）

（４８）

（４９）

　
（５０）

（５１）

（５２）

（５３）

（５４）

（５５）

（５６）

（５７）

（５８）

（５９）

（６０）

（６１）

（６２）

（６３）

肯 定 群は月に１回 以 上
行った割合

肯 定 群は月に１回 以 上
行った割合

肯 定 群は月に１回 以 上
行った割合

否定群は行っていない割合

否定群は行っていない割合

否定群は行っていない割合

否定群は行っていない割合

70 71



学校質問紙調査（中学校）

質問
番号 質問事項 備考高知県肯定群‒

全国肯定群
高知県

肯定群 否定群

全国
肯定群 否定群

教員以外の職員で学校図書館に関する業務を担当する職員（「学校司書」
など）が置かれていますか（ボランティアを除く）

調査対象学年の生徒は、熱意をもって勉強していると思いますか

調査対象学年の生徒は、授業中の私語が少なく、落ち着いていると思い
ますか

調査対象学年の生徒は、礼儀正しいと思いますか

調査対象学年の生徒は、学級やグループでの話合いなどの活動で、
自分の考えを相手にしっかりと伝えることができていると思いますか

調査対象学年の生徒は、学級やグループでの話合いなどの活動で、
相手の考えを最後まで聞くことができていると思いますか

調査対象学年の生徒は、学級やグループでの話合いなどの活動で、
自分の考えを深めたり、広げたりすることができていると思いますか

調査対象学年の生徒に対して、前年度に、「朝の読書」などの一斉読書
の時間を設けましたか

調査対象学年の生徒に対して、前年度に、学校図書館を活用した授業
を計画的に行いましたか

調査対象学年の生徒に対して、前年度に、放課後を利用した補充的な
学習サポートを実施しましたか

調査対象学年の生徒に対して、前年度に、土曜日を利用した補充的な
学習サポートを実施しましたか

調査対象学年の生徒に対して、前年度に、長期休業日を利用した補充的
な学習サポートを実施しましたか（実施した日数の累計）

調査対象学年の生徒に対して、前年度までに、授業の冒頭で目標（めあて・
ねらい）を示す活動を計画的に取り入れましたか

調査対象学年の生徒に対して、前年度までに、授業の最後に学習した
ことを振り返る活動を計画的に取り入れましたか

調査対象学年の生徒に対して、前年度までに、各教科等の指導のねらい
を明確にした上で、言語活動を適切に位置付けましたか

調査対象学年の生徒に対して、前年度までに、様々な考えを引き出し
たり、思考を深めたりするような発問や指導をしましたか

調査対象学年の生徒に対して、前年度までに、発言や活動の時間を確保
して授業を進めましたか

調査対象学年の生徒に対して、前年度までに、授業で扱うノートに、
学習の目標（めあて・ねらい）とまとめを書くように指導しましたか

調査対象学年の生徒に対して、前年度までに、学級やグループで話し
合う活動を授業などで行いましたか

調査対象学年の生徒に対して、前年度までに、総合的な学習の時間に
おいて、課題の設定からまとめ・表現に至る探究の過程を意識した指導
をしましたか

調査対象学年の生徒に対して、前年度までに、授業において、生徒自ら
学級やグループで課題を設定し、その解決に向けて話し合い、まとめ、
表現するなどの学習活動を取り入れましたか

調査対象学年の生徒に対して、前年度までに、本やインターネットなど
を使った資料の調べ方が身に付くよう指導しましたか

調査対象学年の生徒に対して、前年度までに、資料を使って発表が
できるよう指導しましたか

調査対象学年の生徒に対して、前年度までに、自分で調べたことや
考えたことを分かりやすく文章に書かせる指導をしましたか

調査対象学年の生徒に対して、前年度までに、将来就きたい仕事や
夢について考えさせる指導をしましたか

調査対象学年の生徒に対して、前年度までに、学級全員で取り組んだり
挑戦したりする課題やテーマを与えましたか
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73.4

 

57.8

 

69.7
 

71.5
 

89.0
 

95.4
 

83.5
 

-1.4
 

-0.2
 

0.3
 

-1.2
 

-0.5
 

0.2
 

4.2
 

14.3
 

1.5
 

35.5
 

-1.5
 

27.1
 

2.5
 

0.9
 

4.1
 

3.3
 

1.1
 

-5.7
 

4.4
 

-5.6

 

-5.5

 

-8.3
 

-6.6
 

1.2
 

-1.0
 

0.8
 

（１５）

（１６）

（１７）

（１８）

（１９）

（２０）

　

（２１）

（２４）

（２５）

（２６）

（２７）

（２８）

（２９）

（３０）

（３１）

（３２）

（３３）

（３４）

（３５）

（３６）

　

（３７）

（３８）

（３９）

（４０）

（４１）

（４２）

肯 定 群は常 勤もしくは
非常勤の職員が置かれて
いる割合

肯定群は週に複数回以上
定期的に設けた割合

肯定群は月に数回程 度
以上行った割合

肯定群は週に２～３回以上
行った割合

肯定群は月に数回程 度
以上行った割合

肯 定 群は延べ５日以 上
行った割合

質問
番号 質問事項 備考高知県肯定群‒

全国肯定群
高知県

肯定群 否定群

全国
肯定群 否定群

調査対象学年の生徒に対して、前年度までに、学校生活の中で、生徒
一人一人のよい点や可能性を見付け、生徒に伝えるなど積極的に評価
しましたか

調査対象学年の生徒に対して、前年度までに、学習規律（私語をしない、
話をしている人の方を向いて聞く、聞き手に向かって話をする、授業
開始のチャイムを守るなど）の維持を徹底しましたか

調査対象学年の生徒に対して、前年度に、教科や総合的な学習の時間、
あるいは朝や帰りの会などにおいて、地域や社会で起こっている問題
や出来事を学習の題材として取り扱いましたか

調査対象学年の生徒に対して、前年度までに、コンピュータ等の情報
通信技術（パソコン（タブレット端末を含む）、電子黒板、実物投影機、
プロジェクター、インターネットなどを指す）を活用して、子供同士
が教え合い学び合う学習（協働学習）や課題発見・解決型の学習指導
を行いましたか

調査対象学年の生徒に対して、前年度に、国語の授業において、コン
ピュータ等の情報通信技術（パソコン（タブレット端末を含む）、電子
黒板、実物投影機、プロジェクター、インターネットなどを指す）を
活用した授業を行いましたか

調査対象学年の生徒に対して、前年度に、数学の授業において、コン
ピュータ等の情報通信技術（パソコン（タブレット端末を含む）、電子
黒板、実物投影機、プロジェクター、インターネットなどを指す）を
活用した授業を行いましたか

調査対象学年の生徒に対して、前年度に、理科の授業において、コン
ピュータ等の情報通信技術（パソコン（タブレット端末を含む）、電子
黒板、実物投影機、プロジェクター、インターネットなどを指す）を
活用した授業を行いましたか

平成２７年度全国学力・学習状況調査の自校の結果を分析し、学校全体
で成果や課題を共有しましたか

平成２７年度全国学力・学習状況調査の自校の分析結果について、
調査対象学年・教科だけではなく、学校全体で教育活動を改善するため
に活用しましたか

平成２７年度全国学力・学習状況調査の自校の結果について、保護者
や地域の人たちに対して公表や説明を行いましたか（学校のホーム
ページや学校だより等への掲載、保護者会等での説明を含む）

平成２７年度全国学力・学習状況調査や学校評価の自校の結果等を
踏まえた学力向上のための取組について、保護者や地域の人たちに
対して働きかけを行いましたか

全国学力・学習状況調査の結果を地方公共団体における独自の学力調査
の結果と併せて分析し、具体的な教育指導の改善や指導計画等への反映
を行っていますか

調査対象学年の生徒に対して、数学の授業において、前年度に、習熟
の遅いグループに対して少人数による指導を行い、習得できるように
しましたか

調査対象学年の生徒に対して、数学の授業において、前年度に、習熟
の早いグループに対して少人数による指導を行い、発展的な内容を扱
いましたか

調査対象学年の生徒に対して、数学の授業において、前年度に、ティーム
ティーチングによる指導を行いましたか

調査対象学年の生徒に対して、理科の授業において、前年度に、ティーム
ティーチングによる指導を行いましたか

調査対象学年の生徒に対する国語の指導として、前年度までに、補充的
な学習の指導を行いましたか

調査対象学年の生徒に対する国語の指導として、前年度までに、発展的
な学習の指導を行いましたか

調査対象学年の生徒に対する国語の指導として、前年度までに、目的
や相手に応じて話したり聞いたりする授業を行いましたか

調査対象学年の生徒に対する国語の指導として、前年度までに、書く
習慣を付ける授業を行いましたか

調査対象学年の生徒に対する国語の指導として、前年度までに、様々
な文章を読む習慣を付ける授業を行いましたか
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95.8

 

97.4

 

68.4

 
53.3

 

16.4
 

27.8
 

53.9
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95.4
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30.3

 
63.2

 
26.6

 
79.8

 
57.8

 
86.2

 
90.8

 
86.3
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（４３）

（４４）

（４５）

（４６）

（４７）

（４８）

（４９）

　
（５０）

（５１）

（５２）

（５３）

（５４）

（５５）

（５６）

（５７）

（５８）

（５９）

（６０）

（６１）

（６２）

（６３）

肯 定 群は月に１回 以 上
行った割合

肯 定 群は月に１回 以 上
行った割合

肯 定 群は月に１回 以 上
行った割合

否定群は行っていない割合

否定群は行っていない割合

否定群は行っていない割合

否定群は行っていない割合
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質問
番号 質問事項 備考高知県肯定群‒

全国肯定群
高知県

肯定群 否定群

全国
肯定群 否定群

調査対象学年の生徒に対する数学の指導として、前年度までに、補充的
な学習の指導を行いましたか

調査対象学年の生徒に対する数学の指導として、前年度までに、発展的
な学習の指導を行いましたか

調査対象学年の生徒に対する数学の指導として、前年度までに、実生活
における事象との関連を図った授業を行いましたか

調査対象学年の生徒に対する数学の指導として、前年度までに、計算
問題などの反復練習をする授業を行いましたか

調査対象学年の生徒に対する理科の指導として、前年度までに、補充的
な学習の指導を行いましたか

調査対象学年の生徒に対する理科の指導として、前年度までに、発展的
な学習の指導を行いましたか

調査対象学年の生徒に対する理科の指導として、前年度までに、実生活
における事象との関連を図った授業を行いましたか

調査対象学年の生徒に対する理科の指導として、前年度までに、生徒が
科学的な体験や自然体験をする授業を行いましたか

調査対象学年の生徒に対する理科の指導として、前年度までに、自ら
考えた仮説をもとに観察、実験の計画を立てさせる指導を行いましたか

調査対象学年の生徒に対する理科の指導として、前年度までに、観察
や実験の結果を分析し解釈する指導を行いましたか

調査対象学年の生徒に対する理科の指導として、前年度までに、観察
や実験のレポートの作成方法に関する指導を行いましたか

調査対象学年の生徒に対する理科の授業やその準備において、前年度
に観察実験補助員が配置されていましたか

調査対象学年の生徒に対する理科の授業において、前年度に理科室で
生徒が観察や実験をする授業を２クラス当たりどの程度行いましたか

学校の教員は、特別支援教育について理解し、前年度までに、調査対象
学年の生徒に対する授業の中で、生徒の特性に応じた指導上の工夫

（板書や説明の仕方、教材の工夫など）を行いましたか

教科の指導内容や指導方法について近隣の小学校と連携（教師の合同
研修、教師の交流、教育課程の接続など）を行っていますか

調査対象学年の生徒に対して、前年度までに、地域の人材を外部講師
として招聘した授業を行いましたか

調査対象学年の生徒に対して、前年度までに、ボランティア等による
授業サポート（補助）を行いましたか

調査対象学年の生徒に対して、前年度までに、博物館や科学館、図書館
を利用した授業を行いましたか

職場見学や職場体験活動を行っていますか

ＰＴＡや地域の人が学校の諸活動（学校の美化など）にボランティア
として参加してくれますか

学校支援地域本部などの学校支援ボランティアの仕組みにより、保護者
や地域の人が学校における教育活動や様々な活動に参加してくれますか

保護者や地域の人の学校支援ボランティア活動は、学校の教育水準の
向上に効果がありましたか

調査対象学年の生徒に対して、前年度までに、国語の指導として、
家庭学習の課題（宿題）を与えましたか

調査対象学年の生徒に対して、前年度までに、国語の指導として、
生徒に与えた家庭学習の課題（長期休業期間中の課題を除く）について、
評価・指導しましたか

調査対象学年の生徒に対して、前年度までに、数学の指導として、
家庭学習の課題（宿題）を与えましたか

調査対象学年の生徒に対して、前年度までに、数学の指導として、生徒
に与えた家庭学習の課題（長期休業期間中の課題を除く）について、
評価・指導しましたか
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（６５）
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（６７）
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（６９）

（７０）

（７１）

（７２）

（７３）

（７４）

（７５）

（７６）

（７７）

（７８）

（７９）

（８０）

（８１）

（８２）

（８３）

（８４）

（８５）

（８６）

（８７）

（８８）

（８９）

質問
番号 質問事項 備考高知県肯定群‒

全国肯定群
高知県

肯定群 否定群

全国
肯定群 否定群

調査対象学年の生徒に対して、前年度までに、保護者に対して生徒の
家庭学習を促すような働きかけを行いましたか（国語／数学共通）

調査対象学年の生徒に対して、前年度までに、家庭学習の課題の与え方
について、校内の教職員で共通理解を図りましたか（国語／数学共通）

調査対象学年の生徒に対して、前年度までに、家庭学習の取組として、
調べたり文章を書いたりしてくる宿題を与えましたか（国語／数学共通）

調査対象学年の生徒に対して、前年度までに、家庭学習の取組として、
生徒に家庭での学習方法等を具体例を挙げながら教えるようにしまし
たか（国語／数学共通）

調査対象学年の生徒に対して、前年度までに、理科の指導として、家庭
学習の課題（宿題）を与えましたか

調査対象学年の生徒に対して、前年度までに、理科の指導として、長期
休業期間中に自由研究や課題研究などの家庭学習の課題を与えましたか

調査対象学年の生徒に対して、前年度までに、理科の指導として、生徒
に与えた家庭学習の課題（長期休業期間中の課題を除く）について、
評価・指導しましたか

学校でテーマを決め、講師を招聘するなどの校内研修を行っていますか

模擬授業や事例研究など、実践的な研修を行っていますか

教員が、他校や外部の研修機関などの学校外での研修に積極的に参加
できるようにしていますか

授業研究を伴う校内研修を前年度に何回実施しましたか

教職員は、校内外の研修や研究会に参加し、その成果を教育活動に
積極的に反映させていますか

学習指導と学習評価の計画の作成に当たっては、教職員同士が協力し
合っていますか

知識・技能の活用に重点を置いた指導計画を作成していますか

言語活動に重点を置いた指導計画を作成していますか

学校全体の言語活動の実施状況や課題について、全教職員の間で話し
合ったり、検討したりしていますか

言語活動について、国語科だけではなく、各教科、道徳、総合的な学習
の時間及び特別活動を通じて、学校全体として取り組んでいますか

学校全体の学力傾向や課題について、全教職員の間で共有していますか

学級運営の状況や課題を全教職員の間で共有し、学校として組織的に
取り組んでいますか

校長は、校内の授業をどの程度見て回っていますか
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6.8
 

1.6
 

1.5
 

-0.7
 

-5.2
 

（９０）

（９１）

（９２）

（９３）

（９４）

（９５）

（９６）

（９７）

（９８）

（９９）

（１００）

（１０１）

（１０２）

（１０３）

（１０４）

（１０５）

（１０６）

（１０７）

（１０８）

（１０９）

（１１０）

肯定群は年間７回以 上
実施した割合

肯定群は週に２～３日以上
行った割合

※質問項目は肯定群と否定群で判断できるものを抜粋

は、全国の肯定群の割合より３ポイントをこえて高い質問事項

は、全国の肯定群の割合より３ポイントをこえて低い質問事項

「太　字」

「白抜き」

調査対象学年の生徒に対する国語の指導として、前年度までに、漢字・
語句など基礎的・基本的な事項を定着させる授業を行いましたか

72 73



質問
番号 質問事項 備考高知県肯定群‒

全国肯定群
高知県

肯定群 否定群

全国
肯定群 否定群

調査対象学年の生徒に対する数学の指導として、前年度までに、補充的
な学習の指導を行いましたか

調査対象学年の生徒に対する数学の指導として、前年度までに、発展的
な学習の指導を行いましたか

調査対象学年の生徒に対する数学の指導として、前年度までに、実生活
における事象との関連を図った授業を行いましたか

調査対象学年の生徒に対する数学の指導として、前年度までに、計算
問題などの反復練習をする授業を行いましたか

調査対象学年の生徒に対する理科の指導として、前年度までに、補充的
な学習の指導を行いましたか

調査対象学年の生徒に対する理科の指導として、前年度までに、発展的
な学習の指導を行いましたか

調査対象学年の生徒に対する理科の指導として、前年度までに、実生活
における事象との関連を図った授業を行いましたか

調査対象学年の生徒に対する理科の指導として、前年度までに、生徒が
科学的な体験や自然体験をする授業を行いましたか

調査対象学年の生徒に対する理科の指導として、前年度までに、自ら
考えた仮説をもとに観察、実験の計画を立てさせる指導を行いましたか

調査対象学年の生徒に対する理科の指導として、前年度までに、観察
や実験の結果を分析し解釈する指導を行いましたか

調査対象学年の生徒に対する理科の指導として、前年度までに、観察
や実験のレポートの作成方法に関する指導を行いましたか

調査対象学年の生徒に対する理科の授業やその準備において、前年度
に観察実験補助員が配置されていましたか

調査対象学年の生徒に対する理科の授業において、前年度に理科室で
生徒が観察や実験をする授業を２クラス当たりどの程度行いましたか

学校の教員は、特別支援教育について理解し、前年度までに、調査対象
学年の生徒に対する授業の中で、生徒の特性に応じた指導上の工夫

（板書や説明の仕方、教材の工夫など）を行いましたか

教科の指導内容や指導方法について近隣の小学校と連携（教師の合同
研修、教師の交流、教育課程の接続など）を行っていますか

調査対象学年の生徒に対して、前年度までに、地域の人材を外部講師
として招聘した授業を行いましたか

調査対象学年の生徒に対して、前年度までに、ボランティア等による
授業サポート（補助）を行いましたか

調査対象学年の生徒に対して、前年度までに、博物館や科学館、図書館
を利用した授業を行いましたか

職場見学や職場体験活動を行っていますか

ＰＴＡや地域の人が学校の諸活動（学校の美化など）にボランティア
として参加してくれますか

学校支援地域本部などの学校支援ボランティアの仕組みにより、保護者
や地域の人が学校における教育活動や様々な活動に参加してくれますか

保護者や地域の人の学校支援ボランティア活動は、学校の教育水準の
向上に効果がありましたか

調査対象学年の生徒に対して、前年度までに、国語の指導として、
家庭学習の課題（宿題）を与えましたか

調査対象学年の生徒に対して、前年度までに、国語の指導として、
生徒に与えた家庭学習の課題（長期休業期間中の課題を除く）について、
評価・指導しましたか

調査対象学年の生徒に対して、前年度までに、数学の指導として、
家庭学習の課題（宿題）を与えましたか

調査対象学年の生徒に対して、前年度までに、数学の指導として、生徒
に与えた家庭学習の課題（長期休業期間中の課題を除く）について、
評価・指導しましたか
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質問
番号 質問事項 備考高知県肯定群‒

全国肯定群
高知県

肯定群 否定群

全国
肯定群 否定群

調査対象学年の生徒に対して、前年度までに、保護者に対して生徒の
家庭学習を促すような働きかけを行いましたか（国語／数学共通）

調査対象学年の生徒に対して、前年度までに、家庭学習の課題の与え方
について、校内の教職員で共通理解を図りましたか（国語／数学共通）

調査対象学年の生徒に対して、前年度までに、家庭学習の取組として、
調べたり文章を書いたりしてくる宿題を与えましたか（国語／数学共通）

調査対象学年の生徒に対して、前年度までに、家庭学習の取組として、
生徒に家庭での学習方法等を具体例を挙げながら教えるようにしまし
たか（国語／数学共通）

調査対象学年の生徒に対して、前年度までに、理科の指導として、家庭
学習の課題（宿題）を与えましたか

調査対象学年の生徒に対して、前年度までに、理科の指導として、長期
休業期間中に自由研究や課題研究などの家庭学習の課題を与えましたか

調査対象学年の生徒に対して、前年度までに、理科の指導として、生徒
に与えた家庭学習の課題（長期休業期間中の課題を除く）について、
評価・指導しましたか

学校でテーマを決め、講師を招聘するなどの校内研修を行っていますか

模擬授業や事例研究など、実践的な研修を行っていますか

教員が、他校や外部の研修機関などの学校外での研修に積極的に参加
できるようにしていますか

授業研究を伴う校内研修を前年度に何回実施しましたか

教職員は、校内外の研修や研究会に参加し、その成果を教育活動に
積極的に反映させていますか

学習指導と学習評価の計画の作成に当たっては、教職員同士が協力し
合っていますか

知識・技能の活用に重点を置いた指導計画を作成していますか

言語活動に重点を置いた指導計画を作成していますか

学校全体の言語活動の実施状況や課題について、全教職員の間で話し
合ったり、検討したりしていますか

言語活動について、国語科だけではなく、各教科、道徳、総合的な学習
の時間及び特別活動を通じて、学校全体として取り組んでいますか

学校全体の学力傾向や課題について、全教職員の間で共有していますか

学級運営の状況や課題を全教職員の間で共有し、学校として組織的に
取り組んでいますか

校長は、校内の授業をどの程度見て回っていますか
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肯定群は年間７回以 上
実施した割合

肯定群は週に２～３日以上
行った割合

※質問項目は肯定群と否定群で判断できるものを抜粋

は、全国の肯定群の割合より３ポイントをこえて高い質問事項

は、全国の肯定群の割合より３ポイントをこえて低い質問事項

「太　字」

「白抜き」

調査対象学年の生徒に対する国語の指導として、前年度までに、漢字・
語句など基礎的・基本的な事項を定着させる授業を行いましたか
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